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【はじめに】Gardnerella属は G.vaginalisの 1菌種のみで
あり、通性嫌気性のグラム不定で多形性を示す菌である。

女性の膣内に常在しており、正常細菌叢のバランスが崩

れた際に細菌性膣症(BV)に関与するとされている。今回、
80代高齢男性の血液培養より、Gardnerella vaginalisを検
出した症例を経験したので報告する。

【症例】89歳男性、自宅で転倒しているところを発見さ
れ当院へ救急搬送。搬送の 3日前より 38～39℃の発熱が
あった。体温 38.1℃、脈拍 71/分、SpO2 90%、胸部
CTで空洞を伴う浸潤影があり、喀痰の結核菌群
LAMP検査で陽性となった。活動性結核と診断され、県
内の結核病棟を有する医療機関へ同日転院となった。

【細菌学的検査】搬送当日に採取した血液培養は 33時
間後および 48時間後に陽性反応を示した。顕微鏡検査
では、グラム陰性の短桿菌を確認。培養は 35℃、5%炭
酸ガスおよび嫌気条件で行った。ヒツジ血液寒天培地で

は 48時間培養後に微小集落を確認した。カタラーゼ陰
性、オキシダーゼ陰性。同定は BBL CRYSTAL NHを用

いて実施したが、十分な同定確率を得ることはできなか

った。BD Phoenix PMIC/ID86パネルおよび 16SrRNA領
域の遺伝子解析により G.vaginalisと同定した。感受性は
栄研ドライプレートにストレプト・ヘモサプリメントを

添加し 5%炭酸ガスで 48時間後にMIC値を測定した。
【考察】本症例における侵入門戸などは転院のため、特

定は出来なかった。G.vaginalisはグラム不定菌であるた
め、生化学性状を用いた同定キットを用いる場合、キッ

トの選択が重要となる。当院は婦人科領域の無い施設の

ため、本菌への知識・経験が不足しており、女性から検

出される菌との認識を持っていいたため、高齢男性から

検出した本症例において同定が確定するまでに時間を要

した。質量分析装置により、様々な細菌を早期に同定可

能となったが、まだ十分な施設に備わっていない。早期

に原因菌を確定できるよう様々な微生物への知識を備え

て、補っていく必要がある。

連絡先：0956-49-2191

高齢男性における Gardnerella vaginalisによる菌血症の一症例

◎尾方 一仁 1)、山口 真希 1)、村田 宏貴 1)、川内 匡 1)、福田 勝行 1)、井手 一徳 1)

長崎労災病院 1)

1
一般演題 微生物



【はじめに】リステリア症は Listeria monocytogenesによ
る感染症で、本菌は自然環境中や動物の腸管等に広く生

息している。健常人が発症することは稀であるが、妊婦

が感染した場合早産や流産の原因になりうる。また、高

齢者・免疫不全者・胎児・新生児などでは髄膜炎や敗血

症などを引き起こし重症化するリスクが高い。その為本

菌が無菌材料から検出された場合は迅速な対応が求めら

れる。【症例】90歳代女性。入所施設で誤嚥性肺炎の治
療の為 CTRXが投与されていたが、肝機能低下を認め
3日間で中止された。その後一時症状改善を認めたが、
中止 6日後に SpO2低下や意識状態悪化を認め当院へ入

院となった。【検査所見】入院時の血液培養 2セット中、
好気ボトル 2本と嫌気ボトル 1本が 19～28時間で陽性
となり、グラム陽性桿菌が確認され陽性ボトル内容液の

上清に軽度溶血を認めた。コロニー性状は血液寒天培地

では弱いβ溶血を示し、BTB寒天培地にも微小コロニ
ーを認めた。自動同定感受性装置 Phoenix100の
PMIC/ID-86にて L.　monocytogenes/innocuaと同定された

が、L. innocuaは血液寒天培地で溶血を認めないことや動
物由来の菌であることから、L. monocytogenesと同定した。
感受性試験はMICroFAST 7Jで行い、ABPC、PCG、
MEPM、ST合剤に感受性を示した。髄液は採取されなか
った。【経過】入院後誤嚥性肺炎として TAZ/PIPCが開
始されたが、血液培養から本菌が検出された段階で細菌

性髄膜炎を疑い、ABPCと GMの併用投与へ変更となっ
た。その後 14日間の投与を終え、2日後にリハビリ目的
で転院された。【まとめ】L. monocytogenesは日常検査で
検出されることが稀な菌であり、今回の症例でも血液培

養陽性時にグラム陽性桿菌を認めた段階では本菌の可能

性を主治医へ情報提供することは出来なかった。しかし

患者が高齢であることや意識症状の悪化を認めていたこ

と、血液培養ボトルの上清の性状などから早期に推測す

ることも可能であった症例である。稀な菌でも患者背景

や臨床所見、検体性状など得られる情報から様々な可能

性を考慮し、迅速な結果報告に努めていきたい。(連絡先
0956-22-5136内線 1154)

誤嚥性肺炎治療中の患者の血液培養から Listeria monocytogenesを検出した 1症例

◎平野 こなつ 1)、下村 悠翔 1)、永橋 麻衣子 1)、岩永 里美 1)、古谷 明子 1)、川﨑 辰彦 1)

佐世保共済病院 1)
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【はじめに】Gleimia hominisは以前 Actinomyces属に分類
されていた放線菌の一種で、2010年に 89歳女性の創傷
部より分離されたのが最初である。微好気性ｸﾞﾗﾑ陽性桿

菌で、ｶﾀﾗｰｾﾞ、CAMP反応、酸性ﾎｽﾌｧﾀｰｾﾞ、Nｱｾﾁﾙ-β-
ｸﾞﾙｺｻﾐﾀﾞｰｾﾞおよびﾗﾌｨﾉｰｽ発酵が陽性とされている。今

回本邦初例と考えられる本菌感染例を経験したので報告

する。【症例】90代女性【基礎疾患】胃癌,高血圧,脂質
異常症,ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ型認知症,便秘症【現病歴】数日前より血
液混じりの嘔吐が出現し、受診当日の昼に 2回ｺｰﾋｰ残渣
様嘔吐を認めたため、当院へ救急搬送となった。【入院

時検査所見】血液検査では貧血がある程度で、明らかな

炎症所見は認められなかった。【微生物学的検査】入院

時に血液培養(2ｾｯﾄ)が提出され、培養 3日目に嫌気培養
ﾎﾞﾄﾙが陽性となり、ｸﾞﾗﾑ陽性桿菌を認めた。培養ﾎﾞﾄﾙの

増殖曲線は一旦ｸﾞﾗﾌが下降し、再び上昇時に陽性と判定

されるという特殊なﾊﾟﾀｰﾝを示した。培養液から直接、

質量分析装置(MALDIﾊﾞｲｵﾀｲﾊﾟｰ)にて同定を試み、
ｽｺｱ2.28で G.hominisと同定された。同定結果より、

ｻﾌﾞｶﾙﾁｬｰにﾌﾞﾙｾﾗHK寒天培地(RS)(極東製薬)を追加し、
嫌気培養を実施した。培養 1日目のﾌﾞﾙｾﾗHK寒天培地に
微小ｺﾛﾆｰを形成したが、継代培養の結果、嫌気培養より

も発育は遅いものの、5％炭酸ｶﾞｽ培養でも発育すること
が確認された。薬剤感受性試験はﾗｲｻｽS4(日水製薬株式会
社)にて実施し、結果報告を行なった。ﾍﾟﾆｼﾘﾝ系薬と
ｾﾌｪﾑ系薬には感受性を示したが、levofloxacinと
metronidazoleには耐性を示した。【入院後経過】入院後、
進行性胃癌で余命 1〜2ヶ月と診断されたため、積極的
な治療は実施されなかった。【考察】G.hominisの分離例
は本邦初例と考えられるが、患者は癌末期であり、通常

は感染を起こしにくい本菌が、腸管壁から、または嘔吐

後の誤嚥に伴う炎症部位から流血中に侵入し、菌血症に

至ったものと推察された。血液培養の特殊な増殖

ﾊﾟﾀｰﾝは、ｱﾐﾝ産生によるｱﾙｶﾘ化が原因とされている。同

様の代謝経路を持つ菌には、本菌が以前分類されていた

Actinomyces属、Bacteroides属、Arcanobacterium属など
が知られている。　連絡先：0968735000 （内線 263)

血液培養にて分離された Gleimia(Actinomyces)hominisの一例

◎田上 夏妃 1)、稲葉 美香 1)、三野 博利 1)、永田 邦昭 1)

地方独立行政法人くまもと県北病院機構 くまもと県北病院 1)
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＜はじめに＞血液培養検査は感染症診断および抗菌薬の

選定において重要な役割を持つ。今回、当院における血

液培養検査の実施状況を調査・評価した。さらに、血液

培養陽性時間に関しては、菌血症と汚染菌を比較した。

＜対象と方法＞2018年 4月 1日～2022年 3月 31日まで
の 4年間に提出された血液培養検体 31,581セットを対象
とした。血液培養には血液培養自動分析装置 BACTEC 
FX（日本 BD社製）を使用し、BDバクテック 23Ｆ好気
用レズンボトル Pと BDバクテック 21Ｆ溶血タイプ嫌気
用ボトル Pで 7日間培養を行った。
＜結果＞複数セット採取率は 98.4％、1000patient-daysあ
たり採取セット数は 52.2、血液培養陽性率は 14.0％、汚
染率は 1.36％であった。分離された菌種の割合は、
Escherichia coliが最多で 21.4％、次いで Coagulase ne-
gative Staphylococcus（CNS）が 9.02％、Staphylococcus 
aureusが 8.9％であった。汚染菌が検出された検体は、採
取部位別にみると鼠径部が最も多く 52.4％であった。
BACTEC FXによる血液培養の陽性になるまでの平均培

養時間は、菌血症の場合 19時間 43分、汚染菌の場合は
39時間 11分であった。
＜考察＞血液培養検査ガイドでは、血液培養陽性率が

5～15％、複数セット率 90％以上、汚染率 2～3％以下が
推奨されている。当院の結果は範囲に入っており、適切

に実施されていることが確認できた。分離された菌種の

割合では、厚生労働省院内感染対策サーベランス

（JANIS）の公開情報データ（2020年度）と比較すると、
E. coliは大差ないが、S. aureusは当院の分離頻度が少な
く、ＣＮＳが多い傾向であった。血液培養陽性になるま

での時間は、菌血症と汚染菌に有意差が認められた。今

回の評価を通して、当院の検査実施状況結果は良好であ

った。これを継続し、臨床やＩＣＴとの連携を図り、診

断や治療に有益な検査結果報告に努めたい。

（連絡先：済生会熊本病院中央検査部細菌検査室　096- 
351-8000（内線 2020））

当院における血液培養検査実施状況と陽性時間の比較

◎江島 怜花 1)、岩永 祐季 1)、亀井 亜希乃 1)、澤 朋香 1)、丸塚 洋基 1)、森口 美由紀 1)、大吉 かおり 1)、吉田 賢太 1)

恩賜財団 社会福祉法人 済生会熊本病院 1)
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【はじめに】福岡輝栄会病院は、福岡市東区に位置する

病床数 259症の二次救急医療機関である。検査科の業務
内容として、生化学、血算、免疫、輸血、生理検査、外

来採血を 13名の技師で行い、11名の技師で、当直業務
を行っている。病理検査、細菌検査は外部委託としてい

る。2021年に GeneXpertシステムを導入し、2022年に
FilmArrayを導入した。当初、新型コロナ PCR検査を目
的としていたが、アフターコロナを考えるに当たり、病

院にとって必要なのは何かと考えるようになった。

GeneXpertは導入当初より、C.difficileトキシン Bの検出、
血液培養中のMRSAの検出が可能であることに注目して
いた。また、FilmArrayは血液培養パネルが存在し、複数
の菌の検出が可能であることがわかり、血液培養の院内

検査の移行を行った。

【対象・方法】2022年 4月より、バーサトレック（ベッ
クマン・コールター）にて培養を開始し、陽性転化した

血液ボトルを用い、グラム染色、FilmArrayによる分析を
行った。感受性試験は、検査センターに依頼した。

【結果】4月の血液培養依頼件数は、14名 85.7%が
2ｾｯﾄ培養であった。陽性は 1件であったが、コンタミと
考えられた。5月は 25名 100%の 2ｾｯﾄ培養であった。陽
性は 5件であり外注先の同定結果と全て一致した。陽性
率は 20%であった。培養開始から結果報告時間は 16時
間であった。

【まとめ】血液培養の院内検査化は、適切な抗菌薬の選

択を迅速に行うことができる有効な手段である。細菌検

査の設備の必要がなく、PCRを用いた血液培養に特化し
た細菌検査であるが、臨床に有用と考える。

                             連絡先：092-681-3115

当院における血液培養検査の試み

◎渡邊 一史 1)、木南 有希 1)、高橋 和也 1)、下川 浩克 1)、外山 佳澄 1)、本城 直久 1)、新籾 茂樹 1)

医療法人 輝栄会 福岡輝栄会病院 1)
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【はじめに】CAPD関連腹膜炎は血液透析への移行や死
亡にも繋がる重要な感染症の１つである。原因菌の約半

数をグラム陽性球菌が占め、抗酸菌が原因となるのは稀

とされている。今回我々は Mycobacteroides abscessus 
subsp. massilienseによる CAPD関連腹膜炎の１症例を経
験したので報告する。

【症例】60代、女性。20XX年に腎不全のため CAPDを
導入。導入 6年後に排液混濁・発熱・排液時痛のため当
院を受診。CAPD排液の細胞数は 1300/μL（多核 66％、
単核 34％）であり、CAPD関連腹膜炎が疑われた。
【培養検査】CAPD排液を血液培養ボトル 1セットに接
種して提出された。培養 3日目に好気ボトルのみ陽転し
た。血液寒天培地およびチョコレート寒天培地にて灰白

色の平坦なコロニーが発育した。グラム染色では染色性

の悪いグラム不定の桿菌を認め、抗酸菌を疑いチール・

ネルゼン染色を行ったところ陽性であった。質量分析同

定（VITEK-MS）では M. abscessus complexとなり、遺伝
子解析の結果 M. abscessus subsp. massilienseと同定された。

薬剤感受性検査では CAMは低いMIC値であった。
【経過】CAPD排液提出と同時に CEZ、CAZで治療開始。
その後抗酸菌の発育を認め、PCRで結核菌群を否定した
のち CAM、AMK、MEPMへ変更。症状は改善せず
10病日後にカテーテル抜去、血液透析へ移行となった。
【考察】腹膜透析ガイドラインでは CAPD排液の培養は
血液培養ボトルに接種して提出すると感度が良好である

として推奨されているが、培養前に塗抹検査ができない

ため、血液培養ボトルが陽転するまで原因菌の推測がで

きないのが難点であると思われた。今回の症例では血液

培養ボトルが陽転し、コロニーが形成されてから初めて

塗抹検査を実施できたため、検体提出から抗酸菌の可能

性を報告するまでに時間を要する結果となってしまった。

【まとめ】CAPD関連腹膜炎の原因菌として抗酸菌は
1％未満と稀であるが、治療に難渋しカテーテル抜去率
が高いといわれている。グラム染色所見によっては抗酸

菌の可能性も考慮し、早期の同定および臨床への報告が

重要となる。　　　　連絡先：092-721-0831(内線 2373)

Mycobacteroides abscessus subsp. massilienseによる CAPD関連腹膜炎の 1症例

◎瀬筒 彩音 1)、河原 菜摘 1)、虎清 夏海 1)、上田 かさね 1)、山口 尚子 1)、伊藤 達章 1)

国家公務員共済組合連合会 浜の町病院 1)
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【はじめに】Cryptococcus neoformans の感染によって起
こるクリプトコッカス症は日和見真菌感染症の 1つであ
り、本菌は球形・亜球形で周囲に酸性ヘテロ多糖からな

る莢膜を有する。本菌の莢膜により、グラム染色では菌

体周囲が赤く染められ、墨汁染色では菌体周囲が抜けて

見える。今回、血液および尿培養から本菌が検出された

ので報告する。

【現病歴】86歳女性。20XX年 11月中旬、気分不良・呼
吸苦を主訴に前医を受診、酸素化低下と心房細動を認め

当院へ救急搬送された。来院時の CT/レントゲンにて鬱
血性心不全、血液検査にて成人 T細胞白血病（ATL）と
診断され加療目的で入院となった。20XY年 1月下旬、
肺炎の増悪ありその際血液培養 2セットおよびカテーテ
ル尿が採取された。

【細菌学的検査】1日目：血液培養開始。尿のグラム染
色にて酵母様真菌を確認。2日目：尿培養から Candida 
と思われるコロニーを純粋培養。3日目：血液培養で好
気ボトル 1本が陽性となり、グラム染色にて酵母様真菌

を確認。尿培養の血液寒天培地で Candida とは異なるコ
ロニーの発育を認め純粋培養。4日目：血液培養のサブ
カルチャーで Candida とは異なるコロニーの発育を認め
た。ここで以前、別の症例で本菌による血液培養陽性を

経験したため、再度グラム染色と墨汁染色を追加し莢膜

を確認した。同定は外部の検査センターへ委託し、C. 
neoformans と確定した。
【考察】本症例は、ATLを背景に呼吸器より全身へ播種
したと思われる。提出時の尿のグラム染色を再度鏡検し

たところ、本菌と Candida の混在が確認できた。今回、
経験の浅いスタッフが鏡検したため、酵母様真菌＝ 
Candida という先入観があり、本菌を疑うことができな
かった。提出時に本菌の特徴である、菌体周囲が赤く染

められることが確認できていれば、その際臨床へ報告で

きたと思われる。

【結語】今回の症例から、グラム染色の重要性、そして

鏡検技術の向上が必要であると考えさせられた。

(連絡先：0570-522-3066)

グラム染色の重要性を再確認

- Cryptococcus neoformansの 1例 -

◎山本 翔太 1)、荒木 優花 1)、山本 佳織 1)、今林 尚美 1)、矢壁 聡子 1)、加藤 康男 1)

福岡赤十字病院 1)
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【はじめに】Rhizopus属は腐生菌で易感染患者に発症する
日和見真菌感染症の原因菌となることが知られている。経

気道感染が主な経路で血管侵襲性が強く急性かつ重篤な臨

床経過を辿ることが多い。今回、Tリンパ芽球性白血病の
臍帯血移植後に発症した Rhizopus microsporusによる肺ムー
コル症を経験したので報告する。

【症例】43歳、男性。20XX年 2月に Tリンパ芽球性白血
病と診断された。治療後、寛解を維持していたが微小病変

残存のため 20XX年 9月に同種臍帯血移植を施行。移植後
8～11か月後の期間に酸素化悪化、肺炎のため入退院を繰
り返した。肺炎に対してステロイド投与と真菌感染予防の

ため VRCZが投与された。経過観察中に体動時の呼吸困難
のため 20XX+1年 9月に再入院。肺炎憎悪のため治療を受
けるも呼吸状態悪化のため死亡した。入院時 CTで右肺浸
潤影に空洞形成を認め真菌感染症が疑われたが培養検出は

なく生前確定診断には至らなかった。肺炎の原因解明のた

め病理解剖が実施された。

【微生物学的検査】剖検時に提出の右上葉肺と右胸壁を

48時間培養後、白色の綿毛状コロニーの発育を認めた。ス
ライドカルチャーにて胞子嚢柄（非分岐性）との接点に仮

根形成を認め、形態より Rhizopus属を推測した。遺伝子解
析により Rhizopus microsporusと同定された。
【考察】急速な経過を辿るムーコル症は予後不良ため早期

診断・早期治療が必要となるが血液内科の症例は原疾患治

療による易感染状態や出血傾向なども相まって適切な検体

を得ることは容易ではなく、診断確定は困難であることが

多い。そのため抗生剤不応の肺炎像を伴う侵襲性真菌症の

鑑別を行う場合にはムーコル症を念頭に置く必要がある。

日頃から臨床経過および検査所見などの情報共有を行い、

臨床との連携をとることが重要と考える。

【謝辞】本症例に関してご協力頂きました聖マリア病院血

液内科の今村豊先生，千葉大学真菌医学研究センターの矢

口貴志先生に深謝致します。

【連絡先】0942-35-3322（内線 2736）

臍帯血移植後に発症した肺ムーコル症の１例

◎田代 善二 1)、磯田 美和子 1)、石橋 和重 1)、隈本 美記 1)、田尻 三咲子 1)、谷川 亜紀 1)

社会医療法人 雪の聖母会 聖マリア病院 1)
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【はじめに】黒色真菌の 1種である Exophiala 
dermatitidisは、土壌や加湿器などの湿潤環境に広く生息
しており、近年、易感染者の日和見感染として重要視さ

れている。また、嚢胞性線維症（cystic fibrosis; CF）を基
礎疾患とする症例が多いとされている。今回我々は、

CFのない非結核性抗酸菌症患者に続発した E. 
dermatitidisによる肺黒色真菌症を経験したので報告する。
【症例】60歳代女性。基礎疾患：悪性関節リウマチ
（StageⅣ）。2年前、Mycobacterium aviumによる非結核
性抗酸菌症（NTM）の診断で、胸腔鏡下右上肺葉切除を
施行され、外来フォロー中であった。フォロー中に右中

葉に新規陰影を認めたため、精査目的で検査入院となっ

た。主訴は特になし。

【微生物学的検査】気管支内視鏡検査が施行され、気管

支肺胞洗浄液が細菌検査室に提出された。

①塗抹検査：グラム染色（フェイバー法）にて酵母様真

菌（1+）、好中球（＞25/視野）を認めた。
②培養：CO2、好気培養 2日目に、TWINプレート 9、

BTB寒天培地、クロモアガーカンジダ培地全てにオリー
ブ色のコロニーの発育を（2+）認めた。その他特記すべ
き菌の発育は認めなかった。スライドカルチャーを実施

し、培養 1週目にビン型のアネライド形成、培養 2週目
に有隔菌糸の形成を認め、Exophiala属が疑われた。温度
発育能（室温、37℃、42℃）を確認した結果、E. 
dermatitidisである可能性が示唆された。
③同定：MALDI-biotyper（Score 1.82）、VITEK MS（信
頼度 99.9％）の測定結果は E. dermatitidisであった。スラ
イドカルチャー、温度発育能などの結果より、E. 
dermatitidisと同定した。
【考察】NTMに続発する肺真菌症は Aspergillus属が多
く、本菌が起因菌の肺黒色真菌症は稀である。黒色真菌

の同定は、市販のキットも無く形態や形態以外の性状が

重要であるため、黒色真菌の特徴を理解しておく必要が

ある。また、培養に時間を要するため、臨床との密な情

報共有も重要であると考える。

連絡先：093-603-1611（7336）

非結核性抗酸菌症に続発した Exophiala dermatitidisによる肺黒色真菌症の 1例

◎興梠 陸人 1)、川上 洋子 2)、小村 美玖 1)、上村 梨江 1)、芹川 理江子 1)、中園 朱実 1)、竹内 正明 1)

産業医科大学病院 1)、産業医科大学病院、ひびき臨床微生物研究会 2)
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【はじめに】淋菌は日常稀にしか見かけないが，臨床で

は極めて重要な細菌である。一般的に，血液寒天培地よ

りもチョコレート寒天培地での方が検出されやすく，温

度変化や乾燥に弱く死滅しやすい菌である。今回淋菌の

臨床分離株を使用し，血液寒天培地上での発育性および

チョコレート寒天培地での菌株生存期間の検証を行った

ので報告する。【方法】当施設で検出された淋菌臨床分

離株 6株を使用した。使用培地はトリプチソースケイ
5%ヒツジ血液寒天培地，チョコレートⅡ寒天培地（日本
ベクトン・ディッキンソン）である。①血液寒天培地で
の発育性：35℃大気環境下と炭酸ガス環境下で 48時間培
養し，発育性を比較した。②コロニーの大きさの比較：
35℃炭酸ガス環境下で血液寒天培地，チョコレート寒天
培地で 48時間培養。発育したコロニーの直径を比較し
た。③菌株生存期間：チョコレート寒天培地を使用し，
室温環境下および 35℃炭酸ガス環境下に曝し，24時間毎
に継代し，生存期間を比較した。【結果】①35℃大気環
境下では 6株中 5株発育した。炭酸ガス環境下では 6株

全て発育した。②血液寒天培地上のコロニー平均
2.52mm，チョコレート寒天培地上のコロニー平均
3.36mmとなり，6株全てにおいてチョコレート寒天培地
でのコロニーの方が大きい結果となった。③室温環境下
での生存期間では平均 2.7日（1～5日），炭酸ガス環境
下での生存期間は平均 11.0日（5～17日）であった。
【考察】淋菌の血液寒天培地における発育はチョコレー

ト寒天培地にコロニーの大きさで若干劣るものの，良好

であった。大気環境下で発育しない株が 1株存在したこ
とから，菌株による個体差があることが判明した。また

淋菌は，室温環境下では死滅しやすいが，炭酸ガス環境

下では多くの菌株が 1週間以上生存していることが判明
した。生存期間に関しても菌株個体差があった。淋菌菌

株の短期間での保存は，炭酸ガスふ卵器内での保存が有

効である。【結語】今回，淋菌における発育性及び生存

期間について検証を行った。これらの検証結果を踏まえ，

ルーチンで活用していきたい。

連絡先：(092)852-1506

淋菌 Neisseria gonorrhoeaeのヒツジ血液寒天培地上での発育性及び菌株生存期間の検証

◎星 紫織 1)、諌山 あかり 1)、有吉 英二 1)、土田 栄治 1)、藤島 瑛子 1)、川口 かなめ 1)、平角 愛子 1)

福岡市医師会 臨床検査センター 1)
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【はじめに】Escherichia albertiiは、2003年に新種として
登録されたグラム陰性通性嫌気性の桿菌である。E. 
albertiiは、ヒトに下痢等の消化器症状を引き起こし、高
い割合で付着因子（eae）、細胞膨化致死毒素（cdt）の
病原因子（遺伝子）を保有し、稀にベロ毒素（stx2fまた
は stx2a）も保有するとされている。E. albertiiは、国内
での事例報告が少ないため知見の収集が望まれている。

今回我々は、当施設で分離された E. albertii 6株を用いて
病原因子の解析を行ったので報告する。

【対象】2019年から 2020年に当施設で便から分離され
た E. albertii 6株を対象とした。同定は ANI(Average 
nucleotide identity)法により、6株全てで E. albertii Type 
strainに対して 95％以上の ANI値を示したため E. albertii 
と判定した。またMLST（Multi locus sequencing typing）
解析の結果、ST型が同じものはなく、多様な株が存在す
ることが示唆された。

【方法】全ゲノム解析により、E. albertiiが保有するとさ
れる病原因子の遺伝子（eae、cdtおよび stx）の有無を確

認した。

【結果】各遺伝子の保有率は、eae 100％、cdt 100％、stx 
0％の結果となった。
【考察】eae、cdtの保有率については、共に 100％とな
り既報と同様に高い保有率を示した。一方で stxでは、
株数が少ないこともあり 0％の結果となった。各因子の
病原性については、eaeがコードする付着因子のインチ
ミンは、腸管上皮への接着に関与するとされている。

cdtがコードする細胞膨化致死毒素は、細胞増殖の停止、
細胞の膨化および細胞死を引き起こすとされている。

stxがコードするベロ毒素は出血性の下痢を引き起こす。
今回の解析では、対象株数が少ないため今後も分離株

を収集し追加解析を行う必要があるが、E. albertiiは高い
割合で eae、cdtの病原因子を保有することが示唆された。

連絡先：㈱シー・アール・シー　092-623-2111

当施設で分離された Escherichia albertiiを用いた病原因子の解析

◎河野 恵司朗 1)、野中 美希 1)、田中 日菜 1)、東田 正二 1)

株式会社 シー・アール・シー 総合研究所 1)
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【はじめに】

　Oligella urethralis は、泌尿器生殖器系の片利共生菌で
あり、Moraxella属から移籍した好気性グラム陰性短桿菌
である。免疫が低下した患者には、起炎菌となり得るこ

ともあり、高齢者の尿路感染症からの分離頻度も増加し

ている。また、ニューキノロン系抗菌薬に耐性を示すこ

とも知られている。従来法では同定に至らなかったが、

質量分析法導入によって同定可能となった O. urethralis 
について、今回分離例を解析したので報告する。

【方法】

　検体を 5%羊血液寒天培地/BTB乳糖加寒天培地 (日本
BD) で 35℃、24時間好気培養後、菌の発育を確認した。
質量分析装置MALDI Biotyper smart (BRUKER社) を用い
て同定を行った。2021年 4月から 2022年 5月の間に分
離された O. urethralisを対象とし、検体別、患者の年齢、
性別、同時分離菌のデータを後方視的に検討した。

【結果】

  O. urethralis は、24時間では微小集落であり、培養延

長によって小型集落となった。質量分析法による同定で

は、score valueの中央値が 2.45と高く、菌種レベルで一
致した結果が得られた。期間中に分離された菌は、尿検

体 84株、耳漏検体 7株、褥瘡部膿検体 1株の総計 94株
であった。そのうち、尿検体では、男性 12株 (14.3%)、
女性 72株 (85.7%) 、年齢の中央値は 87歳であった。ま
た、全分離例中、薬剤感受性試験を実施した 85株では、
レボフロキサシン耐性は 94.0％に及んだ。混合感染の割
合は 95.7％であり、その菌種は多岐にわたった。
【考察】

　片利共生菌の特徴通り、O. urethralisは様々な菌と同時
に検出された。当施設では、高齢女性のカテーテル尿か

らの分離頻度が最も高く、耳漏、褥瘡部膿からも検出さ

れた。尿路感染症の起炎菌としては、過小評価されてい

るが、ニューキノロン系抗菌薬に耐性傾向であることか

ら、注視する菌種と考える。正確な菌種同定により、抗

菌薬適正使用に貢献することが重要である。

連絡先　050-2000-4854

当施設における Oligella urethralisの分離状況

◎米山 順子 1)、平田 京子 1)、神代 英士 1)、東田 和子 1)

株式会社 エスアールエル 九州検査部 福岡検査課 1)
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【はじめに】Clostridium perfringensは下水、河川、
海、耕地などの土壌に広く分布するとともにﾋﾄや

動物の腸管内にも常在することが知られている。

今回本菌による稀な呼吸器感染を経験したので報

告する。【症例】90代男性【現病歴】数日前から
発熱、嘔吐を認め、呼吸不全が出現し救急搬送さ

れた。【入院時検査所見】CRP 22.68 mg/dL、
SPO2 49.0 mmHg、胸部 CTにて肺炎像を認めた。
【微生物学的検査】入院時の吸引痰中に多数の

GNRと同時に大型の GPRを認めた。培養では
ﾄﾞﾘｶﾞﾙｽｷｰ改良培地に黄色ｺﾛﾆｰを認め、質量分析

装置(MALDIﾊﾞｲｵﾀｲﾊﾟｰ)にて Eschrichia coliと同定
された。また羊血液寒天培地にも多数の E. coliが
発育し、所々にβ溶血環を認め、溶連菌の存在

も示唆されたが、染色すると E. coliとともに大型
の GPRが確認されるのみであった。以前に E. 
coliの存在下でｸﾛｽﾄﾘｼﾞｳﾑの溶血環を炭酸ｶﾞｽ培養
にて確認した経験があったため、嫌気性菌を疑っ

て選択培地(CA血液寒天培地)を用いて嫌気培養を
追加した結果、１日目に大型ｺﾛﾆｰが出現し C. 
perfringensと同定された。【入院後経過】誤嚥性
肺炎の診断のもと、入院時より SBT/ABPCが投与
されたが、発熱は持続し炎症所見の改善も緩徐で

あった。CTRX に変更後、熱は下降し呼吸状態も
改善傾向が認められ、転院となった。【考察】C. 
perfringensは偏性嫌気性菌であるが、酸素耐容度
が高く共存菌の存在や穿刺培養などで酸素分圧が

低下した状態であれば、炭酸ｶﾞｽ培養でも溶血環

を形成するものと推測される。本症例ではこの性

質を利用して本菌を分離し得た。患者は超高齢で

嘔吐後に誤嚥性肺炎を発症したものと考えられ、

消化管に存在する C. perfringensが侵入し、多数の
E. coliと混合感染することにより痰中で増殖し得
たものと推測された。単離したｺﾛﾆｰが観察されず、

溶血環のみが確認された際には本菌の存在も念頭

に置く必要がある。　　連絡先:0968735000

炭酸ガス培養における溶血環確認によって分離し得た Clostridium perfringensの一例

◎稲葉 美香 1)、田上 夏妃 1)、三野 博利 1)、永田 邦昭 1)

地方独立行政法人くまもと県北病院機構 くまもと県北病院 1)
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【はじめに】Campylobacter属の Campylobacter showaeは
1993年に本邦で最初に報告された。形態はグラム陰性桿
菌を示し、嫌気的環境下で発育する。本菌は主に口腔内

から検出され、歯周病との関連も知られているが、近年

では炎症性腸疾患、大腸癌、胆管炎との関連や菌血症に

ついても報告されている。今回、患者胸水から C. showae
の検出を経験したので報告する。

【症例】80代男性、肺気腫の既往があり、右胸痛の精査
のため当院を受診した。CTでは右胸水および膿胸を認
め、抗菌薬加療目的で入院となった。入院初日にスルバ

クタム/アンピシリンを投与されたが、入院 19日目にメ
ロペネムへ変更、その後、症状の改善が認められ入院

93日目に退院となった。入院中、精査目的のため胸水の
微生物検査が 5回提出された。提出された胸水はいずれ
も黄白色から黄緑色の膿性であった。

【微生物学的検査】入院 12日目に提出された胸水のグ
ラム染色像では、ごく少数のグラム陽性桿菌を疑う像が

確認されたが、好気および嫌気的条件下いずれの培養で

も菌の発育は認めなかった。そのため、HK半流動培地
で増菌培養後に再度培養を行った結果、嫌気的条件下で

グラム陰性桿菌の発育を認めた。MALDI Biotyper
(Bruker) による菌種同定を試みたが同定不能であった
ため、16S rRNA遺伝子解析を実施した結果、C. showae
と同定された。尚、他の 4検体では菌の発育を認めなか
った。

【考察】今回、検出された C. showaeは提出された 5検
体のうち 1検体のみから検出され、培養結果と胸水のグ
ラム染色像には乖離がみられた。また、増菌培養後に発

育を認めたため元々胸水に含まれていた菌量はごく少数

であったと考えられる。検出菌の病原的意義は不明であ

るが、膿胸は口腔内常在細菌などの胸膜への感染による

発症が多いこと、C. showaeは口腔内に存在する菌種であ
ることから誤嚥の可能性が示唆された。今後、胸水の培

養時は口腔内由来の細菌が検出される可能性に留意し検

査を進める必要がある。

“連絡先 ― 0944-88-8283”

胸水から Campylobacter showaeを検出した 1症例

◎塚本 のはら 1)、成田 妙子 1)、横尾 篤美 1)、石川 愛梨 1)、弥永 正子 1)、船島 由美子 2)、永沢 善三 2)

医療法人社団 高邦会 高木病院 検査技術部 1)、国際医療福祉大学 福岡保健医療学部 医学検査学科 2)
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【はじめに】Leclercia adecarboxylataはオキシダーゼ陰性
の通性嫌気性グラム陰性桿菌で、1962年に Escherichia 
adecarboxylataとして最初に報告された。その後、DNA　
表現型の違いにより新たに L.adecarboxylataとして分類
された。今回我々は、本菌を起因とする結石性胆管炎に

よる敗血症ショックの症例を経験したので報告する。

【症例】1ヶ月前に急性胆管炎、ERCP後膵炎にて当院
入院歴のある 63歳男性。右季肋部痛を主訴に前医を受
診。悪寒戦慄・発熱があり、血液検査にて肝胆道系酵素

上昇を認めた。腹部単純 CTで総胆管拡張を認め、結石
性胆管炎として当院に紹介受診された。受診時のバイタ

ルサインは安定しており、血液培養 2セット採取後、
tazobactam/piperacillinを投与した。入院 10時間後、
ERCP直前に血圧低下を認めた。初期輸液に反応せず、
ノルアドレナリンの投与が開始され、敗血症性ショック

の診断となった。その後抗菌薬投与は継続され、入院

15日目に軽快退院となった。
【微生物学的検査】血液培養(BACTEC FX/日本 BD)では、

２セットとも陽転し、腸内細菌目様のグラム陰性桿菌を

認めた。分離培養は、TSAⅡ5％ヒツジ血液寒天/BTB乳
糖加寒天培地(日本 BD)を用いて 35℃の好気培養で行い、
BTB乳糖加寒天培地上で乳糖非分解、オキシダーゼ陰性
菌の発育を認めた。同定検査にMALDI Biotyper Sirius 
(BRUKER)を用い、L.adecarboxylata (Score Value：2.47)と
同定した。また、ドレナージ後の胆汁培養からも本菌を

含む複数菌が検出された。薬剤感受性試験では Phoenix 
(日本 BD)のグラム陰性菌用 NMIC-440パネルを用いて測
定し、全ての薬剤に感受性良好であった。 
【考察】本菌は血液培養、糞便、喀出痰などから検出さ

れた報告があり、日和見感染症の菌として免疫不全患者

からの報告が主である。しかし、敗血症性ショックの報

告はなく、病原性やヒトへの感染経路などの不明なこと

が多い。また、Escherichia coliと生化学性状の類似点が
多いことから、誤同定による過小報告の可能性もあり、

近年は、薬剤耐性遺伝子保有株の報告もあるため、正確

な同定を行うことが重要である。(連絡先-096-384-2111)

Leclercia adecarboxylataによる結石性胆管炎・敗血症性ショックの１例

◎日髙 敏哉 1)、宮村 柚衣 1)、西澤 莉奈 1)、大野 智絵 1)、多田隈 理佐子 1)、小山 徹 1)、吉田 雅弥 1)、山崎 卓 1)

熊本赤十字病院 検査部 1)
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【はじめに】Ochrobactrum 属はブドウ糖非発酵の好気性
グラム陰性桿菌で、環境中の他、ヒトの腸管内にも生息

しており、主に日和見感染症が報告されている。今回、

血液培養から Ochrobactrum intermediumを検出したので
報告する。

【症例】50歳代男性。残胃癌・リンパ節転移・肝転移の
ため当院で治療中であった。腹膜播種増悪により閉塞性

黄疸あり、治療を行っていた。20XX年、CT検査でリン
パ節転移・腹膜播種の増大が確認され、入院となった。

治療を行ったが黄疸の改善なく、1か月後、胆管内にス
テント留置を行った。その朝の採血では、CRP11.04 
mg/dLと高値であった。その後、夜に 38.0℃の発熱があ
り、血液培養を 2セット採取し、SBT/CPZを 2g/日で開
始した。翌朝 37.1℃まで解熱した。胆管炎と考えられ、
1週間 SBT/CPZを使用し、その後は発熱なく経過し、
CRPも次第に下降した。その後黄疸はやや改善し一時的
に体調も改善したが、腹膜播種の進行があり、徐々に衰

弱し 18日後に死亡となった。

【微生物学的検査】血液培養提出後、29時間後に 2セッ
トの好気ボトルからグラム陰性桿菌が検出された。羊血

液寒天培地にて 36℃炭酸ガス培養、マッコンキー寒天培
地にて 36℃好気培養を行った。培養 1日目で前者に白色
のムコイド状コロニーが、後者に透明のムコイド状コロ

ニーが発育した。オキシダーゼ試験は陽性であった。菌

種同定には VITEK2の GNカードを使用した。
【結果】Ochrobactrum anthropiと同定されたが、生化学
的性状のみでは正しく同定できない可能性があると判断

したため、質量分析での同定を実施した結果、

O.intermediumと同定された。
【考察】本菌は生化学的性状では O.anthropiなどと誤同
定されるか、Ochrobactrum sp.と同定され菌種の同定には
至らないことが報告されている。そのため本菌が疑われ

る場合は、遺伝子検査、もしくは質量分析を行うことが

重要であると考えられる。

（代表 092-541-3231内線 2263）

血液培養から Ochrobactrum intermediumを検出した一症例

◎浦嶋 翔大 1)、小川 沙希恵 1)、牟田 正一 1)

独立行政法人 国立病院機構 九州がんセンター 1)
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【目的】国内の破傷風患者数は例年約 120名と報告され
ているが、起因菌である Clostridium tetaniは土壌中に芽
胞として存在しており、日常の生活環境で破傷風菌の感

染リスクがあることを意識する人は少ない。我々は既に、

熊本県内の土壌中の破傷風菌の分布調査をおこない、科

学的に感染リスクを再確認している。一方で、分離した

破傷風菌の同定は実験動物（マウス）を利用して毒素活

性（麻痺・致死）を試験する方法が一般的である。

我々は毒素定量を目的に ELISA法の開発を進めており、
本研究では本 ELISA法を実験動物法と比較することによ
り、本法の実験動物を用いない試験法への転換の可能性

を検討した。【方法】開発した ELISA法は、1ステップ-
サンドウィッチ法で、純度の破傷風特異抗体をプレート

に固相化し、HRP標識破傷風抗体とあらかじめ任意に希
釈した標準毒素液（活性既知）および検体毒素（活性未

知）を同時に添加・混合し、37℃ 2時間反応させた。基
質として TMBを添加し、37℃ 30分間静置後、1M硫酸
を添加して反応を停止し 2波長（450 nm、620 nm）で吸

光度を測定し、標準液と検体毒素の用量反応曲線から平

行線定量法により検体毒素の相対値を算出した。検体は、

県内の土壌から分離した破傷風菌 166株を BHI培地に
37℃ 96時間培養した上清で、この毒素量を上記
ELISAで測定した。【結果】開発した ELISA法で標準毒
素液を 2倍階段希釈して得られた結果、マウスの致死活
性相当では 800～6000 LD50の範囲で測定可能であった。

分離した 166株の破傷風菌の培養上清を ELISA法とマウ
ス法と比較した結果は、それぞれ高値、中程度、低値の

菌株に分類された。【考察】破傷風毒素活性試験として

マウス法から開発した ELISA法への転換が可能と考えら
れた。感染患者から破傷風菌が分離されない場合には他

の病原体診断が求められる。感染部のデブリドマン後の

材料等には破傷風菌増殖に伴う毒素が混入する可能性が

高い。これらの患者検体から破傷風毒素を検出すること

は臨床診断の一助となる。この開発した ELISA法を基礎
として、さらに迅速な方法であるイムノクロマト法の開

発も進めている。　　　　　　　　連絡先 096-275-2271

破傷風患者の病原体診断目的で開発した ELISA法と破傷風菌の毒素産生能への応用

◎志多田 千恵 1)、坂本 智代美 1)、高橋 元秀 1)、久米田 幸介 2)

熊本保健科学大学 1)、KMバイオロジクス株式会社 2)
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【はじめに】Clostridioides difficile（C. difficile）は医療関
連感染の原因菌として最も多くみられる嫌気性菌であり、

下痢症や偽膜性腸炎などの C. difficile感染症（CDI）を示
す。本邦の CDIの検査は、イムノクロマト法を原理とし
た迅速診断キット（C. difficile特異抗原；GDH・トキシ
ン検査）が広く使用されているが、トキシン感度が低い

ことから、GDH陽性・トキシン陰性の場合は核酸増幅検
査（Nucleic Acid Amplification test；NAAT）もしくは
Toxigenic culture（TC）により毒素産生性を確認する必要
がある。今回、我々は迅速診断キットの抽出液残試料を

用いて C. difficileの NAATが可能な「スマートジーン 
CD トキシン B」（株式会社ミズホメディー）について
評価を行ったので報告する。

【方法】2019年 5月から 2020年 10月の期間に提出され
た CDI疑いの残余糞便 157検体を対象とした。便検体を
用いて迅速診断キット「クイックチェイサー CD 
GDH/TOX」の測定を行い、このキットの抽出液残試料
を用いて「スマートジーン CD トキシン B」の測定を行

った。対照は別法の NAATとして、同じ試料を用いてリ
アルタイム PCRを行った。また、便培養を行い質量分析
計（MALDI Biotyper）で C. difficileが同定された 97検体
について TCを行った。
【結果】「スマートジーン CD トキシン B」の成績は、
リアルタイム PCRに対して感度 100%（81/81）、特異度
100%（76/76）、TCに対して感度 89.8%（79/88）、特異
度 97.1%（67/69）であった。
【考察】「スマートジーン CD トキシン B」は、リアル
タイム PCRおよび TCと高い一致率を示した。本キット
は迅速診断キットの抽出液残試料を用いて短時間で簡便

な NAATが可能であり、GDH陽性・トキシン陰性とな
った場合の NAATとして使用性も高く、CDI診療や院内
感染対策に有用であると考えられた。

なお、本評価は国際医療福祉大学倫理委員会（No. 19-
Ifh-008）及び高邦会高木病院倫理審査委員会（362）の
承認を得て実施した。

（連絡先：0944-88-8283）

Clostridioides difficile 核酸キット「スマートジーン CD トキシン B」の性能評価

◎横尾 篤美 1)、塚本 のはら 1)、成田 妙子 1)、弥永 正子 1)、中島 久恵 1)、船島 由美子 2)、永沢 善三 2)

医療法人社団 高邦会 高木病院 1)、国際医療福祉大学 福岡保健医療学部 2)
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【はじめに】新型コロナウイルス (SARS-CoV-2) 感染症 
(COVID-19)は、世界的な流行拡大が続いている。
COVID-19の診断として行われている SARS-CoV-2核酸
増幅検査には、多数の検査機器、試薬が存在する。今回、

新規に導入した Cobas Liat（ロシュ・ダイアグノスティ
ックス株式会社）において、ウイルス輸送培地（以下

VTM）として、スギヤマゲン社（以下 SVTM）とグライ
ナー社（以下 GVTM）をそれぞれ使用し、同時に現行法
との最小検出感度の比較検討を行ったので報告する。

【対象および方法】被検対象として SVTMおよび
GVTMそれぞれに陽性コントロール(2019-nCoVN Positive 
Control; Integrated DNA Technologies CO., Ltd.)を懸濁させ、
100 copies/mL, 50 copies/mL, 25 copies/mL, 12.5 copies/mL
となるよう段階希釈を行い、比較用検体を作成した。こ

れら段階希釈した模擬検体は、Cobas Liat（以下 C法）
と BDマックス(Becton, Dickinson and Company.) で核酸
抽出を行い、SARS-CoV-2 Detection Kit -Multi- (TOYOBO 
CO., Ltd.) 試薬を用いて QuantStudio5（Thermo Fisher 

Scientific Co. 以下 Q法）にてそれぞれ測定した。
【結果】陽性コントロールを用いた最小検出濃度は、

C法では 100 copies/mLであり、添付文書の最小検出濃
度である 12.0 copies/mLを超える結果となった。Q法で
は 12.5 copies/mLであった。また、SVTMおよびに
GVTM での比較検討結果は、同様の結果が得られ、
VTMによる差は認めなかった。
【考察】添付文書の最小検出濃度である C法における
12.0 copies/mLについて、考察を行ったところ、検証に使
用している陽性コントロールと VTMの種類がそれぞれ
異なっていることが原因であり、我々の検証結果であ

る 100 copies/mLは、感度が高い点から臨床上の測定にお
いて、問題はないと考えられた。

【結語】Cobas Liatにおける SARS-CoV-2核酸増幅検査
は、本検討において高い臨床性能を有することが示唆さ

れた。　　　　　　　　　　　　連絡先：099-275-5561

Cobas Liatの当院における性能評価

◎野邊 紗耶香 1)、小濵 祐行 1)、中村 政敏 1)、政元 いずみ 1)、山口 宗一 1)、橋口 照人 1)

鹿児島大学病院 検査部 1)
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【目的】Metallo β-lactamase (MBL)産生菌の鑑別法である
EDTA-modified Carbapenem Inactivation Method (eCIM)につ
いて、EDTA溶液の代用として血液学検査用採血管が利
用可能か検討した。

【対象と方法】遺伝子解析にてMBL保有が確認された
33株；IMP-unsequenced：1株、IMP-1：10株、IMP-6：
16株、NDM：5株、VIM：1株および Serine型
carbapenemase保有が確認された 10株；IMI/NMC：1株、
KPC：3株、OXA-48：6株を対象とし、CLSI M100 S-
28に基づいた EDTA 5-mM eCIM (CLSI-eCIM)と血液学検
査用採血管 (ISO 6710準拠；EDTA 4. 11〜6.84 mM)を用
いた eCIM；BD Vacutainer EDTA Tube 2 mL (BD-eCIM)お
よび極東 EDTA-2K Insepack II-D 2-mL tube (極東-eCIM)を
比較した。

【結果】各 eCIMのMBL鑑別性能は CLSI-eCIM (感度
61%、特異度 80%)、BD-eCIM (感度 82%、特異度 90%)お
よび極東-eCIM (感度 85%、特異度 70%)であった。CLSI-
eCIMでは IMP-1産生菌 1株と IMP-6産生菌 12株、BD-

eCIMでは IMP-6産生菌 6株および極東-eCIMでは IMP-
6産生菌 5株がそれぞれ偽陰性となった；IMP-6産生菌
を除いた各 eCIMの感度は CLSI-eCIMで 94%、BD-
eCIMおよび極東-eCIMで 100%であった。また、
Serine型 carbapenemase産生菌 10株のうち CLSI-eCIMと
BD-eCIMでは OXA-48型産生菌 2株、極東-eCIMでは
OXA-48型産生菌 3株がマイクロコロニーの発育を伴う
阻止円拡大を認め陽性と判定された (偽陽性)。
【考察】本検討では BD-eCIM、極東-eCIMとも CLSI-
eCIMより高い感度を示し、BD-eCIMは特異度も CLSI-
eCIMより良好な成績であった。従って、eCIMは血液学
検査用採血管を代用して実施可能であることが示唆され

た。ただし、各 eCIMとも IMP-6産生菌の検出感度が低
い傾向にあったことから、実施に当たっては地域疫学を

考慮することが必要と考えられた。また、阻止円内にマ

イクロコロニーが認められた場合は別法にて精査するこ

とが望ましいと考えられた。

連絡先：0561-62-3311 (内線 35823)

血液学検査用採血管を用いた EDTA-modified Carbapenem Inactivation Methodの検討

◎坂梨 大輔 1)、川本 柚香 1)、宮﨑 成美 1)、大野 智子 1)、山田 敦子 1)、中村 明子 1)、太田 浩敏 1)、三鴨 廣繁 1)

愛知医科大学病院 1)
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【はじめに】現在多くの心電計には自動解析機能が搭載

されており、心電図を専門としない医療従事者において

も診断の一助として利用できる｡一方で、異常 Q波や
QT延長などは過剰診断が多くしばしば誤認が見られる
ことは既知の事実であり、異常と判断されたときには各

パラメータを正確に計測できているか、必ず検査者の目

で確認することが必要である｡今回、自動解析では QT間
隔正常と判定された薬剤性 QT延長の一症例を経験した
ので報告する｡

【症例】60歳代女性｡肺腺癌に対して ALK阻害剤クリゾ
チニブ内服中｡重大な副作用の一つに QT間隔延長があり、
モニタリングのために定期的に心電図検査が実施された｡

【方法】使用機器は解析付心電計 Cardimax8 FCP-8800 
(フクダ電子)｡用手法による解析は V5誘導を用い接線法
にて計測した｡

【心電図所見と経過】投与開始前の QT間隔/QTc時間は
自動解析で延長はなく、目視でも明らかな延長は指摘で

きなかった｡投与 2か月後の検査にて、自動解析では延

長を認めなかった｡しかし投与前と比較し波形変化を認

め、目視にて QT間隔延長を疑う所見であった｡加えて二
次性 QT延長を起こしうる薬剤の内服中であったことか
ら、目視法と接線法による計測を行い、目視法では

QT間隔 0.560秒、QTc時間 0.549秒、接線法では QT間
隔 0.520秒、QTc時間 0.510秒と明らかな延長を認めた。
自動解析結果を修正し、接線法による再計測結果を報告

した｡この結果により副作用発現と診断され同日より休

薬、その後 QT間隔は回復し服薬が再開された｡
【まとめ】今回自動解析で QT延長が捉えられなかった
要因として、平低 T波かつ U波が融合していたこと、
T波終末点を正確に読み取れず誘導によって計測誤差が
生じたこと、基線動揺ノイズの影響等、複数の要因が考

えられた｡自動解析の精度は向上しており診断の補助と

しては有用であるが、自動解析の性能や精度を理解した

上で使用し、必要に応じて検査者の判断による再計測や

解析も必要である｡【連絡先】佐賀大学医学部附属病院

検査部　sy6320@cc.saga-u.ac.jp

自動解析で捉えられなかった QT延長の一症例

◎江口 碧 1)、宇木 望 1)、石隈 麻邪 1)、田辺 一郎 1)、草場 耕二 1)、末岡 榮三朗 1)

佐賀大学医学部附属病院 1)
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【はじめに】

完全皮下植込み型除細動器(sub-cutaneous ICD：S-ICD)と
は、リード線を血管内に通さず、すべての除細動器シス

テムを皮下に植込む、除細動器デバイスである。

S-ICDの不適切作動は、上室頻拍や T波のオーバーセン
シング、自己脈の低電位、筋電図等が原因である。

今回、VSAよる ST上昇に起因する R波の減高により、
S-ICD不適切作動が疑われた症例を経験したので報告す
る。

【症例】

50代男性。2019年 12月、特発性 VFに対して S-ICD植
込み術を施行。2020年 3月より、ノイズによる不適切作
動が繰り返され、センシング誘導の極性変更、運動制限

をすることで回避されていた。その後、再び 2021年
12月、不適切作動が起こったため、外来受診となった。
安静時 12誘導心電図検査を施行すると、Ⅲ、aVR誘導
以外の広範囲において ST上昇を認めた。特に、胸部誘

導に顕著な ST上昇と R波の減高、消失を認めた。その
際の自覚症状は、乏しく、平常時と同じであった。その

後、不適切作動の原因精査のため、検査入院となり、運

動負荷心電図等を施行したが、問題がないため退院とな

った。薬剤による治療介入後も R波の減高による不適切
作動が続いており、慎重に経過観察の方針となっている。

【まとめ】

無症候性の ST上昇が出現し、不適切作動を起こす可能
性が考えられた。ICDを含めデバイスの特徴を理解し、
それに関連する心電図変化を注意深く観察し、安全な検

査を目指したい。

　　　　　　　　　　連絡先：093-511-2000(内線 2135)

ＶＳＡによる心電図変化に起因するＳ－ＩＣＤ不適切作動を疑った１症例

◎田野尻 玲華 1)、谷川 由美子 1)、黒川 幸希 1)、大山 有美 1)、朝倉 亜衣 1)、上野 未夢 1)、梅田 ひろみ 1)

一般財団法人平成紫川会 小倉記念病院 1)
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【はじめに】

筋攣縮(Twitching)とは心臓再同期療法(CRT)等での左室

ペーシングによって横隔膜,あるいは横隔神経を刺激し

律動的に横隔膜がひくつきを起こす症状である.

Twitching が起きた際にはリードの位置調整,ペーシング

極性の変更,出力の調整等で対処が一般的である.

今回,ペースメーカ植込術後,心房リードにて

Twitching を呈した一症例を経験したため報告する.

【症例】59 歳,女性

［主訴]右胸部のひくつき

［既往歴］洞不全症候群(SSS)のため,2021 年にペースメ

ーカ植込術を施行.

Abbott 社製 ASSURITY PM2272
［来院時検査所見］

心電図:HR 60ppm,ペースメーカ調律(AP-VS)
胸写:前回と比較しリード位置変化なし

ペースメーカチェック:心房心室閾値良好

［経過］仰臥位でのペースメーカチェックにて心房リー

ドの出力 3.5V/0.4ms で右胸部に Twitching を認めた. 

Twitching 防止のため,閾値を確認したのちに心房リード

の出力を 2.0V/0.4ms へ変更した.心室リードの出力の変

更では Twitching を認めなかった.その後,Twitching は無

く経過中.
【考察･まとめ】

通常,CRT などで使用される左室リードは冠状静脈内

に留置する事が多く,横隔膜あるいは横隔神経に近い位

置となり Twitching を起こす事がある.一方,心房リード

は右心耳に留置することが多く,Twitching を起こすこと

は少ない.しかし,本症例では心房リードを右心耳に留置

することが困難であり,下位心房に留置した結果,心房リ

ードが右横隔神経を刺激し Twitching を起こしていたと

考えられる.そのため右胸部で Twitching を起している際

には,心房リードの位置の確認等も考慮する必要がある．

連絡先　新古賀病院　生理機能室　0942-38-2276

ペースメーカ植込後,心房リードにて筋攣縮(Twitching)を呈した一症例

◎瀨川 彩可 1)、師岡 紗代 1)、川上 祐里 1)、冨田 友佳 1)、青木 梨花 1)、栗木 春佳 1)、西本 奈央 1)、木村 賢司 1)

医療法人 天神会 新古賀病院 1)
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【背景】心電図(ECG)異常は心アミロイドーシス(CA)を
疑ううえで有用な検査所見の 1つである。しかし、CA
に特異的な心電図所見はなく、病型によっても異なるこ

とが知られている。

【方法】2018年 1月から 2022年 4月までに、免疫グロ
ブリン性アミロイドーシス(AL)または野生型 ATTRアミ
ロイドーシス(ATTRwt)と診断された 87例(AL:10例、
ATTRwt:77例)を対象とし、CA診断時の ECG異常
(aECG:低電位、心房細動、偽梗塞パターン、房室ブロッ
ク、脚ブロック、QT延長)について検討した。また、
CAに特徴的な ECG異常を認めなかった例(nECG)との心
エコー所見(IVST、PWT、LVDd、LVEF、LAVI、E/e’、
PE)の相違についても比較検討した。
【結果】ECG所見に関して ALと ATTRwtを比較すると、
低電位（50% vs.17%,p=0.02）は ALが有意に高く、心房
細動(0% vs.31%,p=0.05)では ATTRwtが有意に高かった。
偽梗塞パターン（40% vs.44%,n.s）、房室ブロック（40% 
vs.36%,n.s）、脚ブロック(40% vs.46%,p=0.74)、QT延長

(20% vs.7%,p=0.22)では病型による差は認めなかった。ま
た、全体の 12例が nECGであり、nECGと aECGの心エ
コー所見を比較すると、nECG群では aECG群に比べ、
左室壁肥厚が軽度で心機能は保たれていた

(IVST:13±2mm vs.15±2mm,p=0.03、PWT:12±2mm vs.
15±2mm,p=0.004、LVEF:58±13% vs.50±11%,p=0.03、
LAVI:31±9ml/m2 vs.41±15ml/m2,p=0.04、E/e’:14±6 vs.
18±6,p=0.05、PE:0% vs.37%,p=0.007)。
【考察】今回の検討では、CAの 86%で aECGを認め、
従来の報告通り、ALで低電位、ATTRwtで心房細動を多
く認めた。一方で、CAに特徴的な ECG異常を認めなか
った例も一定数存在し、それらは心エコー所見から、病

初期の可能性が示唆された。CAは進行性の疾患である
ことから、ECG異常を認めない場合でも、経時的変化に
着目し、ECG変化を見逃さないことが重要であると考え
る。

連絡先：0942-35-3311 (内線 6030)

当院における心アミロイドーシスの心電図所見に関する検討

◎三枝 晶子 1)、伊藤 慎一郎 1)、宮本 直樹 1)、栁場 澄子 1)、川野 祐幸 1)

久留米大学病院 1)
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【背景】　筋放電－負荷指数（Discharge-Load Index: 以
下 DLI）利用の意義については、すでに報告してきた。
DLIが筋出力の評価に有用であることは確認できた一方
で、その測定を通して DLIの記録、評価にあたり煩雑な
側面も確認された。今回は、DLI記録をより容易に、精
度を高めることを目的に検証を行った。

【方法】　若年健常男性 7名（24±5歳）を対照とし、
表面電極を用いて大腿直筋で筋電図を記録し、DLIを算
出した。負荷の増加幅、電極位置による差、および被験

者の疲労による影響を調査した。

① 負荷を 1-2-3kgと増加した場合と 0.5-1.0-1.5kgとした
場合の DLIを比較した。それぞれ他日に 2回実施し、再
現性も確認した。② 電極位置についてこれまでの筋腹中
央に加えて、筋長の 1/3，2/3の位置でも同時に記録して、
それぞれを比較した。③ 対象のうち 2名について、比較
的高い負荷をかける前後で DLIを比較した。対象には口
頭で説明し、すべて同意を得て実験への参加を依頼した。

本研究は、純真学園大学倫理委員会の承認を受けて実施

した（承認番号：20-01）。
【結果】　負荷の増加幅を 1kgと 0.5kgにした場合の
DLIに有意差は認められなかった。しかし負荷量と増加
率の決定係数は、1kgで 0.95±0.05、0.5kgが
0.85±0.09であり、いずれも高い相関はあったが、両者
間で有意差が認められた（p<0.05）。筋放電量は筋腹上
3か所の電極位置でばらつきが大きかったが、DLIは有
意差なく安定していた。過負荷直後の DLIは負荷前と比
較して増加し、その後個人差はあったが再び低下した。

【考察】　負荷の増加幅による DLIの差は認められなか
ったが、記録する筋放電量の増加にともなう精度は

1kgがやや高い印象であった。下肢筋における 0.5kgの
差がどの程度の影響があるかの問題であると考えられる。

記録電極位置による明らかな差は確認されなかったが、

今後複数個所の平均値による評価なども必要となる可能

性がある。DLIは疲労の影響を受けるため、測定前の行
動制限なども必要であると考えられる。

連絡先：092-554-1255 (1321)

筋放電－負荷指数（DLI）測定方法の確立

◎淵田 慎之介 1)、江藤 日和 1)、河野 愛美 1)、伊豫 優 1)、横山 巧 1)、片山 雅史 1)

純真学園大学 1)
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【背景】Lambert-Eaton筋無力症症候群（LEMS）は、悪
性腫瘍に合併あるいは腫瘍の発症に先行する自己免疫機

序が関与する傍腫瘍症候群の 1つである。約 60％以上に
腫瘍、特に肺小細胞癌を合併する。臨床症状は、四肢近

位の易疲労性と筋力低下を主張とするため誘発筋電図検

査所見が確定診断および重症筋無力症との鑑別診断上重

要である。複合筋活動電位振幅の著明低下、低頻度反復

刺激で漸減（waning）現象、高頻度反復刺激または短時
間運動後では漸増（waxing）現象といった特徴的な所見
がみられる。今回、両側上下肢（とくに両下肢近位部）

の軽度の脱力感が主訴の入院時に行った頸部・骨盤部

CTで両肺のリンパ節転移を伴った肺小細胞癌が発見さ
れ、誘発筋電図検査で LEMSと診断された症例を経験し
たので報告する。

【症例】70歳女性　元来 ADLは自立、高血圧と高脂血
症で前医へ通院中。１カ月前より両下肢の脱力感を自覚

する様になったため前医を受診、精査目的で当院脳内科

紹介受診となった。入院時、MMTは、腸腰筋、大腿屈

筋、四頭筋、足関節屈曲、足関節屈進展、全て左右

5/5であった。
【検査所見】神経伝導検査では、左正中、尺骨神経

CMAPの振幅低下、3Ｈｚ反復刺激による漸減現象、
30Ｈｚ反復刺激による漸増現象が認められる。また、強
収縮刺激による CMAPの振幅増強と 20秒、40秒後には
経時的に速やかな低下も認められる。左正中、尺骨、腓

腹神経の SNAPは著変なく LEMSに合致する所見であっ
た。

【まとめ】肺小細胞癌では、LEMSを念頭において誘発
筋電図検査を進める必要がある。

福岡赤十字病院：092-521-1211　検査部生理検査室

両下肢の脱力感を自覚し受診後、Lambert-Eaton症候群と診断された一例

◎中島 理恵 1)、新崎 厚史 1)、堀田 多佳子 1)、中﨑 紗妃 1)、片山 雅史 2)、北山 次郎 1)

福岡赤十字病院 1)、学校法人 純真学園大学 2)
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【はじめに】長時間ビデオ脳波モニタリング検査（以下

VEEG）は、異常波の有無や発作焦点の確認、発作時の
臨床症状をビデオにて確認することが出来る。また、長

時間の記録により、通常脳波検査よりも異常波の検出率

が上がり、発作間欠時の異常が記録できる場合もある。

今回、VEEGにより通常脳波では得られなかったてんか
ん性異常波を確認することができ、治療に有用となった

症例を報告する。【症例】てんかん発作疑いで当院フォ

ロー中の 3歳女児。今までの通常脳波検査では異常所見
無し。今回、無熱性けいれん発作疑いで当院に救急搬送。

血液検査、頭部 CTで特記所見なし。緊急性はないと判
断され帰宅したが、再度てんかん発作を認めた為、翌日、

通常脳波検査を行った。【脳波所見】通常脳波にて、有

意所見無し。頻回にてんかん発作を認めたため、同日

VEEGを施行。VEEGにて全般性に広がる律動的な突発
性異常波の群発が認められた。【治療経過】VEEGにて
異常波を確認できた為、てんかん発作型に応じた抗てん

かん薬の投与が行われた。後日、2回目の VEEGが行わ

れ、体のぴくつきとともにてんかん波が認められた為、

抗てんかん薬の調整が行われた。この後、さらに詳しい

診断をするために、遺伝子検査などの追加検査目的で転

院する運びとなった。【考察】通常脳波でのてんかん波

検出率は 1回の検査では約 50%と低く、繰り返し記録す
ることで、その確率が上がるという報告がある。本症例

では通常脳波記録でのフォローや、てんかんとしての治

療は行っていたが、てんかん波の検出には至っていなか

った。VEEGで検査開始から約 16時間後に 30秒ほど持
続する全般性に広がる律動的な突発性異常波の群発が認

められ、より適した投薬の調整を行うことができた。

VEEGは長時間ビデオ記録することで発作の頻度や身体
状況を確認でき、どういった状況下で発作が発現しやす

いかを把握できることが強みでもある。臨床状況により、

強くてんかんを疑う場合や、薬の調整が必要となる場合

は、積極的な VEEGが必要だと考える。
【連絡先】飯塚病院　中央検査部　生理検査室

　0948-22-3800(内線 5261）

長時間ビデオ脳波モニタリング検査（VEEG）が治療に有用となった一症例

◎佐藤 華怜 1)、吉冨 博人 1)、瀬尾 修一 1)、濱本 将司 1)、長谷 一憲 1)、秋永 理恵 1)

飯塚病院 1)
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はじめに　ベンゾジアゼピン（以下、BZP）離脱症候群
は、BZP系薬の長期服用後や急速な中止の際に生じる一
連の離脱症状である。今回我々は、うつ病加療中の患者

で心停止蘇生後に意識障害とミオクローヌスが出現し、

BZP離脱症候群を疑われた症例の脳波の経時的変化を記
録することが出来たので報告する。

症例　患者：39歳、男性　基礎疾患および現病歴：うつ
病で数種類の BZP系薬を服用していた。20XX年 12月
初旬、歩道で倒れ、救急車内で CPAとなり、胸骨圧迫が
開始され当院救命センターへ搬送となり加療された。

入院後経過：挿管中は鎮静薬としてミダゾラムが使用さ

れていたが、抜管後は中止された。中止 3日後から意識
レベルが低下し、不穏を認めた。第 13病日には刺激に
対して反応が悪い状態であったため、頭部 CT、MRIを
施行したが明らかな異常を認めなかった。その後、幻覚

や幻視、全身性のミオクローヌスを伴ったため、第

17病日に脳波を施行した。脳波所見は、全般性に速波と
律動性θ波を認めた。脳波検査中にジアゼパムを投与

したところ、律動性θ波が消失すると共に意識レベル

が改善した。また、10Hz前後の後頭部優位律動が出現し
た。非定型的だが低酸素性虚血性脳症による非痙攣性て

んかん重責（NCSE）が疑われ、抗てんかん薬ホストイ
ンが投与されたが無効であった。患者の症状の経過や

BZP薬は著効するという点から BZP離脱症候群が疑われ、
ロラゼパムを処方することで症状が改善し、第 19病日
施行の脳波でも 11～12Hzの後頭部優位律動を認めた。
考察

今回経験した BZP離脱症候群の脳波所見は、基礎波が低
振幅でα波が減少し、θ波を認めていた。また、症状

が悪化するとともにθ波が増加したがδ波はあまり認

めなかった。この脳波像に近い症例として、アルコール

依存者における振戦せん妄時の脳波が考えられる。

BZPとアルコールの作用機序は近いとされているため、
両者の脳波は近い所見を示す可能性が考えられる。

福岡大学病院 092-801-1011(内線：2279)

心停止蘇生後に意識障害とミオクローヌスが出現し、BZP離脱症候群が疑われた 1症例

◎竹下 和輝 1)、林田 朝子 1)、有泉 マユミ 1)、重松 眞美 1)、嶋田 裕史 2)

福岡大学病院 臨床検査部 生理機能検査室 1)、福岡大学病院 臨床検査部 2)
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【はじめに】感染性心内膜炎(IE)において、疣贅の多く
は大動脈弁や僧帽弁あるいはその両方の弁自体に付着し

ている場合が多く、弁以外に付着している割合は 3％に
満たないといわれている。今回、左室流出路に疣贅を認

めた稀な症例を経験したので報告する。

【症例】80歳代、女性。
【現病歴】39℃程度の発熱が 10日間程持続したため、
当院受診。

【検査所見】血液培養よりグラム陽性球菌が検出され、

経胸壁心エコー検査にて大動脈弁と左室流出路に可動性

のある腫瘤を認めた。また軽症の大動脈弁閉鎖不全症

(AR)と S字状中隔、それに伴う左室流出路の加速血流
(1.8m/s)を認めた。腫瘤は経食道心エコー検査にて大動脈
弁の弁尖と左室流出路に確認することができた。大きさ

は NCCφ＝3.9×4.1mm、RCCφ＝6.3×9.9mm、LCCφ＝
3mｍ弱、左室流出路φ＝12.8×4mmであった。ARは軽
症で弁中央から吹いており、膿瘍や弁破壊の所見は見ら

れなかった。また造影 CTとMRI検査においても塞栓症

等の所見は見られなかった。

【経過】検査所見より IEの診断にて抗菌薬治療を行うこ
ととなった。検出菌は Staphylococcus lugudnesisと同定さ
れ、適切な抗菌薬治療を行うも熱型改善なく腫瘤の縮小

は得られなかった。そのため、塞栓症や他の合併症リス

クを考慮し大動脈弁置換術と左室流出路の腫瘤および心

筋切除術が施行された。手術所見にて大動脈弁 3弁尖お
よび左室流出路に腫瘤が確認され、病理検査の結果いず

れも IEを示唆する所見であった。術後の経過は良好で、
自宅退院に向けたリハビリテーション継続と抗菌薬治療

継続で転院となった。

【結語】今回、左室流出路に疣贅を認めた IEの 1例を経
験した。IEでは弁だけでなく、弁逆流や加速血流が当た
る心内膜面にも注意をはらい観察する必要がある。

連絡先　096-384-2111

左室流出路に疣贅を認めた感染性心内膜炎の 1例

◎高橋 圭 1)、加藤 沙織 1)、兼崎 太輔 1)、石崎 留美 1)、金重 貴美香 1)、山崎 卓 1)

熊本赤十字病院 検査部 1)
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【症例】31 歳　男性　【主訴】発熱・悪寒戦慄

【既往歴】アトピー性皮膚炎

【現病歴】201X 年 12 月 19 日発熱・悪寒・倦怠感出現．

20 日体動困難となり近隣病院へ救急搬送．21 日経胸壁

心エコー図検査（TTE）にて左室に可動性に富む腫瘤を

認めたため，精査加療目的で当法人紹介となった．

【来院時身体所見】意識清明，血圧：97/48mmHg，脈

拍：108/min，呼吸数：24/min，体温：38.8℃，SpO2：
97%，心雑音なし，眼瞼結膜に出血班あり

【来院時検査所見】

＜血液・生化学検査＞

WBC14,300/μl,CRP19.92mg/dl,プロカルシトニン6.280ng/dl
＜経胸壁心エコー図検査＞

左室下壁基部に可動性に富む9×5㎜の等エコー腫瘤像を

認めた．弁膜症なく，腫瘤部に吹き付ける異常血流も認

めなかったが，臨床経過から疣腫の可能性を疑った．

＜造影CT検査/頭部MRI検査＞

多発性脳梗塞および脾梗塞の所見を認めた．

【入院後経過】臨床上，感染性心内膜炎の可能性が強く

疑われたため， 抗生剤（ゲンタマイシンとバンコマイ

シン）の投与が開始された．入院第3病日に血液培養か

らメチシリン感受性黄色ブドウ球菌（MSSA)が検出され

た．WBC・CRP・体温は徐々に改善傾向にあったが，疣

腫は短期間で増大していた．（第1病日9×5mm→第4病日

16×14mm）．第4病日午後，胸痛出現．TTEにて疣腫の形

態変化を認めた．頭部MRIにて新たな脳梗塞も確認され

た．MSSA菌血症，繰り返す塞栓症，残存疣腫も10mm以

上で可動性を有するため，準緊急的に手術となった．

【術中所見】左室後壁に，もろく・柔らかい疣腫が付着

しており，後乳頭筋からＰ2-3 への腱索にも感染の波及

を認めた．左室内腫瘤除去術および僧帽弁形成術が施行

された．

【考察】熱源精査目的や黄色ブドウ球菌菌血症の心エコ

ー図検査では，弁や異常血流が当たる部位だけでなく，

心室壁を含めた心内膜を全体的に観察することが重要で

あると考えられた． 連絡先：0942－38－2745（直通）

左室壁に疣腫の付着を認めた感染性心内膜炎の１例

◎田中 一弘 1)

社会医療法人 天神会 古賀病院２１1)
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【はじめに】大動脈四尖弁(QAV)は稀な先天性心疾患で、
合併症として大動脈弁閉鎖不全症(AR)が問題となること
が多く、大動脈弁狭窄症(AS)の頻度は低い。今回、
QAVに重度の大動脈弁狭窄兼閉鎖不全症(ASR)を呈した
症例を経験したので報告する。

【症例】84歳男性。ふらつき、失神を主訴に近医を受診
したところ、心エコー検査で重度 ASRを指摘され、精査
加療目的に当院紹介となった。

【既往歴】慢性腎臓病 G3b、2型糖尿病、脳梗塞
【血圧】135/57 mmHg　【胸部 X線検査】心胸郭比 52%
【心電図検査】脈拍 55/分、洞調律、Ⅰ度房室ブロック
【経胸壁心エコー検査(TTE)】左室は球状に拡大してお
り(LVDd/Ds 58/39mm)、LVEF 67%で左室収縮能は保たれ
ていた。大動脈弁は右冠尖-無冠尖間に過剰弁尖をともな
う四尖に観察された。弁葉は高度石灰化により解放が制

限され、peakV 5.0m/s、meanPG 52mmHg、AVA(連続の
式) 0.74cm²、AVAi 0.5cm²/m²と重度 ASを呈していた。
ARは幅広いジェットで弁中央より吹き、腹部大動脈で

の汎拡張期逆行性血流を認め、重度 ARを呈していた。
なお、心内短絡疾患などの心内構造異常は認めなかった。

【経過】各種検査の結果、大動脈弁は四尖弁であり、

有症候性の重度 ASRに対し手術適応となった。高齢かつ
周術期の危険因子を複数有することより治療は TAVI
(経カテーテル的大動脈弁置換術)が施行された。術後に
有意な合併症は認めず、経過良好で退院となった。

【考察】近年、診断技術の向上とともに QAVの報告数
は増加している。高齢化の影響により弁の退行変性に

ともなう AS患者に遭遇する機会が多いが、ASを評価
する際には QAVの可能性も念頭において検査する必要
がある。

 また、本疾患の治療選択において、大動脈弁の評価
だけでなく、その他の弁膜症や心内構造異常などの有無

も重要となる。TTEはそれらを非侵襲的に観察でき、
本疾患の診断や治療方針を決定するうえで有用な検査と

いえる。

                      連絡先 0942-35-3311(内線 6102)

重度大動脈弁狭窄兼閉鎖不全症を呈した大動脈四尖弁の 1症例

◎山口 優華 1)、伊藤 慎一郎 1)、栁場 澄子 1)、川野 祐幸 1)

久留米大学病院 1)
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【背景】

　先天性僧帽弁弁尖裂隙(Congenital mitral valve cleft)は、
不完全型もしくは完全型房室中隔欠損症に、また稀に孤

立性に見られる。これらは僧帽弁に裂隙(Cleft)と呼ばれ
る切れ込みを認めるもので僧帽弁逆流の成因となるが、

前尖に生じるのものとして広く認識されており、後尖に

生じるものは非常に稀である。

【方法】

　僧帽弁逆流を契機に発見された僧帽弁後尖裂隙の症例

を契機に、2012～2022年に当院で施行した経胸壁心エコ
ー図検査(TTE)にて僧帽弁後尖裂隙 Posterior mitral valve 
cleftが疑われた症例を後方視的に検討する。
【結果】

　症例は 0歳代から 60歳代の小児 7例、成人 1例
（女 2例）、年齢中央値 9歳。3例は心雑音精査のため、
3例は他の先天性心疾患(VSD＋ASD 1例、TOF 1例、
PFO1例)精査のため、1例はMarfan症候群の精査のため
行った TTEにて Posterior mitral valve cleftを認めた。

Cleftの部位は 1例で P1-P2間に、4例で P2に、2例で
P2-P3間に一致した部位に認めた。全例で左室乳頭筋の
形成は不十分であり、Cleft部の腱索は前後乳頭筋間に存
在する副乳頭筋へ挿入していた。僧帽弁逆流は cleftによ
るものと、併発する逸脱によるものとが見られ、僧帽弁

逆流の程度は軽度 3例、中等度 4例、重度 0例であり、
5例で左心系拡大を認めた。6例で EFは 70%前後で保た
れており、TOF症例は術後より EF45％前後で推移して
いた。観察期間中に逆流の悪化を認めた例はなく、外科

的介入例や剖検例はいなかった。

【考察】

僧帽弁後尖裂隙(Posterior mitral valve cleft)は非常に稀でこ
れまで少数の症例報告に限られる。左室乳頭筋異常を伴

い、裂隙や併発する逸脱によって僧帽弁逆流を生じる。

外科的介入を含めた治療方針の決定には正確な診断が重

要で、その診断には経胸壁心エコー図検査が有用と考え

らえた。

九州大学病院ハートセンター生理検査部門 092-642-5364

僧帽弁逆流を契機に発見された先天性僧帽弁後尖裂隙の症例

◎林 綾子 1)、河原 吾郎 1)、神谷 登紀子 1)、佐藤 翼 1)、花田 麻美 1)、福留 裕八 1)、堀田 多恵子 1)

国立大学法人 九州大学病院 1)
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【症例 1】6歳女児。生後 7か月時に重度の大動脈弁閉
鎖不全症（AR）と診断され、以後外来経過観察中であ
った。6歳時の経胸壁心エコー（TTE）にて、著明な左
室拡大（LVDd 45mm、Zscore +4.5）と軽度左室駆出率
低下（LVEF 54％）、AR類似の逆流ジェットを認めた。
3D経胸壁心エコー(TTE-3D)で観察すると、無冠尖に瘤
状構造物と穿孔を確認でき、ARと思われていたジェッ
ト血流は穿孔部位を介して左室内に逆流する血流であ

った。精査にて左室に流入する無冠尖バルサルバ洞動

脈瘤破裂と診断し、外科的修復術を施行した。術中所見

は TTE-3Dで指摘できた様に、無冠尖は拡大し、大動脈
弁僧帽弁間の fibrous continuityがあるはずの部分で左室
側に落ち込み、同部分に 8mm大の穿孔を認めた。
【症例 2】1歳 2か月女児。生後 6か月時に胃腸炎症状
で近医を受診した際に、心雑音と心拡大を指摘され、

精査にて重度の僧帽弁閉鎖不全症（MR）を認めたため、
当院紹介となった。TTEにて著明な左室拡大（LVDd 
36mm、Zscore +4.9）、LVEF 76％、心内構造異常や疣腫

はなく、僧帽弁前尖の逸脱に伴う重度MRを認め、先天
性MRに対する外科的弁形成術を行う方針となった。術
前評価目的にて TTE-3Dによる僧帽弁の観察を行い、僧
帽弁前尖における逸脱の範囲や程度を視覚的に外科医と

共有することができた。

【考察】小児では体格の問題により、成人で行われるよ

うな 3D経食道心エコーでの評価が困難である。一方、
小児は成人と比べ、TTEにて良好な画像を得られること
が多い。そのため高周波プローブを用いて、マルチスラ

イスにより画像収集することで心拍の速い小児において

も TTE-3Dでクオリティの高い 3D画像を得ることがで
きた。TTEにおいても 2Dと 3Dを相補的に用いること
で、より正確な診断が可能になり、外科的修復術に際し

ても、有用な情報を術者に提供できると考える。

　　　　　　　　　連絡先：0942-35-3311（内線:6102）

3D経胸壁心エコーにて有用な情報が得られた 2小児例

◎伊藤 慎一郎 1)、栁場 澄子 1)、川野 祐幸 1)

久留米大学病院 臨床検査部 1)
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【はじめに】心臓腫瘍には原発性と転移性があり、多く

は転移性腫瘍である。転移性心臓腫瘍の中でも悪性リン

パ腫の頻度は 6.6～9.1％と報告されている。今回、心臓
に転移した悪性リンパ腫の一症例を経験したので報告す

る。【症例】60代男性【主訴】労作時息切れ、倦怠感
【既往歴】坐骨神経痛【現病歴】10日前から労作時息切
れと倦怠感、血圧低下が持続し近医を受診。12誘導心電
図検査ではⅠ、aVL、V5-6誘導の ST上昇を認めた。ま
た、トロポニン上昇を認め、経胸壁心エコー図検査を施

行。壁運動異常と心筋内に低エコー像を認め、精査目的

にて当院紹介となった。【経胸壁心エコー図検査】左室

拡張末期径 39mm、左室駆出率 52％と左室後壁及び側壁
の基部から中部にかけて壁運動低下を認めた。壁運動低

下部位の心筋内は低エコーで左室後壁は 23mmと肥厚を
呈していた。その他の心腔内には明らかな腫瘤様エコー

は指摘できなかった。また、明らかな肺高血圧は示唆さ

れなかった。心膜液は全周性に少量であった。僧帽弁・

三尖弁逆流は軽度、大動脈弁逆流はわずかに認めた。

【経過】5日後の経胸壁心エコー図検査では、頻脈と僧
帽弁弁尖の肥厚・変性を認め、その影響か僧帽弁逆流は

高度となった。右副腎の針生検による病理所見や sIL-
2R高値から悪性リンパ腫が疑われた。化学療法開始 1週
間後の経胸壁心エコー図検査では左室後壁は 9mmと改
善し、低エコー領域も消失していた。しかし、僧帽弁逆

流は高度のままであった。1カ月後の経胸壁心エコー図
検査では頻脈も改善し、僧帽弁逆流は軽度～中等度と改

善傾向であった。【考察】悪性リンパ腫の心臓転移は比

較的多いと報告され、ほとんどが右心系と言われている

が本症例では左室心筋内であった。また、心筋内に浸潤

することで不整脈や伝導障害のリスクが高まるが、化学

療法によって改善したとの報告もある。本症例も早期診

断と治療を開始することで心筋内浸潤の改善を確認でき、

経胸壁心エコー図検査は有用であったと考える。【結語】

経胸壁心エコー図検査が転移性悪性リンパ腫の診断の一

助となり、治療の効果判定に有用であった。

連絡先 099-223-1151（内線 7403）

経胸壁心エコー図検査が診断の一助となった左室心筋内転移性悪性リンパ腫の一症例

◎中釜 美乃里 1)、宮﨑 明信 2)、原田 美里 1)、岡村 優樹 1)、久保 祐子 1)、日野出 勇次 1)、梅橋 功征 1)、西方 菜穂子 1)

国立病院機構 鹿児島医療センター 1)、国立病院機構 九州医療センター 2)
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【はじめに】心外膜への悪性腫瘍の転移は、心嚢水の貯

留により症状を呈しやすいが、心筋など転移部位によっ

ては無症状のことが多く、他臓器と比べても臨床症状が

現れにくい。また心臓腫瘍に特異的な心電図所見はなく、

心エコー図で偶発的に発見されることも少なくない。今

回、急性心筋梗塞様の心電図変化を呈した心臓腫瘍の一

例を経験したので報告する。【症例】71歳女性。膵原発
悪性リンパ腫疑いで当院消化器内科に精査入院となった。

入院時の心電図でⅡ・Ⅲ・ aVF・ V5-6の ST上昇と V2-
4の ST低下を認めた。急性下壁梗塞を疑い、心エコー図
を施行した。全周性に著明な心嚢水貯留と下壁に沿うよ

うに心膜腔内に腫瘤を認めた。会話などの軽労作で呼吸

苦があり心タンポナーデと診断、同日心嚢穿刺が施行さ

れ、異常リンパ球が認められた。心臓MRIでは右房-右
室前壁に腫瘤を認め、腫瘤内部を右冠動脈が貫通してい

た。以上より、心電図変化は急性下壁梗塞を示唆するが、

胸痛や血清 CKの上昇は認めず、右房室間溝に沿う腫瘍
による右冠動脈の圧迫または浸潤が考えられた。【経過】

病理結果より悪性リンパ腫（D L B C L）と診断され化学
療法開始となった。治療２日目に完全房室ブロックが出

現した。失神などの症状はないが、心臓腫瘍による伝導

障害が考えられ一時体外式ペースメーカーが挿入された。

徐々に自己脈主体となり、治療 11日目には完全房室ブ
ロックは消失、体外式ペースメーカー離脱となるまでに

改善し、18日目に退院となった。翌月の検査では、
HR75で洞調律、Ⅱ・Ⅲ・ aVFで QSパターンがあるも
のの、心エコー図で壁運動は良好であり腫瘍は縮小して

いた。【考察】本症例は、転移した腫瘍が右冠動脈を圧

迫し虚血状態となったために、心電図で下壁梗塞様変化

を呈し、さらに房室結節枝も虚血状態となり完全房室ブ

ロックに至ったものと考える。しかし化学療法の奏功に

より腫瘍が縮小し、右冠動脈の虚血が改善され、心電図

の下壁梗塞様変化や完全房室ブロックは消失、永久ペー

スメーカー植え込みを回避できた。【結語】臨床症状に

乏しい心臓腫瘍を心電図異常から速やかに報告できた症

例を経験した。連絡先 0957-22-1380（内線 2352）

急性下壁梗塞様の心電図所見を呈した悪性リンパ腫心臓転移の一例

◎木村 歩子 1)、野副 早紀 1)、田崎 超文 1)、深川 晴佳 1)、小野 二美馨 1)、小原 将光 1)、吉田 智子 1)

独立行政法人地域医療機能推進機構 諌早総合病院 1)
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【症例】73歳、男性
【現病歴】高校生の時に心室中隔欠損症(VSD)を指摘さ
れたが、自覚症状はなく、精査は行われていなかった。

数年前から運動時の息切れを自覚し、健診にて心雑音、

心電図異常を指摘され近医を受診。その際の経胸壁心エ

コー(TTE)にて、VSD、右室-右房圧較差(TRPG)の上昇を
認めたため、精査加療目的で当院紹介となった。

【初診時現症】第 3肋間胸骨左縁を最強点とする Levine
Ⅳ/Ⅵの収縮期雑音を聴取。
【検査所見】<胸部 X線>心胸郭比 53%、肺うっ血なし
<心電図>洞調律、右軸偏位、右室肥大
<TTE>TRPG94mmHgと右室圧は著明に上昇しており、
右室内を観察すると肥大した異常筋束により、右室内は

二分されていた。カラードプラ法にて肥大した筋束の間

に加速血流を認め、心窩部アプローチにて、100mmHg
と著明な圧較差を呈しており、右室二腔症(DCRV)を疑う
所見であった。また、右室高圧腔側にシャント血流を認

め、最大流速 3.9m/s、欠損孔 5.8mmの VSD(muscular

 outlet)を合併していた。なお、大動脈弁の逸脱や大動脈
弁下狭窄は認めていない。

【経過】精査目的にて行った心臓カテーテル検査では、

右室内圧は高圧腔収縮期圧 129mmHg、低圧腔収縮期圧
15mmHgと著明な圧較差を呈しており、肺高血圧症は認
めなかった。左室造影では軽度の右室への造影剤の流出

が見られ、VSDを合併した DCRVと診断。手術にて、
異常筋束の切除と心室中隔欠損に対してパッチ閉鎖が行

われ、術後、右室内圧較差は 8mmHgまで軽減した。
【考察】DCRVは先天性心疾患の 1.0%程度と比較的まれ
な疾患であり、70-80%に膜様部中隔欠損型 VSDを伴う。
多くは小児期に診断され、成人例では誤診や見逃しも多

く、報告自体が少ない。通常、成人例で右室圧上昇を認

めた場合には、肺高血圧症を疑うことが多いが、本症例

のように VSDを有し、右室圧上昇を認めた場合には、
DCRVの存在も念頭に置き、右室内を注意深く観察する
ことが重要である。

連絡先:0942-35-3311(内線:6102)

経胸壁心エコー検査で指摘できた高齢者右室二腔症の 1例

◎砥上 忍 1)、伊藤 慎一郎 1)、栁場 澄子 1)、川野 祐幸 1)

久留米大学病院 1)
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【はじめに】Focal Nodular Hyperplasia（限局性結節性過
形成）like lesion(以下 FNH－like　lesion)は画像検査にて、
肝細胞癌に類似する多血性の結節病変である.今回,アル
コ―ル性肝硬変に合併し画像診断上は肝細胞癌が疑われ

たが,病理組織学的検査では,FNH－like　lesion と診断さ
れた 1例を経験したので文献的考察を含め報告する. 
【症例】60代男性.既往歴としてアルコール性肝硬変,肝
内胆管癌にて肝 S5亜区域切除後.近医の腹部超音波検査
で肝 S5に低エコー結節を認め,造影 CTにて早期濃染し
wash outは不明瞭な結節であった.造影MRIでは早期濃染
し wash outは比較的明瞭で肝細胞相にて周囲より低信号
であり肝細胞癌を否定できない所見であったため精査目

的で当院に紹介となった.血液生化学検査では,HBs抗原
および HCV抗体は陰性,AFP, PIVKA－IIなど腫瘍マーカ
ーの上昇は認めなかった.当院での腹部超音波検査にて径
10㎜の辺縁高エコー,内部低エコーの結節が認められ,造
影超音波検査にて動脈優位相では早期濃染し,門脈優位相
においても濃染持続,後血管相では不均一な欠損像を示し,肝

細胞癌が疑われ,穿刺による確定診断は行われず,腹腔鏡
下肝部分切除術が施行された.病理組織学的検査では,内
部は筋性血管の増生を認め,周囲に薄い皮膜を有する結節
であり,アルコール性肝硬変に合併した FNH－like　
lesionと診断された.
【まとめ】アルコ―ル性肝硬変に合併する FNH－like　
lesionは画像診断上,肝細胞癌との鑑別が困難であり穿刺
による病理学的検査にて確定診断できない場合は手術に

至ることも多い.MRIにおいて T1強調画像で高～等信号,
T2強調画像で等～低信号を呈する例が多いという報告が
あるが,本症例では T1強調画像で低信号,T2強調画像で等
信号を呈し,報告されている例とは乖離しており、その他
の検査においても肝細胞癌が疑われ,画像診断上の鑑別は
困難であった.超音波検査をする上でアルコール性肝障害
を有する患者では特に,肝細胞癌に類似する FNH－like　
lesionの存在を念頭に置き,検査に臨むべきである.

連絡先:生理検査室内線 3230

超音波検査にて HCCと鑑別し得なかった FNH like lesionの一例

◎小林 真未 1)、西浦 哲哉 1)、藤田 寿之 1)、手嶋 翔一朗 1)、染矢 賢俊 1)

独立行政法人 国立病院機構 長崎医療センター 1)
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【はじめに】胆嚢内乳頭状腫瘍(ICPN)は、2019年
WHO消化器腫瘍分類で再分類された胆嚢上皮性腫瘍の
一群であり、胆道癌取扱い規約第 7版に掲載された。病
理組織像は薄い血管間質を軸とする乳頭状増殖を特徴と

し、浸潤を伴う症例も少なくない。今回、浸潤を伴った

ICPN 2症例の超音波画像(US)と病理組織像の対比を行っ
たので報告する。

【症例 1】80代、女性。原発性胆汁性胆管炎の経過観察
USにて、胆嚢体部に 21×8mmの広基性腫瘤を指摘。腫
瘤粘膜面は比較的整で、高エコーが連続していた。内部

エコーは不均一、一部に低エコー域がみられ、低流速血

流(SMI)にて樹枝状シグナルを認めた。また、肝床側の外
側高エコーは保たれていた。病理所見は、低分化型腺癌

成分の浸潤を伴う、乳頭状増殖を示す腫瘍性病変であり、

ICPN with associated invasive carcinomaの診断であった。
【症例 2】70代、女性。前院 CTで胆嚢腫瘤を指摘され
当院受診。USにて、胆嚢頸部に 23×17mmの広基性腫瘤
を指摘。腫瘤粘膜面は不整で、高エコーが連続していた。

内部エコーの一部に低エコー域がみられ、SMIにて線状
シグナルを認めた。外側高エコーは一部不明瞭であった。

病理所見は、明瞭な腺腔形成を示す高分化型管状腺癌成

分が浸潤した、乳頭状増殖を示す腫瘍性病変であり、

ICPN with associated invasive carcinomaの診断であった。
【考察】USでは 2症例ともに、腫瘤粘膜面は高エコー
が連続し、内部に一部低エコー域を認めた。病理組織像

において、乳頭状増殖した腫瘤表面を、USでは連続し
た高エコーとして描出し、癌細胞が密に存在した腫瘤内

部を、USでは低エコーと描出したものと考えた。一方
で、浸潤領域の描出は困難であった。また、血流に関し

て、組織学的に薄い血管間質が豊富であることから、血

流評価が診断の一助になる可能性が指摘された。今後は、

症例を蓄積し、血流パターンを含め特徴的な US所見の
抽出が望まれる。

【謝辞】ご指導頂いた久留米大学病院臨床検査部　内藤　

嘉紀先生に深く感謝申し上げます。

連絡先 0942-35-3311 (内線 6102)

浸潤性胆嚢内乳頭状腫瘍の 2症例

◎野田 夏光 1)、水島 靖子 1)、長山 亜由美 1)、福島 奈央 1)、執行 智恵美 1)、栁場 澄子 1)、川野 祐幸 1)

久留米大学病院 臨床検査部 1)
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【はじめに】漿液性嚢胞腫瘍(以下SCN)は膵腫瘍全体の1-
2％と比較的まれな膵嚢胞性腫瘍として報告されている.

しかし,最近の画像診断の発達や症例の蓄積により肉眼

的形態の多様性が明らかとなり,他の膵腫瘍との鑑別診

断に苦慮する症例も散見される.今回我々は膵管内乳頭

粘液性腫瘍(以下IPMN)や粘液性嚢胞腫瘍(以下MCN)と鑑

別が困難であったSCNの症例を経験したため報告する.

【症例】64歳,女性.当院の健康診断で膵腫瘤を指摘され

消化器内科を受診.健診時の超音波検査(以下US)では膵

体部に内部に隔壁を伴う15×15mmの嚢胞性病変を認めた.血

流シグナルは認めなかった.主膵管は拡張なく,膵管と嚢

胞性病変との連続性は明らかではなかった.造影CTでは

境界は比較的明瞭で内部の隔壁に造影効果を認めた.

USとCT画像から分枝型IPMNを疑い定期フォローしてい

た.経時的に増大傾向であり,約3年半後のUSでは

35×29mmで,さらにcyst in cystを疑う所見を認めたため,

MCNの可能性も考えた.CA19-9は正常範囲内であった.

2年間で5mm以上の増大があり,悪性腫瘍の可能性を否定

できないため膵中央切除術を施行した.病理診断では,多

房性嚢胞状腫瘤形成を認め,嚢胞壁は粘液産生を伴わな

い1-3層の異型に乏しい立方上皮に被覆されていた.大小

様々な嚢胞が存在し、mixed typeの SCA(serous cystic 
adenoma)の診断となった.

【考察】一般的に見られる SCN の microcystic type と比

較し,macrocystic type や mixed type は比較的大きな嚢胞

で構成され,膵管との連続性がなく,血流信号も得られな

い事が多い. 本症例の US 所見においても、構成される

嚢胞の数が少なく,サイズも比較的大型で内部の形態的

所見から IPMN や MCN など他の嚢胞性病変との鑑別が

困難であった. 
【結語】今回我々は鑑別に苦慮した SCN の一例を経験し

たため報告した. 
連絡先　新古賀病院　生理機能室 0942-38-2276

鑑別に苦慮した膵漿液性嚢胞腫瘍の一例

◎川口 菜緒 1)、大久保 洋平 1)

医療法人 天神会 新古賀病院 1)
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［はじめに］高安動脈炎は大動脈およびその基幹動脈、

冠動脈、肺動脈に生じる原因不明の大血管炎である。症

状は非典型的であることが多く、診断までに時間を要す

る症例も稀ではないとされている。今回我々は、10歳代
女児における上腸間膜動脈（SMA）限局性の高安動脈炎
を経験したので報告する。

［症例］10歳代女児。主訴は腹痛・嘔吐。2週間ほど前
より上腹部痛・心窩部不快感が出現。その後、改善傾向

であったが 5日前から再び腹痛出現。前医にて胃薬・整
腸剤を処方されるも改善せず、当院小児科受診となった。

［初診時検査］採血で白血球増加、血沈亢進、CRP高値
を認めた。検査室には車いすで来室、痛みのため前屈の

姿勢であった。超音波検査（US）で上腹部・下部消化管
に特記所見認めなかった。痛みが強い部位を観察すると、

SMA分岐部よりおよそ 5cm末梢より全周性の壁肥厚が
見られ、周囲脂肪織のエコー輝度は上昇していた。次に

頚部〜骨盤内造影 CTが施行され、US同様に SMA壁は
肥厚し、腸間膜・脂肪濃度が上昇していた。

［経過］高安動脈炎が疑われ、ステロイド・バイアスピ

リン投与が開始された。第 2病日、腹痛は軽快し、脳
MRA・心エコー・頚動脈エコーが施行されるも異常所
見は認めなかった。第 5病日には SMAの壁肥厚はわず
かであり、第 10病日肥厚は見られなかった。
［考察・結語］高安動脈炎は 20歳代の女性に好発する
疾患であるが、小児においても 10歳代前半の女子を中
心とする発症がみられる（小児人口 10万人対 0.18人）。
血管病変の分布によりⅠ・Ⅱa・Ⅱb・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ型に分
類され、Ⅳ型の頻度は少ない。今回の症例はⅣ型に相当

し、初診時 USを機に早期診断、治療を開始できた症例
である。Ohigashiらは画像診断の進歩により、2000年以
降で発症から診断までの期間が有意に短縮したと報告し

ている。小児腹痛において、USはスクリーニング画像
検査の第一選択となる。腹痛の原因は消化器疾患の頻度

が高いが、症状と US所見が解離する場合には、消化器
以外にも注意して検査を進める事が大切である。

　　　　　　　　　　　連絡先：0925211211（8035）

上腸間膜動脈に限局した高安動脈炎の 1例

◎新崎 厚史 1)、堀田 多佳子 1)、柏原 葉子 1)、古賀 亜規子 1)、梅本 真美 1)、中谷 幸 1)、小山 夏実 1)、龍原 わかな 1)

福岡赤十字病院 検査部 1)
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【はじめに】若年の塞栓性脳梗塞症例に対して、頸部血

管エコーでWeb病変を指摘し、内膜剥離術となった症例
を経験したので報告する。

【症例】40代、男性。特記すべき既往歴はない。
【現病歴】X年 6月、倒れている患者を家族が発見し、
右麻痺、失語の状態で前医へ救急搬送され、急性期脳梗

塞と診断された。前医のMRA検査でM2閉塞所見を認
めたので、rtPA静注療法を開始し Drip and ship 
treatmentで当院へ転院搬送となった。到着後の脳血管造
影検査では左内頸動脈起始部に造影剤の停滞を認めた。

引き続き行った血栓回収術で、部分再開通を認めた。

【頸部血管エコー所見の経過】入院翌日の検査では左内

頸動脈起始部に半月の膜様構造物を認めたが、有意な狭

窄所見はみられず経過観察となった。X＋1年 1月には同
部位の膜様部分周囲に淡いエコー像とその表面の可動性

を認めた。X＋1年 7月には膜様部分周囲の淡いエコー像
は消失していた。経過からWeb病変と後方にできた血栓
像であったと推察した。脳梗塞再発のリスクも考慮し、

内膜剥離術となった。

【手術所見】左内頸動脈背側に Carotid Webと思われる
構造物とごく軽度に肥厚した内膜が確認できた。

【病理診断】結合組織の増殖と間質の浮腫性変化を認め

た。一部内膜に連続して、フィブリン様物質を認めた。

【考察】Carotid Webは内頸動脈の内側に突出した形状の
ため血流うっ滞や血栓形成を引き起こし、脳梗塞の原因

となる可能性が考えられている。また、再発リスクも高

い。しかし、認知度が比較的低く、病変自体が小さいた

め軽度狭窄病変として扱われている可能性がある。今回

の症例でも、Web病変の後方に血栓形成とその消失と考
えられる経過を認めた。症候性のWeb病変の平均年齢は
38.3～46.7歳と報告されている。塞栓源不明の若年層脳
梗塞での重要な原因病巣として、Carotid Webも念頭に置
き検査を進めなければならない。

【連絡先】済生会熊本病院　中央検査部

096-351-8000（内線 2001）

頸部血管エコーで Carotid Webを指摘した若年性脳梗塞の１例

◎前田 るりこ 1)、山本 多美 1)、満瀬 亜弥 1)、泉田 恵美 1)、尾形 裕里 1)、志水 秋一 1)、富田 文子 1)

恩賜財団 社会福祉法人 済生会熊本病院 1)
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【はじめに】超音波で動脈解離を評価する場合、真腔お

よび偽腔の二層構造、flapの存在、偽腔内血流の有無、
壁内血栓、entry・ re-entryの評価が重要である。今回
我々は頚動脈超音波検査で flapや偽腔内の血流の確認が
できず、低輝度プラーク様に観察され、評価に難渋した

内頚動脈解離の一例を経験したので報告する。

【症例】30歳代、女性。
【現病歴】一週間前より左後頚部から左側頭部にかけて

の疼痛が出現し、精査目的に当院受診した。

【超音波所見】頚動脈超音波検査では、左内頚動脈起始

部に高度狭窄を認め、同部位の収縮期流速は上昇してい

た。一方でその他の頚部血管に動脈硬化性変化や有意狭

窄は指摘できなかった。超音波検査上、狭窄部は低輝度

エコー様であり、不安定性プラークによる動脈硬化性の

狭窄と鑑別が困難であった。しかし若年であり心血管リ

スクファクターを有していないこと、周囲の血管に動脈

硬化性変化はなく、左頚部痛の自覚があったことから、

血栓閉塞をきたした動脈解離を最も疑った。

【他画像所見】MRI検査にて左内頚動脈近位に真腔およ
び偽腔の二層構造、偽腔の壁内血栓を認め、血栓閉塞し

た動脈解離として矛盾しない所見であった。明らかな外

傷のエピソードなく、原因精査目的に実施した CT検査
にて、両側の茎状突起の過長を認めた(左：4.0cm、右：
4.5cm)。
【まとめ】比較的若年の症例において、病変部以外の頚

部血管に動脈硬化性変化の乏しい高度狭窄を疑う所見が

あった場合は、明らかな flapとして描出できなくても鑑
別の 1つに動脈解離を挙げられる必要がある。また、明
らかな外傷歴がなく、頚部内頸動脈の解離を来たした症

例では Eagle症候群の関連を調べることも重要である。
≪連絡先≫佐賀大学医学部附属病院　0952-34-3258（内線
3258）sm5581@cc.saga-u.ac.jp

Eagle症候群との関連が疑われた左内頚動脈解離の一例

◎倉重 彩 1)、大島 綾花 1)、松本 康惠 1)、梅木 俊晴 1)、井手 俊宏 2)、石隈 麻邪 1)、草場 耕二 1)、末岡 榮三朗 1)

佐賀大学医学部附属病院 検査部 1)、佐賀大学医学部附属病院 脳神経内科 2)
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【はじめに】間欠性跛行とは、歩行時に足に痛みやしび

れが起き、休息するとおさまる症状である。原因として

神経性間欠性跛行と血管性の閉塞性動脈硬化症による間

欠性跛行の 2種類の疾患が疑われる。画像検査の診断と
して CT検査やエコー検査があるが、今回、運動負荷
ABI検査が診断に有用となった一症例を報告する。【症
例】ADL自立した 70歳代男性。2年前に両足の閉塞性
動脈硬化症で総腸骨動脈にステント留置している。今回

左足跛行症状の再燃があり、当院に紹介となった。造影

CTでは有意狭窄は指摘されず、神経性間欠性跛行が疑
われた。禁煙と投薬治療が行われていたが、症状の改善

がみられず、運動負荷 ABI検査を施行した。【生活歴】
喫煙歴 10本/日×54年【既往歴】両側腸骨動脈にステン
ト留置後、高血圧症、脂質異常症、腰椎すべり症。【外

来受診時検査所見】〈造影 CT所見〉以前に留置したス
テント内での有意狭窄はみられなかった。【運動負荷

ABI所見】踏み台昇降による運動負荷を行った。負荷前
は右:0.97左:0.66であった。負荷時間 2分 40秒より左も

もの痛みがあり右:0.68左：測定不能となった。【経過】
運動負荷 ABI検査が陽性となり、血管造影が施行された。
左腸骨動脈にステント内再狭窄が確認され、EVTとなっ
た。この時左足背動脈の触知は困難であった。IVUSに
て、ステント内では一部に石灰化がみられた。ステント

内をバルーンで拡張しステント留置して EVT終了となっ
た。治療後 ABIは右:0.98左:1.05と改善がみられた。左
足背動脈の触知も良好となった。治療後、身体状態も良

好であり、退院。現在循環器外来フォロー中である。

【考察】本症例は病変部に石灰化を伴ったステント内再

狭窄による間欠性跛行の症例であった。造影 CTでは造
影剤が白く描出されるため、石灰化の病変部との鑑別が

困難であったと考えられる。運動負荷 ABI検査は負荷を
かけて狭窄を誘発できるため、画像診断では有意狭窄を

指摘しづらい閉塞性動脈硬化症の間欠性跛行の症例にお

いて原因の鑑別に有用となると考える。

【連絡先】飯塚病院　中央検査部　生理検査室

　0948-22-3800(内線 5261)

間欠性跛行の診断に運動負荷 ABI検査が有用となった一症例

◎若崎 舞奈 1)、川久保 智美 1)、吉冨 博人 1)、藤上 祐子 1)、川野 和彦 1)、長谷 一憲 1)、秋永 理恵 1)

飯塚病院 1)
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【はじめに】肺機能検査には種々あるが、スクリ－ニン

グ検査として肺気量分画を同時に得られる緩徐な呼吸で

の肺活量(以下 SVC)とフロ－ボリュ－ム曲線が同時に得
られる努力呼吸での肺活量(以下 FVC)が日常診療で広く
実施されている。この SVCと FVCは両者ともに各測定
時の最大吸気位から最大呼気位までの肺気量であるが、

努力呼出の有無の違いで差が生じる場合があり、閉塞性

肺疾患では空気の捉えこみにより FVCが低く、間質性肺
炎など肺が硬化した場合では FVCの方が高くなることが
少なくないと思われる。そこで今回、当院における

SVCと FVCとの差の程度と発生頻度について調査した
結果について報告する。

【対象と方法】対象は 2018年 1月から 12月期間で検査
を実施した 2532例(複数検査例は初回値のみ)とした。
今回は SVC＜FVCとなる症例に注目し、差がそれぞれ
1%、3%、5%以上における発生頻度と身体所見および測
定値について比較を行った。

【検査装置】　チェスト社製 CHESTAC-33

【当院での基本的な測定方法と流れ】SVCはガイドライ
ン標準法に従い吸気・呼気肺活量法で 1～2回、FVCを
2回以上実施し最良のデータを選択後、SVC＜FVCとな
った場合は SVCの再検を実施している。
【結果】下表に例数と各項目の平均値を示した。

【考察及びまとめ】3%以上の発生頻度は 586例(23%)で
やや多い印象であった。身体所見および測定値の比較で

は明らかな差は認められなかった。SVCと FVCに差が
生じた場合の対応については各施設で異なると思われる

が、今後当院における対応方法の明確化と装置に搭載さ

れている FVCの SVC代入機能が患者負担軽減と検査時
間短縮に活用できないか検討し報告を行いたい。

（連絡先：093-541-1831 内線 2285）

当院における SVCと FVCの差について

◎道崎 勇二 1)、吉村 京子 1)、山下 雅美 1)、横山 智一 1)

地方独立行政法人北九州市立病院機構 北九州市立医療センター 1)
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【はじめに】線維腺腫(以下 FA)は乳腺の良性腫瘍で最も
頻度が高く,超音波(以下 US)では境界明瞭平滑な腫瘤で,
浸潤癌の併存は稀である.また,近年乳癌の術前化学療法
(以下 NAC)は標準療法の一つとなっており,その治療効果
判定の評価は CTやMRIが US検査と比較して正確であ
るとされているが,利便性という点において現在でも
US検査は汎用されている.しかし US検査での NAC治療
効果判定の評価基準は未だ明確に定められておらず,当院
では腫瘤の形状,最大径,Ｄ/Ｗ比,境界部,内部エコー,後方
エコー,随伴所見等を評価している.今回,NAC治療効果が
US所見で判定困難だった Invasive ductal carcinoma in 
fibroadenoma(以下 IDC in FA)を報告する.
【症例】44歳女性.他院で右乳房腫瘤を指摘され当院受
診.腫瘤は術前の針生検で IDC in FA,リンパ節(以下 LN)は
穿刺吸引細胞診で悪性であった為,NACが施行された.
NAC後,右乳房部分切除術及び腋窩 LN廓清施行.最終病
理診断は IDC in FA,LN転移.治療効果判定 Grade1b.
【考察】初診時 US検査で右 CD区域に 39×38×26mmの

分葉形の低エコー腫瘤.境界明瞭平滑一部粗ぞうで,内部
エコーは不均質で多数の点状高エコーを伴い,血流豊富.
後方エコー増強.カテゴリー 4とし,推定組織型は IDC,粘
液癌で,鑑別疾患は葉状腫瘍を挙げた.右腋窩 LNは皮質肥
厚し転移疑い.NAC中・後は腫瘤の超音波所見は著変な
かったが,LNは縮小傾向だった.摘出された病変は最大径
35mmの灰白色調充実性腫瘤で,組織学的には分葉形の境
界明瞭な FAであり,FAが US像での形状,境界に反映さ
れていたと考えた.内部は FAの部分と異型細胞の増生か
らなる部分が混在し,これらが US像での不均質な内部エ
コーや増強した後方エコーに反映されていたと考えた.
【結語】NAC治療効果が US所見で判定困難だった IDC 
in FAを報告した.今回の症例は FAに癌が混在している
病変で,NAC後の形状,最大径,境界部等は FAを反映し著
変なく,治療効果が判定困難だった.このような症例では
LNの評価も慎重に行うことが重要であり,更に NAC治療
効果判定を US検査で評価する際にはその病理像を理解
して臨むことが必要であると考えた.　099-224-0489

NAC治療効果が超音波所見で判定困難だった IDC in FA

◎谷山 尚子 1)、持冨 ゆかり 1)、高木 理恵 1)、前田 ゆかり 1)

相良病院 1)
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【はじめに】乳房悪性病変に対する乳房原発の悪性リン

パ腫の発生率は約 0.05～0.53％程度で稀である．また，
悪性リンパ腫の中で乳腺原発は 2％程度である．今回，
乳房原発悪性リンパ腫を経験したので報告する．

【症例】80歳代女性【主訴】左乳房にしこりを自覚．
【マンモグラフィー】左MOに境界明瞭な腫瘤影を認め
た．【超音波検査】左乳房 AC区域に 46×38×23mmの
分葉形腫瘤を認めた．境界は比較的明瞭で，境界部高エ

コー像を認めた．内部エコーは高低混在し不均質，後方

エコー増強，血流(+)．両側腋窩に有意なリンパ節腫大は
認めなかった．【CT/PET】左乳房に 4cm大の辺縁平滑
な腫瘤を認め，FDGの高度異常集積を伴っていた．【診
断・経過】針生検の結果，びまん性大細胞型 B細胞リン
パ腫と診断された．化学療法が施行され，治療開始約

2か月後の CT検査で左乳房腫瘤は消失していた．完全
寛解と判断され，現在外来にて経過観察中である．【考

察】本症例はサイズの大きい比較的境界明瞭な分葉形腫

瘤であり，血流を豊富に認めたため，まず葉状腫瘍を考

えたが，特徴的とされるスリット像は認めず，粘液癌や

浸潤性乳管癌(充実型)も鑑別にあげた．悪性リンパ腫は
一般に圧排性発育をする極低エコー腫瘤だが，腫瘤が大

きくなると間質成分や既存の脂肪織に腫瘍細胞が広がる

ため，本症例のように内部エコーが高低混在する不均質

な腫瘤像を呈することが多い．また，本症例では境界が

比較的明瞭であるにも関わらず，境界部高エコー像を認

めた．通常の haloとは異なり，極めて急速に増大する腫
瘤が周囲組織の破壊を来すことなく乳腺を圧排するため

に生じる所見と考えられている．今回の超音波検査では

悪性リンパ腫を鑑別に挙げることはできなかったものの，

サイズが大きい比較的境界明瞭な腫瘤で，内部エコーが

高低混在し，圧排による境界部高エコー帯を認めたこと

が，悪性リンパ腫の特徴を表していると考えられた．

【結語】内部エコーが高低混在したサイズの大きい境界

明瞭な乳腺腫瘤を認めた場合，悪性リンパ腫も念頭に置

いて検査する必要がある．(代表 092-541-3231内線 2022)

乳房原発悪性リンパ腫の一例

◎森 咲月 1)、平澤 五美 1)、花村 怜美 1)、大谷 楓 1)、堀下 真季 1)、天本 春菜 1)、牟田 正一 1)

独立行政法人 国立病院機構 九州がんセンター 1)
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（はじめに）甲状腺穿刺吸引細胞診後のまれな合併症と

して、前頸部の腫脹を生じることが知られており、原因

として、出血による皮下血腫の形成や、一過性に甲状腺

のびまん性な腫大を生じる急性甲状腺浮腫がある。今回

我々は、嚢胞内の充実部分に限局して穿刺吸引細胞診後

の一過性の腫脹が生じた可能性も考えられた症例を経験

したので報告する。

（症例）10代、女性。前頸部の腫脹を機に受診、初回の
超音波検査では右甲状腺に 39×20mmの腫瘤を認めた。
超音波画像上は濾胞腺腫、明らかな悪性示唆所見なく、

また細胞診も希望されず、自覚症状もないため経過観察

となっていた。

（経過）2年後、増大傾向の自覚と息苦しさ出現のため
再診、超音波検査で腫瘤は 59×28mmに増大、cysticな部
分が目立つ嚢胞性腫瘤への変化が見られた。圧迫感を伴

うため、穿刺吸引細胞診が施行された。粘度の高い赤褐

色の液体が採取され、細胞診の結果は、変性した濾胞上

皮細胞と少量のリンパ球、赤血球、組織球が見られ、細

胞学的には嚢胞を示唆する所見であった。穿刺後、帰宅

したのちも痛みが引かず、右頸部の腫大と疼痛および嚥

下時の咽頭痛が出現したため、穿刺より数時間後に再度

受診、入院加療となった。呼吸困難はなかった。超音波

検査で右甲状腺の嚢胞性腫瘤は、全体的に充実性腫瘤へ

と変化、cysticな部分は描出されなかった。皮下出血を
疑う所見はなく、また、胸鎖乳突筋および前頸筋群など

甲状腺前面組織の腫大はみられなかった。加療により疼

痛と腫脹は軽減、経過とともに右甲状腺腫瘤は嚢胞成分

が明らかになっていった。

（まとめ）甲状腺穿刺吸引細胞診後の合併症のうち前頸

部の腫脹は、自然に軽快する例から気管切開を要する重

症例まで報告があり、迅速な鑑別診断が求められる。本

症例は嚢胞内充実部分の限局した腫脹が示唆されたまれ

な合併症と考えられ、超音波検査で迅速な鑑別と評価が

可能であった。

福岡大学筑紫病院臨床検査部　腹部エコー室

092-921-1011（内線 1504）

甲状腺穿刺吸引細胞診後に嚢胞内充実成分の腫脹を生じたと考えられた 1例

◎池田 悠悟 1)、久保山 美奈子 1)、竹間 英理 1)、岩下 みゆき 1)、井田 祐子 1)、德永 実紗 1)、石川 未希 1)、川﨑 都子 1)

福岡大学筑紫病院 1)
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【はじめに】

当院では、2022年 5月に生化学・免疫部門で使用して
いる検体搬送ラインおよび分析機器の更新を実施した。

「バックアップ体制および時間外検査体制の再構築」を

目標に掲げ、見直しをおこなったので報告する。

【検体前処理装置および検体搬送ライン】

MPAM+、CLINILOG V4、STraS(A&T)
【搬送ライン接続機器】

Labospect008α(日立)2モジュール連結タイプ×2機。
Cobas8000 e801(ロシュ)×2機。
LUMIPULSE L2400 (富士レビオ)×2機。
Accuraseed(富士フイルム和光純薬)×1機。
【機器更新後の効果】

　更新から約 1ヶ月が経過し、検査遅延につながる事例
は発生していない。バックアップ体制を整えた機器につ

いては、業務時間中に 1台ずつ試薬交換などのメンテナ
ンス作業が可能となり、業務効率化に繋がっている。ま

た、時間外検査専用機器として使用していた

Labospect008α(1モジュール×1機)の廃止および 24時間
稼働の Accuraseedを搬送ラインに接続することにより機
器集約がなされ、業務効率化が図られた。時間外検査で

は、本検体搬送ラインを使用する事により、開栓作業や

検体収納が自動化され、感染防止や作業手順の削減につ

ながっている。さらに、時間外では測定していなかった

腫瘍マーカーなどが 24時間測定可能となり、時間外の
呼び出し検査や未検査検体の保管作業などの負担も軽減

した。

【まとめ】

今回の機器更新では、ほぼすべての検査についてバッ

クアップ体制を構築することが出来た。今後、機器トラ

ブル等によるダウンタイムは大きく減少するものと期待

できる。しかし、ほぼすべての検査を 24時間体制とし
たため、分析機器に搭載されている消耗品や測定する管

理試料の使用量増加に伴うコストアップ、また、時間外

に勤務するスタッフの教育が今後の課題である。

　　　　連絡先：0942-35-3311(内線 6062)

搬送ラインおよび分析機器更新に伴う運用変更の効果

◎藤井 知佐子 1)、三栖 徹也 1)、早田 峰子 1)、井上 賢二 1)、川野 祐幸 1)

久留米大学病院 1)
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《はじめに》

COVID−１９感染症に対し、検査体制や、感染対策の取り組

みを当院 ICT と共に、経時的に見直しを行なってきた。

今回は、当院においての約２年間の検査体制や感染対策の

取り組みについて、特に検査室が関わってきたことについて

紹介する。

《方法》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

① 2020年 10月より COVID-19抗原定量検査を開始した。

検査に関しては細かいマニュアルを作成し、検査を行う

全てのスタッフが同じ工程で進められる様工夫した。

② 入院時スクリーニング検査や発熱者外来に対する検査

対応の為、土、日祝日の日勤者と夜勤者をそれぞれ１名

増員した。

③ 中央採血室、および外来処置室では一人の採血毎に、

採血台や採血で使用した物品を環境フロスにて清拭し

た。

④ 生理検査室においては、１検査毎に環境フロスにて環

境整備を行った。整備後、各部屋の入り口に終わった事

がすぐに分かるよう、マグネットで目印をつけた。

⑤ ８時３０分、１７時００分に全館放送にてアナウンスを行い、

各部署、待合室等の環境整備を行った。

⑥ 食事は必ず一人で摂るようにした。

《考察・結果》

コロナ禍以前よりは、職員の感染対策意識が高くなった。

まだ続くであろう COVID-19への対策でもあるが、他の感染

症や耐性菌対策に役立つことなので、今後も継続していきた

い。

連絡先：092-939-0010（代表）

当院の COVID-19に対する感染対策の現状

◎高木 奈穂 1)、楠原 大輝 1)、津田 昌和 1)

社会医療法人 青洲会 福岡青洲会病院 1)
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[はじめに]当院では 2020年 5月より新型コロナウイルス
の PCR検査を導入し、2021年 8月より免疫測定装置に
よる抗原定量検査を導入した。この 2年間の新型コロナ
ウイルス検査に対する当院の取り組みについて、またこ

れからの利用予定について報告する。[機器]PCR測定装
置：FilmArray, GeneXpert, QuantStudio5,geneLEADⅧ,  
SmartGene  抗原定量装置：HISCL[検体採取]当院では
6機種で使用する検体は、全て VTM培地にて採取した鼻
咽頭ぬぐい液を使用している。提出検体の一本化によっ

て、過って採取することなく、検体採取者の感染リスク

を最小限にし、患者負担軽減や検体保管が可能となり、

そのメリットは大きい。また、コロナ感染患者専用病棟

に勤務する職員の感染対策の為、自身で採取可能な唾液

検査の実施も定期的に行ってきた。[測定と報告]測定は
PCR検査と抗原定量検査共に 24時間対応している。平
日日勤帯は 1日に 3回 QuantStudio5や geneLEADⅧを使
用し、その間、至急検査の依頼は GeneXpert(測定時間
50分)、SmartGene（測定時間 60分）で対応している。

FilmArrayは主に小児科の呼吸器感染症を対象に測定して
いる。現在 HISCLで測定している抗原定量検査は主に有
症状者を対象に測定している。陽性時は主治医、感染制

御部の医師、看護師へ電話連絡している。[まとめ]当院
では新型コロナウイルスの検査において 2020年 5月よ
りこれまで、呼吸器内科の医師や感染制御部と連携し、

検査体制を積極的に整えてきた。2020年 8月からは 6機
種それぞれの特徴を生かし、時間外も PCR検査に対応し、
日勤帯では多数の PCR検査依頼に対応できるようにして
いた。そのため、院内クラスター発生時も関係スタッフ

の感染状態を迅速に把握でき最小限に抑えることができ

た。現在新型コロナウイルス感染症終息後の運用を模索

しているが、検査部以外との連携を図り病院全体での機

器の活用を考え、手始めに病理部との共同利用として

AmoyDx肺癌マルチ遺伝子 PCRパネルの測定を
QuantStudio5で開始した。他部署と連携し、機器の高度
な性能を生かして、今後はさらに検査の幅を広げていけ

る可能性があると考えている。連絡先（092）921-1011

新型コロナウイルス感染症検査機器の使用経験と今後の利用について

◎細越 小夏 1)、稲員 成美 1)、田中 美穂 1)、品川 由美子 1)、小宮 佐恵子 1)、八木 雄大 1)、加藤 純子 1)、生田 幹博 1)

福岡大学筑紫病院 1)
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【はじめに】我が国での肝炎の多くは B型または C型肝
炎ウイルスに起因するとされ、ウイルス性肝炎は放置す

ると慢性化し肝硬変や肝がんに進行するおそれがあるた

め早期発見・早期治療が重要と言われている。福岡県で

は久留米大学病院に設置された福岡県肝疾患相談センタ

ーを中心として肝炎対策が行われ、肝炎に対する受検・

受診推奨や検査後のフォローアップを目的として肝炎医

療コーディネーターの養成が進められている。

【経緯】福大筑紫病院は福岡県肝疾患専門病院であり、

検査部では 2017年より肝炎医療コーディネーターの資
格の取得を進め、2022年 4月時点で 8名の肝炎医療コー
ディネーターが在籍している。当院では以前から消化器

内科により肝炎対策が行われてきたが、肝炎ウイルスマ

ーカー陽性者の拾い上げが十分とは言えなかった。また、

検査部では検査結果を主治医へ報告するのみで専門医へ

の受診を促すなどの対策は行っていなかった。

【方法】2021年に消化器内科より肝炎ウイルスマーカー
陽性者の抽出の依頼を受けたことをきっかけに、検査部

と肝臓専門医が連携し肝炎ウイルスマーカー陽性者の早

期治療を勧める肝炎対策を開始した。臨床検査システム

HOPE/LAINS-GXを使用し 1ヵ月毎の陽性者を抽出し、
電子カルテシステム HOPE/EGMAIN-GXで陽性者の消化
器受診の有無を確認、消化器内科未受診の陽性者のリス

トを作成し肝臓専門医へ報告。報告を受けた肝臓専門医

は主治医に連絡し消化器内科への受診を促すという運用

を行った。

【効果】検査部が介入する前と後での陽性者の紹介受診

率を比較すると、介入前 20％が介入後 41％と改善が認
められた。

【まとめ】活動を始めてから 1年ではあるが、効果が認
められた。今後も肝臓専門医と連携をはかり、検査を依

頼した専門医ではない医師に陽性者の受診の必要性を理

解してもらえるよう活動を続けるとともに、多職種への

肝炎医療コーディネーターの普及を推進し病院全体で取

り組んでいくことで効果が認められると考える。

福岡大学筑紫病院臨床検査部　092-921-1011

当院における肝炎医療コーディネーターとしての検査技師の役割

◎德永 実紗 1)、石川 未希 1)、井田 祐子 1)、岩下 みゆき 1)、竹間 英理 1)、久保山 美奈子 1)、池田 悠悟 1)、光井 朋子 1)

福岡大学筑紫病院 1)
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「背景」2016年に厚生労働省より「医療機関は、肝炎ウ
イルス検査の結果について確実に説明を行い、受診につ

なげるよう取り組む。」との肝炎対策基本指針改正案が

発表された。しかし当院では肝炎ウイルス陽性者に対す

る取り組みはなされていなかったため、臨床とのやりと

りを経て 2022年 1月から肝炎ウイルス陽性者に対する
院内連携を開始した。

「目的」肝炎ウイルス陽性者の未告知防止のため院内連

携を開始した。患者の未受診、未治療を防ぐことを目的

とした。

「方法」臨床検査技師が毎週火曜日に前週火曜日から月

曜日分の HBs抗原陽性、HCV抗体陽性を抽出し、エク
セルの陽性者リストを作成する。毎週金曜日に肝臓内科

の医師 3名、薬剤師 1名、臨床検査技師 1名によるカン
ファレンスを行う。カンファレンスでは陽性者リストを

もとに電子カルテの確認を行い、告知がなされていない

場合や告知の有無が確認できない場合は告知の依頼を行

う。告知の依頼は医師が電子カルテの記事と伝言機能に

肝炎ウイルス検査が陽性であったこと、未告知の場合は

告知を行うこと、告知を行った際は電子カルテに記載す

ることといった旨の記入を行う。また同時に主治医への

電話連絡を行う。陽性者リストでは告知依頼不要、告知

依頼済、告知確認済、患者 IDの重複を管理している。
「結果」2022年 1月から 4月の 4ヶ月間で陽性者数は
HBV18件、HCV76件、合計 94件であった。陽性者のう
ち電子カルテから告知の有無が確認できなかった

HBV4件、HCV26件、合計 30件に告知の依頼を行った。
うち 7件は自身が陽性であることを知らなかった。本活
動は肝炎ウイルス陽性者の未告知を防ぐ取り組みとして

有意義であった。また訴訟リスクの回避につながり施設

にとっても有益であった。

連絡先 080-1797-0248

当院における肝炎ウイルス陽性者に対する院内連携について

◎黒田 友啓 1)、西堂園 紀子 1)、大穂 有恒 1)

社会医療法人 製鉄記念八幡病院 1)
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（はじめに）

　感染防止対策チーム(以下 ICT）は感染防止対策に関す
る様々な活動を行う他職種から構成されている。当院で

も感染及び抗菌薬カンファレンスを定期的に実施してい

る。当院は細菌室がなく一部の検査以外外部委託先（以

後外注先）と密接に連携し、感染防御を行っている。

（活動内容）

1. 検体、伝票記載、細菌システム管理、指導

（１）適切な検体採取、提出方法、採取部位の確認　　　

2. 発生報告

（１）ICTで取り決めている監視菌及び無菌的検体から
の検出を抽出し発生報告書を作成

（２）連絡主治医、病棟責任者へ連絡、カルテ記載。ま

た、主治医不在時は診療科の上級医に連絡

3. 感染情報シート作成

週報を編集し、病棟ごとの検出菌、薬剤耐性菌の検

査材料ごとの発生件数を職員に周知指導。

4. 感染制御会議

毎週月曜日に ICTメンバーで実施。検査部は薬剤耐
性菌が検出された対象患者の必要事項（菌量、検査

材料、炎症等）の報告

5. JANISへのデータ報告
外注先が作成した集計データ送信 JANISの情報をも
とに全国、地域、当院の感染状況の比較、把握。

７．アンチバイオグラム

（1）外注先が作成した年報を編集し院内に周知
８．環境ラウンド

（1）感染物等の分別の確認
（2）個室管理患者の感染対策など

（まとめ）

　　外注先の集計データを活用し、院内での発生報告の

手順をマニュアル化し報告することで迅速な抗菌薬

の決定に貢献し院内の薬剤耐性菌の発生状況を周知

することで、院内アウトブレークの防止に努めるこ

とが出来た。　　

連絡先　092-923-1551（内線 2223）

当院検査部の ICT活動への取り組み

◎井上 真太郎 1)、菅野 直美 1)、河野 賢二 1)、畑田 祐也 1)、縄田 勇貴 1)、中原 歩未 1)、新田 誠 1)

福岡県済生会 二日市病院 1)
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【はじめに】当検査室には各種検査マニュアルや精度管

理台帳など多くの文書が存在し、紙での保管を基本的な

運用としてきた。しかし、2018年 12月 1日に施行され
た医療法および臨床検査技師法の改正により各種作業

書・日誌等の作成が義務化されたことで、当検査室が抱

える文書はさらに膨大となっている。これを管理する方

法として検査部門システムの文書管理ソフト CLINILAN 
PV pro（株式会社エーアンドティー）に注目し、2020年
に導入が実現した。その結果をここに報告する。

【目的】文書管理ソフト（CLINILAN PV pro）導入によ
る法改正後の対応と業務への影響を利用者の目線から分

析・評価し、今後の運用につなげる。

【方法】

１）ファイル管理機能の分析：文書管理ソフトの文書保

管機能と文書検索機能を評価する。さらに、文書管理ソ

フトを用いることでどれくらいの紙の消費を削減できて

いるか算出する。

２）ワークフロー機能の分析：導入前後の回覧方法を比

較し、どう変化したか考察する。

３）課内満足度調査：ソフトを利用する検査技師に対し

満足度調査を行い、利用者の意見をまとめて分析する。

【結果】

１）ファイル管理により、膨大な文書の一元管理が可能

となった。さらにペーパーレス化が進み、紙とスペース

の消費が減った。

２）ワークフローの使用により回覧の進行状況を把握で

きるようになったことに加え、勤務状況に関わらず回覧

が可能となり、従来の手渡しの手間がなくなった。

３）課内満足度調査では、高い満足度評価を得た。

【考察】文書管理ソフト導入により、法改正に対応した

文書管理が可能となった。さらに、多くの文書のペーパ

ーレス化、効率的な文書検索、スムーズな回覧が可能と

なり、業務改善にもつながった。今後もこのソフトを活

用して文書管理を効率よく、確実に行うことで、検査室

の品質を保ちたい。

連絡先：092-939-0010

文書管理ソフト（CLINILAN PV pro）導入による法改正対応と業務への影響

◎亀甲 美佳 1)、瀧井 詩織 1)、毛利 明樹 1)、高木 奈穂 1)、津田 昌和 1)

社会医療法人 青洲会 福岡青洲会病院 1)
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【背景】試薬管理台帳の整備は 2018年 12月の医療法改
正により義務化されている.当院は 2019年 7月に手書き
管理から FileMakerでの管理へ変更した.同年 11月より株
式会社アイディエスと検査システム IDS LABOWARE内
の物品管理ソフト開発を行い,2020年 2月より同ソフト
を用いた管理へ移行した.今回,検査システム内物品管理
ソフト導入効果の評価と当院で経験した管理手法(手書き,
Filemaker,LABOWARE)の比較を行った.
【対象・方法】2018年 12月から 2022年 3月までの試薬
消耗品の使用履歴を対象とした.記録不備数,ABC分析,年
度別の購入金額,平均在庫期間(月別),在庫回転率,在庫金額
を評価した.
【結果】記録不備は手書き 1465件,Filemaker551件,
LABOWARE383件で物品管理ソフトの導入により減少し
た(p＜0.05).ABC分析における A群は免疫 35％,生化学
７％,凝固 5％,血液ガス 4％,微生物 4％,血液 4％,一般 2％,
輸血 1％であった.購入金額は 2019年度 277±204万円,
2020年度 236±43万円,2021年度 297±43万円であった.売

上原価率は 2019年度 13.4％,2020年度 17.8％,2021年度
20.7％であった.在庫金額は 2019年度 629±124万円,
2020年度 491±96万円,2021年度 461±50万円であった.
LABOWARE導入後に在庫金額を最大 352万円削減でき
た.在庫回転率は 2019年度 4.98±3.8,2020年度
4.6±3.5,2021年度 7.7±6.7であった.平均在庫期間(月別)は
2019年度 3.4±2.1,2020年度 4.6±4.0,2021年度 3.5±3.2であ
った.在庫金額や在庫回転率は改善されたが,購入額は増
加した(p＜0.05).
【まとめ】検査システム内物品管理ソフト導入により作

業の効率化が得られた.毎月の購入額や在庫額のバラツキ,記
録不備の減少が確認できた.在庫定数や発注サイクルの見
直しを行えた事が在庫金額や在庫回転率の改善につなが

った.検査システム内物品管理ソフトは経営意思決定の上
で重要で経営面から病院運営に貢献出来ると考えられる.

連絡先：099-223-1151（内線 7315）

臨床検査システム内物品管理ソフト導入効果に関する報告

◎吉野 歩 1)、橋本 剛志 2)、松元 亜由美 2)、本郷 剛 2)、一瀬 康浩 2)、吉原 正保 2)

国立病院機構 鹿児島医療センター 1)、独立行政法人 国立病院機構 熊本南病院 2)
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【はじめに】血液ガス分析装置は、急性期医療に欠くこ

とが出来ない代表的な臨床現場即時検査（point of care 
testing：POCT）の 1つである。POCTの特徴は検査結果
の即時報告ができ、診断・治療に反映させることができ

る迅速性にあるが、近年は精度の確保が問題となってい

る。今回我々は臨床検査情報システム（laboratory 
information system:LIS）及び血液ガス分析装置の更新・
増設に併せて、サーバーを設置し、検査室外の血液ガス

分析装置の管理を開始したので報告する。

【対象】LISは CLINILAN GL-3(A&T社)、血液ガス分析
装置は GEM5000(ILジャパン社)を導入し、検査室：2台、
救命救急センター：2台、血管造影室：1台、病棟：3台
(ICU：1台、PICU：1台、GICU：1台)の合計 8台の管理
を開始した。また、サーバー(GEMweb Plus 500)を導入し、
検査室で一括管理できるようにした。

【運用】検査技師が管理する以前は病棟の血液ガス分析

装置がオフラインで運用されており、時系列のデータ管

理が困難な状況にあった。しかしながら、LISと接続し、

オンラインの運用に切り替えたことで病棟スタッフの業

務負担軽減に繋がった。またサーバー管理によって、検

査技師が検査室内外の実機を確認することなく、機器の

状態、試薬の残テスト数を把握できるようなった。精度

管理については我々が得意とする分野であり、精度の確

保も可能となった。

【課題】検査室が管理している血液ガス分析装置は 8台
であるが、まだ他部署で管理されている血液ガス分析装

置（他メーカー）があり、それらはオフライン運用であ

るため今後の課題である。さらに他の POCT機器も院内
に存在しており、管理について検討する余地がある。

【まとめ】LIS及び血液ガス分析装置の更新を契機に検
査室外の装置管理も開始した。検査技師が管理するよう

になったことでこれまで以上に精度の確保が可能となっ

た。検査室の外で活躍できる技師の育成はタスクシフト

にも繋がるため、臨床のニーズを見極めながら、推進し

ていきたい。

連絡先：096-384-2111（内線 6372）

血液ガス分析装置のサーバー導入による一括管理の有用性

◎河野 真吾 1)、冨田 遥加 1)、中山 梓 1)、熊谷 理絵 1)、吉田 雅弥 1)、山崎 卓 1)

熊本赤十字病院 1)
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【はじめに】当院の外来採血室は、臨床検査科を中心に

日々、採血業務を実施している。総合病院としては全国

的にも珍しい運用管理形態と言える。我々の意見がより

反映しやすい環境ではあるが、採血は患者に針を穿刺し

痛みを伴う侵襲性のある医療行為であるため責任も重大

である。今回は、採血室の主な取り組みについて報告す

る。

【主な取り組み】1.早朝採血（AM8：00～8：30）・・
9：00からの診察の方が対象で 1日 8名を上限に予約制
を導入。2.VVR（血管迷走神経反応）・・・気分不良時
の対応マニュアル改訂及びビデオ作成。勉強会やシミュ

レーションの実施。3.採血時の検査内容説明・・・採血
管毎の検査内容及び血液採取量などについて。

【効果】1.検査科のスタッフ全員（新採用も含む）がロ
ーテーションで対応することにより、9時の診察への結
果報告が可能。また、早朝採血予約制導入により、採血

患者数を制限することで、外来看護師の応援も不要とな

った。2.マニュアル、ビデオ教育により採血室スタッフ

のみで迅速かつ適切な対応が可能になった。更に患者情

報を記録表に記入することで臨床への正確な情報提供が

可能となった。3.採血をしながら簡単な検査内容や採血
量などを説明することで患者の不安軽減にも繋がってい

ると考えられる。

【結語】早朝採血予約制導入を機に、スタッフ全員が採

血できる体制を構築し維持している。これは検査科全体

としてのレベルアップに繋がったと自負している。

VVR（血管迷走神経反応）については、スタッフの教育
により患者の安全確保および看護師の業務軽減等にも貢

献している。採血という短い行為の中でも、簡単な説明

を行うことは患者サービス向上に繋がっている。それで

も未だ解決すべく課題は残っており、模索検討中である。

しかしながら、患者の気持ちに寄り添って行う採血こそ

が診療への第１歩であると日々感じている。

連絡先：096-364-6000（PHS-6127）

当院、外来採血室における最近の取り組みについて

～ 個人のスキルアップからチームのレベルアップへ ～

◎今田 龍市 1)、浦田 幸子 1)、垣屋 明子 1)、最所 このみ 1)、永尾 佳耶 1)、田端 栞 1)、岡崎 佑美 1)、西浦 明彦 1)

医療法人創起会 くまもと森都総合病院 1)
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【目的】近年問題となっている非アルコール性脂肪性肝

疾患（NAFLD）の予後因子として肝線維化進展が最も重
要である。非侵襲的に肝線維化を評価する方法として、

糖鎖バイオマーカーM2BPGiが有用視されている。今回、
非飲酒者におけるメタボリックシンドローム因子が及ぼ

す肝線維化の評価検討を行った。

【対象と方法】2020 年 9 月～2021 年 8 月までの人間ド
ック受診者のうち非飲酒者（HBV/HCVを除く）563名
を対象とした。検討因子は BMI・腹囲・空腹時血糖
（BS）・ HbA1c・中性脂肪（TG）・血小板（PLT）・
Fib-4 index（Fib-4）とし、M2BPGi陽性群において腹部
超音波検査（B-mode）を用いて肝脂肪化の程度を検討し
た。脂肪肝の判定は日本超音波医学会「脂肪肝の超音波

診断基準」より半定量的所見を用いて軽度、中等度、高

度に分類を行った。

【結果と考察】BMI、TGにおいて有意な結果が得られ、
肥満や脂質異常症など、生活習慣病が線維化進展リスク

因子として示唆された。また、M2BPGi陽性 74名のうち、

54名（73％）が超音波検査にて脂肪肝所見を認めた。そ
のうち、線維化進展リスクが高いと示唆された BMIや
TGの高値群では中等度、高度の脂肪肝の割合が多い結
果であった。脂質異常症を伴う脂肪肝は線維化進展の評

価が極めて重要だと考える。

【結語】単純性脂肪肝・ NAFLD・非アルコール性脂肪
性肝炎は病態が進行するまで自覚症状が現れないため肝

線維化進展の重要性を認識し、肥満や脂質異常症がある

場合には、M2BPGi の測定を勧め、肝線維化進展例を早
期に拾い上げることが重要と考える。超音波検査による

脂肪化定量評価が臨床応用されており、今後は脂肪化定

量評価とエラストグラフィにて非侵襲的線維化進展評価

を行い、適切なスクリーニング・診断を行う必要がある。

連絡先 0944-87-9490
　　　 yobou-kensa@kouhoukai.org

M2BPGi を用いたメタボリックシンドローム因子との肝線維化評価の検討

◎平田 彩 1)、寺﨑 裕子 1)、松田 紗知 1)、池上 珠美 1)、中島 久恵 1)、永沢 善三 2)

医療法人社団 高邦会 高木病院 1)、国際医療福祉大学 福岡保健医療学部 2)
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【はじめに】2019 年 11月に当院と姉妹病院提携を結ん

だオーストラリアにある Princess Alexandra Hospital(以下
PAH)で 1カ月間研修を行う機会を頂いた。他国での研修

を経験して海外と日本の検査室と比較し、今後の働き方

や業務改善について検討したので報告する。【比較内容】

職員数、勤務シフト、検査技師の業務範囲および業務内

容について比較した。【結果】PAHは総職員数 5800人

/780床、検査職員数 160人、検査専属事務 21人、当院

は総職員数 2011人/1097床、検査職員数 65人、検査室

事務は 2人と、職員数に圧倒的な違いがあった。24時間

運用は同じだが、当院が 2交代制であるのに対し 6交代

制を行うなど充分な人員を確保されたなかで効率的に業

務が行われていた。業務範囲に関しては大きく微生物

学・生化学・病理学・血液学の 4部門に分けられており、

私が現在所属している生理検査に該当する部門は存在し

ないがエコー検査は sonographer、心電図検査は
physiologist、また採血は phlebotomistがそれぞれ検査を
行い各スペシャリストが業務に特化していて横断的業務

はない。研究も熱心で scientistな部分も垣間見えた。エ
コー・心電図検査は完全予約制で患者を待たせることな

く検査されていた。コロナ流行前であったが、機器の消

毒や患者毎にシーツを変えるなど感染対策もしっかり行

われていた。州立病院では電子カルテや検査システムが

確立しており連携する全病院のデータが回覧可能となっ

ており、各病院で全項目、全機器で共通の SOPが準備さ
れていた。小規模病院は最低限の検査のみ自施設で行い

その他の検査は大規模施設へ検体を搬送するシステムで

あり、州立病院規模で医療を支えていた。【まとめ】日

本の検査業務とは内容や働き方、意識など大きな相違が

あった。外国に比べ日本の検査技師の業務は多く、更に

タスクシフトも始まり業務拡大が進む一方専門性も求め

られ、限られた人数での業務の効率化、働き方の見直し

など重要となってくる。当院では、まずは感染対策を中

心に業務の改善を試みた。今後、業務の改善、効率化を

進め更なる業務拡大が行えるのか検討を進めていきたい。

連絡先：0942-35-3322（内線 2106）

海外研修を経験して～働き方や業務についての検討～

◎小玉 あかね 1)、一村 健一 1)、大塚 雅文 1)、池上 新一 1)

社会医療法人 雪の聖母会 聖マリア病院 1)
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【はじめに】新型コロナウイルス(SARS-Cov-2)感染症の
確定診断には、咽頭あるいは鼻腔のぬぐい液や唾液を試

料とし、SARS-Cov-2のウイルス RNAを RT-PCR法など
の遺伝子検査により直接証明する方法や抗原定量検査、

抗原検査のイムノクロマト法がある。しかし、遺伝子検

査の実施には、十分な環境整備と熟練した人材の確保が

必要であること、さらに遺伝子検査自体が迅速性に欠け

るなどの問題がある。したがって、今後の検査体制を構

築する上では、より簡便で迅速かつ高い処理能力を持っ

た検査方法が有用であると考える。当院の SARS-Cov-
2感染の可能性がある患者への対応を検討した結果と運
用事例を報告する。

【方法】メーカーから提供された陽性一致率及び、感

度・特異性のデータを参考に試薬性能を検討した。これ

らの結果をもとに、SARS-Cov-2感染の可能性がある患
者に対する検査体制マニュアルを作成し運用を開始した。

①運用開始初期:抗体検査にビトロス SARS-Cov-2Total抗
体試薬(オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス

社)、抗原定性検査にイムノエース®SARS-Cov-2(タウン
ズ社)、外注 PCR検査(シー・アール・シー(CRC)社)を用
いた。②PCR 検査機器導入後:PCR検査に全自動遺伝子解
析装置 Smart Gene®(ミズホメディー社)、エリートインジ
ーニアス(プレシジョン・システム・サイエンス社)を用
いた。③抗原定量検査導入後(現在の運用方法):抗原定

量検査にアキュラシード SARS-Cov-2抗原試薬(富士フイ
ルム和光純薬社)を用いた。
【考察】SARS-Cov-2感染の可能性がある患者に対して、
全例遺伝子検査を実施出来るのが理想ではあるが、検査

件数の増加に伴い、試薬の供給や迅速性の観点から厳し

い状態であった。抗原定量検査を組み合わせたことで、

検査件数の増加に対応出来たと考える。また、濃厚接触

者の職員に対し、出勤時抗原定量検査を実施したことで、

院内の感染予防、人員確保の両面で貢献出来たと考える。

恩賜財団 社会福祉法人 済生会二日市病院
検査部 畑田　祐也  　092-923-1551　内線（2223）

当院における SARS-Cov-2感染症に対する運用報告

◎畑田 祐也 1)、縄田 勇貴 1)、新田 誠 1)

福岡県済生会 二日市病院 1)
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【はじめに】当院では COVID-19関連検査として迅速検
査(Rp)と PCRを実施していたが､2022年 2月に新たに抗
原定量検査(Ag)を導入した｡Agの導入に伴い当院での
COVID-19の運用も変更された｡今回 COVID-19運用内容
と集計結果について報告する｡

【方法】Rpと PCRは 2021年 4月から 2022年 3月まで
の 1年間を対象に月別と年齢別で検査数の集計を行った｡
Agは 2022年 2月から 3月までの 2ヶ月を対象に検査数
と導入後の他検査の推移について集計した｡また､同日に

複数の COVID-19関連検査を実施した患者で PCRの判定
と結果が乖離した症例の検討を行った｡

【結果】年間総計数に対する Rpと PCRの月別最大検査
数は､Rp,53/378件(14.0%,2021年 8月)､PCR,161/715件
(22.5%,2022年 1月)であった｡年齢別の検査数は 10歳未
満が Rp,80/378件(21.2%)､PCR,129/715件(18.0%)を占め、
次いで 80歳代が Rp,77/378件(20.4%)､PCR,101/715件
(14.1%)を占めた｡Agの検査数は 938件(2ヶ月間)あり､
Ag導入後 Rpの検査数は月平均 36.5件(2021年 4月から

2022年 2月まで)から月平均 6.5件(2022年 2月から 3月
まで)と減少したが､年齢別検査数は 10歳未満で導入前が
月平均 7件で導入後も月平均 5件と著変は見られなかっ
た｡また､同日に PCRと Rpを実施した 321件中､結果が
乖離した 5件は Rp(-)PCR(+):3件､Rp(+)PCR(-):2件であり､
同様に PCRと Agを実施した 44件中､結果が乖離した
2件は Ag(-)PCR(+)と Ag(+)PCR(-)であった｡
【考察】検査数は県内の感染状況に伴い推移し､重症化

リスクのある小児や高齢の患者に多いと考えられる｡

Ag導入後の Rpの件数は減少しているが､10歳未満に対
する検査数はあまり変動がなかった｡これは Rpで用いる
抽出液は小児の発熱の原因となる RSウイルス等の迅速
検査にも使用でき､同時に依頼される件数が多かったた

めと考えられる｡PCRと Agの結果の乖離については再検
対象設定値の検討を含め､解析を行う予定である｡

　　　　　　　　　　　　連絡先 0942-22-6111(内線 269)

当院における COVID-19関連検査の運用と現状

◎岩代 翔吾 1)、野下 七海 1)、大和 美里 1)、齊藤 祐樹 1)、森下 ゆき 1)、吉永 英子 1)、天本 貴広 1)

久留米大学医療センター 1)
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＜はじめに＞当施設では、現在、新型コロナウイルスの

検査は Rt-PCR法として、島津製作所の
「AmpdirectTM2019-nCOV検出キット」（以下、島津）と
ベックマン・コールターの「GeneXpert」(以下、Gxp)を
用いて検査を行っている。当施設では、検査数に応じて

両試薬機器を使い分けている。その際、試薬機器間差を

考慮し再検査の対象としている場合の報告をする。

＜対象＞2022年 3月から 6月の期間の当施設に検査の依
頼があった鼻咽頭ぬぐい液、唾液検体を対象とした。

＜方法＞①島津の試薬を用い検査機器 CronoSTAR(タカ
ラバイオ)で測定し、N1又は N2の片領域のみ立ち上が
りがみられた検体を Gxpで再検した。②Gxpで測定し、
推定陽性（エンベロープのみ立ち上がりがみられ、N2の
立ち上がりがない）となった検体を島津で再検した。

＜結果＞①島津測定 5609件中、N1のみ陽性は 23件、そ
のうち Gxpで再検したところ、陽性 19件、陰性 4件と
なった。また、N2のみ陽性は 15件。そのうち Gxpで再
検したところ、陽性 10件、陰性 5件となった。Gxpで再

検し陽性であった平均 Ct値は N1のみ陽性 38.3，N2の
み陽性 36.8と高めであった。また、Gxpで再検し陰性で
あった平均 Ct値は N1のみ陽性 38.9，N2のみ陽性
38.4と、陽性より陰性となった Ct値が若干高めであった。
②Gxp測定 1145件中、推定陽性 6件。そのうち島津で再
検したところ、陽性 2件、陰性 4件となった。島津で再
検し陰性となった 4件のエンベロープの平均 Ct値は
41.2と高かった。また、島津で再検し陽性となった 2件
は N1のみ立ち上がりがみられ、そのうちの 1件の Ct値
は 40.8，島津 N1Ct値 38.9と高かった。もう 1件の Ct値
は 16.7，島津 N1Ct値 19.6と低かった。
＜考察＞今回、再検査を行った検体の Ct値は 40付近と
高く、ウイルス量が少ないものが多かった。Ct値が低く
陽性であった検体は N2の変異が考えられた。片領域の
みの増幅曲線の立ち上がりは試薬機器間差を考慮し、

2台を使い分けて再検査を行うことが有用であった。ま
た、Ct値の報告も併用することでウイルス量の指標に繋
げていければと思われた。　　　連絡先：0952-37-3302

新型コロナウイルス PCR検査の再検査の状況について

◎五島 香代子 1)、森田 要 1)、小柳 裕美 1)、藤野 真己 1)、北島 理恵 1)

公益財団法人 佐賀県健康づくり財団 1)
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【はじめに】新型コロナウイルス感染症は、現在まで

様々な変異を繰り返しながら流行しており、2022年 6月
現在、オミクロン BA.2系統が国内における感染の主流
となっている。地方都市でもクラスター発生が報告され

ているが、次世代シーケンサ（以下、NGS）を用いた地
方都市の感染経路に関する報告は依然として少ない。今

回我々は、地方都市における感染経路解析のため、当院

で発生した院内クラスター検体と市中感染検体に対して、

NGSを用いた全ゲノム解析を実施したので報告する。
【対象】久留米大学病院で 2022年 3月から 5月の間に
SARS-CoV-2 PCR検査陽性となった 57検体を対象とした。
内訳は、院内クラスター（院内群）18検体と、市中感染
（市中群）39件とした。
【方法】対象検体からMaxwell RSC 
Instrument（Promega）による核酸抽出を行い、
Genexus（ThermoFisher）によるシーケンシングおよびゲ
ノムデータ解析を行った。また、Nextcladeおよび
Pangolinによる Pango系統の分類、系統樹解析を行い、

PopARTによるネットワーク解析を実施した。
【結果および考察】院内群 18検体中 17検体（94%）が
BA.2.24であった。残り 1検体は BA.2であり、系統樹解
析から他の院内群と異なる感染経路であることが推察さ

れた。市中群における BA.2.24は 39検体中 15検体
（38%）であり、院内群は市中群と比較し BA.2.24の割
合が有意に高かった（p<0.01）。ネットワーク解析では、
市中群 BA.2.24に比べ、院内群 BA.2.24にはゲノム多様
性がないことから、単一侵入経路から院内感染伝播が生

じた可能性が示唆された。

【まとめ】NGSによる全ゲノム解析を用いることで市中
感染と院内感染の関連性の検討が可能であり、感染状況

の疫学調査や院内感染の伝播経路解析に有用である事が

示された。今後は、症例を蓄積し、地域における感染経

路の解析を進める予定である。

連絡先：0942-35-3311 （内線 5445）

次世代シーケンサ全ゲノム解析による COVID-19院内クラスターの感染経路解析

◎梶原 亮佑 1)、宮本 直樹 1)、田代 尚崇 1)、大坪 直広 1)、堀田 吏乃 1)、川野 祐幸 1)

久留米大学病院 臨床検査部 1)
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【はじめに】尿沈渣検査は，腎・泌尿器系疾患のスクリ

ーニング検査として有用であり，特に膀胱炎や腎盂腎炎

などの尿路感染症で，尿中細菌の判定が診断に必須とい

える．近年，業務の効率化や迅速化を図る目的で，尿中

有形成分分析装置の普及が進んでおり，当院でも自動尿

中有形成分分析装置 UF-5000（以下 UF-5000，Sysmex）
を導入している．今回，尿中細菌の判定結果が UF-5000
と目視で乖離した 2症例を経験したので報告する．
【症例】症例 1：60歳代女性．2型糖尿病の加療目的で
当院内分泌代謝内科に入院となった．尿検査提出時には

膀胱炎を繰り返しており，前医より抗生物質が投与され

ていた．症例 2：70歳代男性．膀胱癌術後の既往があり，
泌尿器科外来に通院中であった．年 1回 CT検査が実施
されており，直近の検査で慢性膀胱炎を疑う所見を認め

ていた．【検査所見】症例 1：《尿定性》白血球反応
(±)，亜硝酸塩(-)《尿沈渣》UF-5000では，白血球 5~9個
/HPF，細菌(-)と判定された．目視では，白血球 5~9個
/HPF，フィラメント状に細く伸びた形状の細菌を認め，

判定は(1+)と報告した。UF-5000のスキャッタグラムを
確認すると，細菌のスキャッタグラムでゲートから外れ

た位置にプロットの集積を認めた．症例 2：《尿定性》
白血球反応(3+)，亜硝酸塩(+)《尿沈渣》UF-5000では，
白血球 100個以上/HPF，細菌(-)と判定された．目視では，
白血球 100個以上/HPF，細菌は多数の球菌が認められ，
判定は(2+)と報告した．UF-5000では，細菌のスキャッ
タグラムは特に問題なかったが，赤血球のスキャッタグ

ラムで，不明成分のプロットの集積を認めた．

【考察】結果が乖離した原因は，症例 1では抗生物質に
より菌体が変化したこと，症例 2では菌の大きさと形態
から細菌と認識できなかったと考えられた．UF-5000と
目視の±1ランク一致率は，多施設の検討において良好な
結果を示していたが、本症例のように乖離する症例も存

在する。そのため，スキャッタグラムを注意深く確認す

ることで，成分の見落としを防ぐきっかけになると考え

る．

連絡先 0942-35-3311（内線：6063）

尿中細菌の判定結果が機械法と目視法で乖離した 2症例

◎池田 美咲 1)、岡田 和大 1)、垂水 俊樹 1)、久保山 健治 1)、棚町 千代子 1)、川野 祐幸 1)

久留米大学病院 1)
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【はじめに】2,8-ジヒドロキシアデニン(2,8-DHA)結晶は、
常染色体劣性遺伝の疾患であるアデニンホスホリボシル

トランスフェラーゼ(APRT)欠損症で尿中に認められる異
常結晶である。2,8-DHAは難溶性であるために結晶化し
やすく、尿路結石症の原因となり、腎不全に至る場合も

ある。今回、我々は原疾患不明の末期腎不全に対して生

体腎移植が行われた患者の尿中に 2,8-DHA結晶を認めた
症例を経験したので報告する。

【症例】60歳代男性。20歳代より尿路結石を繰り返し
ていた。50歳代より尿蛋白と血清クレアチニン上昇を指
摘されており、徐々に腎機能障害が進行したため当院に

紹介され、生体腎移植を行った。生体腎移植 1カ月後の
尿沈渣中に褐色で円形の結晶を認め、結晶は形態から

2,8-DHA結晶が疑われた。また、結晶を封入した円柱も
同時に認めたことから腎機能障害との関連が疑われた。

臨床に 2,8-DHA結晶が疑われることを報告し、その後
APRT欠損症に対する治療薬フェブキソスタットの内服
が開始された。現在は、尿沈渣中に 2,8-DHA結晶は認め

られず、腎機能は良好である。

【尿検査所見（生体腎移植 1カ月後）】
pH5.0、蛋白(-)、糖(-)、潜血(±)、赤血球：1個未満
/HPF、白血球：10~19個/HPF、尿細管上皮細胞：1個未
満/HPF、褐色で円形の結晶を認め、結晶円柱(+)であった。
結晶の化学的性状確認を行ったところ、10%KOHに溶解
し、EDTA加生理食塩水に不溶であった。また、後日行
われた腎生検の組織像においても、褐色調の結晶が尿細

管や間質に沈着していた。

【まとめ】2,8-DHA結晶は比較的稀な結晶であり、尿酸
塩と形態が類似するが、形態と鑑別法によって推測する

ことは可能である。今回は、原疾患が不明のまま施行さ

れた生体腎移植後の尿沈渣から 2,8-DHA結晶が認められ、
臨床への報告により移植腎の機能障害を未然に防ぎ得た

症例と考えられる。改めて疾患の早期発見、治療に対す

る尿沈渣の重要性を認識させられた症例であった。

連絡先：092-642-5758

腎移植後の尿沈渣から 2,8-DHA結晶を認めた一例

◎向窪 七海 1)、川満 紀子 1)、白濱 早紀 1)、上田 沙央理 1)、上原 亜弥 1)、堀田 多恵子 1)

国立大学法人 九州大学病院 1)
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【はじめに】尿沈渣に出現する異型細胞の約 90％は尿路
上皮癌細胞であり、悪性リンパ腫細胞が出現することは

まれである。今回われわれは、尿沈渣で悪性リンパ腫細

胞を推定できた症例を経験したので細胞像を中心に報告

する。

【症例】80代、女性。
【既往歴】肝細胞癌(2008年)、肺門部濾胞性リンパ腫
(2011年)、濾胞性リンパ腫多発リンパ節転移(2015年)。
【現病歴】肝細胞癌および濾胞性リンパ腫のため当院外

来に通院中であった。数日前から倦怠感や脱力、頻尿、

下肢浮腫が増悪し、体動困難となったので当院救急外来

を受診し、精査加療目的で同日緊急入院となった。

【入院時尿検査所見】茶色混濁、蛋白(3+)、潜血(3+)、白
血球(+)、赤血球(21364/HPF)、白血球(10-19/HPF)、細菌
(3+)、異型細胞(悪性リンパ腫を疑う細胞)。
【尿沈渣所見】多数の赤血球を背景に、白血球よりやや

大きく、N/C比が極めて高い類円形細胞が孤立散在性に
出現していた。細胞には核クロマチンの増量や核小体、

核の切れ込み不整がみられ、悪性リンパ腫細胞を疑った。

そのため、すぐに塗抹標本を作製してメイ・ギムザ染色

で確認し、悪性リンパ腫を疑う細胞として報告した。

【画像所見】入院時の造影 CT検査では 2ヵ月前と比較
して肝細胞癌の増大を認めた。また、膀胱の全周性壁肥

厚および膀胱周囲から直腸周囲や骨盤腔に至る腫瘍性病

変が新規に出現していた。新規病変は悪性リンパ腫の転

移が疑われた。

【組織診断】骨盤内の腫瘍性病変から針生検が行われ、

免疫染色で CD20・ CD10陽性、CD3・ CD5陰性、
MIB-1陽性率 50％以上で、びまん性大細胞型Ｂ細胞リン
パ腫（濾胞性リンパ腫からの形質転換）と診断された。

【まとめ】尿沈渣で異型細胞の結合性のなさ、N/C比の
高さ、核の切れ込みに着目したことで悪性リンパ腫細胞

を推定できた。悪性リンパ腫細胞を疑った場合、さらに

尿沈渣で迅速に塗抹標本作製とギムザ染色を行うことで、

より正確に鑑別することが可能である。

連絡先：096-351-8000

尿沈渣で推定できた悪性リンパ腫の１例

◎山本 琴美 1)、甲斐 美紗樹 1)、木下 史暁 1)、近藤 妙子 1)、松岡 拓也 1)、田上 圭二 1)

恩賜財団 社会福祉法人 済生会熊本病院 1)
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【はじめに】関節液は血漿からの滲出液に滑膜で産生さ

れた蛋白質が添加された体液である。正常では細胞に乏

しく少量である。しかし、関節に何らかの病変が生じる

と、関節液は増加し、組成が変化する。白血病は血液ま

たは骨髄の中に白血病細胞が腫瘍性に増殖する疾患であ

り、しばしば白血病細胞は血液以外の中枢神経系、皮膚

や歯ぐきなどの部位へ浸潤を起こすことがある。今回、

白血病治療中に発症した右膝関節痛に対し、吸引した関

節液中に異常細胞を認めた症例を経験したので報告する。

【症例】40代男性。20XX年 2月、発熱、倦怠感、下痢、
左腹部痛、食欲低下を認め近医を受診。WBC84,300/μL、
LDH955U/Lと高値、CTで脾腫を認め、造血器腫瘍疑い
となり、当院へ紹介。骨髄穿刺が施行され、急性骨髄性

白血病と診断。寛解療法導入後、同年 3月に右膝の動か
しづらさ、膝裏疼痛を訴え、右膝周囲の腫脹を認めたた

め、原因精査目的で関節液穿刺を施行した。【関節液所

見】色調：淡黄色、混濁：2＋、細胞数：5,375/μL、尿酸
Na結晶：(－)、ピロリン酸 Ca結晶：(－)、好中球：

41%、リンパ球：30%、単球：7%、組織球：9%、芽球様
細胞：13%、蛋白質：5,375 mg/dL、GLU：84mg/dL【関
節液病理細胞診断】N/C比が高く非常に繊細で緻密な核
網を呈し、一部には核小体を認め、核形不整を示す細胞

を少数認めた。悪性疑いと判定され、白血病細胞の浸潤

の可能性が疑われた。【末梢血所見】WBC：1,700/μL、
RBC：289万/μL、Hb：9.0g/dL、Ht：27.3％、MCV：
94.5fL、MCH：31.1pg、MCHC：33.0g/dL、Plt：66万
/μL、好中球桿状核球：0.5%、好中球分葉核球：50.5％、
リンパ球：34.0％、単球：3.5%、好酸球：0.0%、好塩基
球：1.0%、芽球様細胞：10.5%【考察及びまとめ】関節
液穿刺は主に炎症に対して施行され、多くは炎症の原因

に伴う好中球数またはリンパ球数の増加、結晶の出現が

主体であり、異常細胞の出現は稀である。本例は関節液

に芽球様細胞を認め、関節への白血病細胞の浸潤が疑わ

れた。検体採取から臨床への報告まで半日程度であり、

迅速な結果報告を行うことで臨床へ貢献できたと考えら

れる。連絡先：092-801-1011

急性骨髄性白血病の患者の関節液検査に異常細胞を認めた一症例

◎合澤 慶昭 1)、永川 翔吾 1)、酒井 瑠美子 1)、石川 道子 1)、嶋田 裕史 1)

福岡大学病院 1)
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【はじめに】髄液細胞数検査は，髄膜炎などの中枢神経

系疾患の診断以外に，腫瘍細胞の髄膜浸潤の判断や治療

効果の判定に対しても有用性の高い検査である．今回

我々は，髄液細胞数検査時に腫瘍細胞を認めた症例を経

験したので報告する．

【症例】70代女性．当院血液･腫瘍内科にて 20XX年 9
月にびまん性大細胞型 B細胞性リンパ腫(Diffuse large B 
cell lymphoma; DLBCL)と診断された．自己造血幹細胞移
植および大量化学療法により寛解し，経過観察中であっ

たが，頭痛，左肩-前腕の疼痛，顔面神経麻痺の症状が出
現したため，緊急入院となった．

【検査所見】〈血液検査〉WBC 4300 /μL，異常リンパ
球の出現は認めなかった．〈生化学検査〉LD 302 U/L，
IL2R 452 U/L．〈髄液検査〉色調 無色透明，蛋白 48 
mg/dL，糖 55 mg/dL，総細胞数 5/μL，単核球 5/μL．単
核球はいずれも核小体明瞭で，N/C比が高い細胞だった．
メイギムザ染色を実施したところ，大型で核小体の目立

つ細胞が認められ，異型細胞疑いとして臨床に報告した．

【経過】入院時の頭部MRI，CTでは異常が認められな
かったが，髄液細胞数検査の結果から DLBCLの髄膜浸
潤の可能性があると判断された．入院時に髄液細胞数検

査と同時に髄液細胞診が提出されており，そこでも腫瘍

細胞を疑う細胞が確認された．その後，MPV療法が開始
され，症状は改善傾向となり，髄液中の異常細胞も消失

した．

【考察】今回の症例では髄液細胞数が少数であったが，

サムソン染色で異常を疑い，メイギムザ染色を行ったこ

とで臨床に迅速に報告することができた．髄液細胞数検

査を行う際には，細胞数だけでなく，腫瘍細胞の特徴を

捉え，細胞形態について注意深く観察することが重要で

ある．化学療法の進歩に伴い白血病や悪性リンパ腫の髄

膜浸潤は増加傾向であり，迅速かつ簡便な髄液細胞数検

査での腫瘍細胞の検出が今後益々必要になると思われる．

連絡先　0942-35-3311（内線:6063）　

髄液細胞数検査にて異常細胞を認めたびまん性大細胞型 B細胞性リンパ腫(DLBCL)の一例

◎牛島 早紀 1)、岡田 和大 1)、池田 美咲 1)、垂水 俊樹 1)、久保山 健治 1)、棚町 千代子 1)、川野 祐幸 1)

久留米大学病院 1)

68
一般演題 一般



【はじめに】組織標本の標準的染色法ヘマトキシリン・

エオジン(H-E)染色は、造血細胞の分類と分化段階を評価
するには限界がある。今回我々は、顆粒球系細胞を染め

る naphthol AS-D chroloacetate esterase染色(以下、AS-D染
色)と造血細胞の普通染色法であるギムザ染色の重染色を
ルーチンに導入した。これにより、造血細胞の分類と分

化段階が 1枚の標本で鮮明に識別可能となり、診断の一
助となっている。有用性のある染色法だが、試薬が調整

直後より不活性化しやすく扱いが難しい。そこで、染色

性低下がおこる時間を検索し、それが起こる前に調整液

を急速冷凍することで、染色性が保持された染色液を作

製する工程が確立できた。また、染色性良好な標本を目

指し、ギムザ染色の分別・脱水工程を見直し、良好な標

本が安定して得られるよう考察した。

【対象・方法】造血系疾患を疑う骨髄生検 25症例を対
象とし、試薬は武藤化学の AS-D染色液、ギムザ染色液
を当施設にて調整したものを使用した。①試薬調整直後

より不活性化する AS-D液の染色性低下が起こる時間を

検索した。②2.0mLマイクロチューブに 1.5mL分注した
ものを急速冷凍(アセトン冷却)させ、-80℃で冷凍保存し、
経時的な染色性の変化を観察した。③ギムザ染色の最適

な分別時間や脱水操作の検討を行った。

【結果】方法①では、試薬調整直後から 3時間後の AS-
D液に染色性低下がみられ、急速冷凍するまでの制限時
間が算出できた。方法②では、急速冷凍から 1年経過し
た AS-D液の染色性は保持されていた。ギムザ染色液も
急速冷凍保存が可能であった。方法③では、ギムザ染色

分別時間は 15秒～20秒。染色良好な標本とは、肥満細
胞が異染性を示し識別しやすいものと判定した。なお、

脱水工程をアセトンにすることで、色素の溶出を抑えた。

【考察】AS-D染色液およびギムザ染色液を急速冷凍保
存する工程を確立でき、利便性とコスト効率の良い AS-
Dギムザ重染色をルーチンに導入することができた。ギ
ムザ染色の分別・脱水工程が確立でき、染色ムラがなく、

コントラスト良好な標本作成へと繋がった。

                       092-721-0831（内線：2371）

AS-Dギムザ重染色 導入への取り組み

ルーチン＋αを目指して

◎勝又 百合子 1)、大坪 遙加 1)、田島 沙織 1)、舛田 昭三 1)、古賀 隆 1)、伊藤 達章 1)、米田 玲子 1)、谷口 修一 1)

国家公務員共済組合連合会 浜の町病院 1)
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【目的】Masson trichrome(MT)染色は膠原線維の増生や腎
糸球体基底膜の肥厚などを確認する重要な特殊染色であ

る。しかし、染色工程が煩雑なうえに、1時間以上の時
間を要する。さらに、媒染剤として劇物を使用するため、

試薬の管理などには十分な注意を払わなければならない。

我々は 2020年にブタ組織を対象とし、これらの問題点
を解決した迅速MT染色を報告した。そこで、本研究で
はこの迅速MT染色の有用性を示すことを目的に、臨床
検体を対象に切片厚、固定条件を変更し検討した。また、

弾性線維染色との重染色である elastica-Masson(EM)染色
への応用も併せて検討したので報告する。【方法】対象

は医療法人社団高邦会高木病院の病理解剖で得られた

腎臓、肝臓、肺とした。検討項目は次の 4点とし、従
来法と染色性を比較した。①切片厚 4µmにおける迅速
MT染色の染色性確認、②切片厚 2µmにおける腎臓の染
色性の比較および条件検討、③10%ホルマリン固定液の
固定時間の違いによる染色性の比較および検討、④切片

厚 4µmにおける EM染色の迅速化の検討。①、③の検討

では肝臓と腎臓、②の検討では腎臓のみ、④の検討では

肺と肝臓の切片を用いた。また、③の組織片は、縦

1.5cm、横 1.5cm、厚さ 5mmの大きさで切り出し固定を
行った。【結果】①従来法と同様に細胞質、核、膠原線

維、細網線維、糸球体基底膜の良好な染色性を得ること

ができた。②切片厚 2µmでは、マイクロウェーブ
(MW)の照射時間を変更することで、良好な染色性が得
られた。③固定時間による染色性に大きな差は認められ

なかった。④MWを使用することにより、弾性線維染色
を 5分に短縮することができ、MT染色との重染色と合
わせて、15分で可能となった。また、従来法と同様に弾
性線維、膠原線維の良好な染色性を得ることができた。

【考察】迅速MT染色では切片厚により一部条件変更を
必要とするが、短時間で病理診断に有用な染色性を得る

ことができ、EM染色への応用も可能であった。したが
って、迅速MT染色、迅速 EM染色は臨床現場において
も有用であり、推奨できる方法であると考える。

連絡先：0944-89-2053

迅速Masson trichorome染色の有用性に関する検討

◎赤時 廣子 1)、富安 聡 2)、澁田 樹 2)、宿谷 賢一 3)、池田 美穂 1)、中島 久恵 1)、大田 喜孝 2)、佐藤 信也 2)

医療法人社団 高邦会 高木病院 検査技術部 1)、国際医療福祉大学 福岡保健医療学部 医学検査学科 2)、順天堂大学 医療科学部 
臨床検査学科 3)
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【はじめに】今回、小児に発生した耳下腺腺房細胞癌

の 1例を経験したので細胞像、組織像を中心に報告す

る。

【症例】10 歳代、女性。左耳下腺の腫脹自覚し近医耳

鼻科受診。左耳下腺部に腫瘤触知し、圧痛は認められ

なかった。超音波画像で左耳下腺内に腫瘤認めたため、

精査目的に当院耳鼻科に紹介受診となった。

【画像所見】超音波画像：左耳下腺内に境界明瞭、内

部充実性腫瘤あり。CT画像、MRI画像：左耳下腺深部

に類円形腫瘤を認めた。造影パターンから腺房細胞癌、

ワルチン腫瘍を疑う所見であった（年齢を考慮し腺房

細胞癌＞ワルチン腫瘍）。

【細胞所見】少数の炎症細胞を背景に、腺房細胞集団

と導管上皮か腺房細胞か由来の分かりにくい細胞集団

が認められた。細胞集団内には血管間質がみられ、裸

核細胞も認められた。特徴的所見に乏しく組織型推定

は困難。悪性を疑うような核異型や細胞異型ははっき

りとしないが、腺房細胞癌を完全には否定できない細

胞像であった。

【病理組織所見】耳下腺内に線維性被膜で被包された

結節状腫瘍が認められた。内部では、好塩基性の細胞

質と濃染した核を有する腺房細胞に類似した細胞が主

体の密な増殖が認められ、淡好酸性細胞質を有する細

胞も混在していた。腺房細胞癌の組織像であった。切

除断端に腫瘍の露出は認められなかった。

【結語】唾液腺腺房細胞癌は唾液腺悪性腫瘍の 1～6％

を占め、主に耳下腺、次いで小唾液腺に好発する低悪

性度の腫瘍である。小児に発生することも稀にある。

経過が長く、局所再発もしばしば遅発性に認められる。

低悪性度の腫瘍の場合、特徴的な所見に乏しいなど細

胞所見で判定困難なことも多々ある。唾液腺の細胞診

は多彩な像の一部分を採取してきた可能性もあるため、

臨床所見（部位、年齢、経過など）をふまえたうえで、

細胞診断を行う必要がある。今回の症例は特に年齢を考

慮することが重要であった。

連絡先：0972-22-0547（代表）

小児に発生した耳下腺腺房細胞癌の一例

◎仲 秀規 1)、松永崇志 1)、駄阿 勉 2)

独立行政法人 地域医療機能推進機構 南海医療センター 1)、大分大学附属病院病理診断科・病理部 2)
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【はじめに】顆粒細胞腫は，顆粒細胞性筋芽細胞腫として

報告されたが，免疫組織化学や電子顕微鏡所見より，末梢

神経（Schwann細胞）由来を示唆する研究結果が多い．本
腫瘍の多くは舌に発生し，その他全身のあらゆる組織に発

生する．本腫瘍の多くは良性腫瘍であるが，稀に遠隔転移

を来した症例の報告もある．顎下腺に発生した本腫瘍の細

胞学的報告は，我々が検索した限りみられない．今回，わ

れわれは顎下部に発生した顆粒細胞腫の 1例を経験したの
で報告する．

【症例】30歳代，女性．右顎下部に腫瘤を自覚し，前医を
受診した．MRIにて右顎下部に約 20mm大の境界明瞭な腫
瘤が認められ，精査加療目的で当院に紹介受診された．穿

刺吸引細胞が施行され，その後顎下腺摘出術が施行された．

【細胞所見】比較的清浄な背景に腫瘍細胞がシート状ある

いは孤立散在性に出現していた．腫瘍細胞は全体的に細胞

境界が不明瞭で，結合性は乏しく，ライトグリーン淡染性

の豊富な顆粒状細胞質を有していた．一部に細胞質内の顆

粒物質が飛散した所見が認められた．腫瘍細胞は軽度の大

小不同がみられ，核偏在性を呈していた．腫瘍細胞の核は，

微細顆粒状のクロマチンパターンを呈し，好酸性の核小体

を有していた．また一部の細胞に核内封入体が認められた．

本症例の細胞診断は好酸性腫瘍や顆粒細胞腫などの良性腫

瘍などが鑑別に挙がり，意義不明な異型（ミラノシステ

ム：AUS）と判定した．
【肉眼および組織所見】摘出された腫瘍は 2.0×1.0mm大で，
割面は平滑で乳白色調を呈していた．腫瘍は充実性に増生

し，腺房組織との境界は明瞭であった．腫瘍細胞は豊富な

細胞質内に好酸性顆粒を有しており，核は小型で異型はみ

られなかった．免疫組織化学において腫瘍細胞は S100と
CD68の発現を認めた．以上より顆粒細胞腫と診断した．
【まとめ】顎下腺から発生する腫瘍のほとんどは唾液腺腫

瘍であるが，顆粒細胞腫の約半数は頭頸部に発生するため，

臨床細胞学的特徴を理解して細胞診断することが肝要であ

る．本報告にあたり御指導いただいた久留米大学病院 病理
診断科・病理部 秋葉　純先生に深謝いたします．                       

 連絡先 : 0942-31-7651

顎下腺に発生した顆粒細胞腫の 1例

◎大塚 百華 1)、河原 明彦 1)、安倍 秀幸 1)、髙瀬 頼妃呼 1)、村田 和也 1)、牧野 諒央 1)、熊谷 天斗 1)、黒木 日菜子 1)

久留米大学病院 病理診断科・病理部 1)
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【はじめに】2018年日本病理学会より「ゲノム診療用病
理組織検体取扱い規定」（以下規定）が策定され、プレ

アナリシス段階での適切な検体取扱いが求められている。

我々は、がんゲノム医療に向けた当院病理部の取り組み

として、第 54回医学検査学会にて固定前プロセスは乳
房摘出全検体では 99％達成されていたが、乳房全切除術
（以下 Bt）検体の室温 30分以内固定開始は 72％達成、
固定プロセスにおいては、48時間以内での固定終了は
67％達成にとどまり、改善の余地があると報告した。そ
こで今回、この課題について改善を行ったので報告する

【指標】

1. 固定前プロセス：Bt検体の室温 30分以内での固
定開始

2. 固定プロセス　：乳癌摘出全検体の 48時間以内
での固定完了

【変更内容】

1. 固定前プロセス
① 腫瘤部採取から、腫瘤部割入れへ手技変更

2. 固定プロセス　
① 3連休前に切り出し実施
② 再固定処理作業工程を切り出し後から切り

出し前に変更

【対象】2021年 5月～12月の乳癌摘出全検体　463件
【結果・考察】固定前プロセスは、腫瘤部割入れへ変更

したことで、担当する臨床検査技師の作業時間が短縮し、

80％達成し、固定開始は改善された。固定プロセスは、
3連休前に切り出し実施の効果により、81％達成し、大
幅に固定完了が改善された。しかし、金曜日手術の

53例は固定完了までに 72時間以上（最長 76時間 31分）
要していた。

【まとめ】プレアナリシス段階での固定前プロセスと、

固定プロセスについて PDCAサイクルを回し、約 80％の
達成が可能となった。今後は固定プロセスの改善のため、

金曜日手術の検体について検討し、がんゲノム連携病院

としての役割を果たしていきたい。

連絡先：相良病院　099-222-7116(内線 1709)

がんゲノム医療に向けた当院病理部の取り組み② 

～プレアナリシス段階での改善報告～

◎川元 幸子 1)、福永 美里 1)、田中 友梨 1)、小村 佳菜子 1)、藏原 拓也 1)、嶽 愛美 1)、持冨 ゆかり 1)、前田 ゆかり 1)

相良病院 1)
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CTガイド下生検（CT-Guided needle biopsy: CTNB）は、
病理学的診断確定のための比較的安全かつ低侵襲な方法

として広く認知されており気管支鏡での採取が困難な末

梢肺病変や縦隔腫瘍に対してのみならず腹腔内腫瘤など

様々な領域に用いられている。

近年、がんゲノム診療の本格的な始動に伴い、病理検体

を用いたコンパニオン診断等の網羅的遺伝子検査の需要

が高まっており、質の高い充分量の腫瘍組織を確保する

ことが重要となっている。CTNB時の迅速細胞診（Rapid 
on site evaluation: ROSE）の併用は診断成績の向上のみな
らず、穿刺回数の減少や充分量の腫瘍組織の確保に大き

く寄与するものであり、当院でも 2020年より本格的な
運用を開始して以来、その件数は増加の一途を辿ってい

る。2021年 1月～2022年 5月までの期間中に当院で実
施された CTNB-ROSEは 53件で、陽性 44例（83.0％）、
疑陽性 6例（11.3％）、陰性 2例（3.7％）、判定不能
1例（1.9％）で、細胞診にて陽性と判定した症例の陽性
的中率は 100％（44/44例）、陰性的中率 100％(2/2例)で

あった。また、細胞診で陽性と判定した 44例のうち組
織診断にて確定診断に至らなかった症例は 5例（11.3％）
存在するが、うち 2例はその後の手術で ROSEでの推定
組織型と同様の確定診断が得られた。

当院における運用の工夫点として、検体採取時に一般的

に用いられる生食に浸したガーゼあるいは濾紙ではなく、

滅菌したパラフィルムに検体を載せて提出してもらい、

全ての採取検体から捺印標本を作製している。また、検

体が付着したパラフィルムをそのまま LBC固定液中に浸
漬している。これによりガーゼあるいは濾紙に固着して、

採取困難となっていた細胞も効率的に回収することがで

きるようになった。さらに当院では形態のみでは鑑別が

困難な病変について、LBC検体を用いて免疫細胞化学を
施行し、より詳細な診断を行っている。今回は当院にお

ける、診断精度向上のための標本作製法の工夫と、

CTNB-ROSEが診断確定に有用であった症例も報告する。

福岡大学病院－092-801-1011（内線 2242）

CTガイド下生検時における迅速細胞診（ROSE）の診断精度向上の取り組み

◎坂田 祥子 1)、角谷 優子 1)、大石 朋子 1)、辻 雅子 1)、西中村 恵輔 1)、秋吉 梨江 1)、小山 逸 1)、松本 慎二 1)

福岡大学病院 1)
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【はじめに】肺癌診療では、バイオマーカー検査が必須

であるが、生検検体では採取量が少ない。我々はオンコ

マインを優先し、基準に満たない場合は、シングル検査

の方針のもと HE標本作製時に HE面直前の 5㎛5枚の切
片を保存してきた(細胞診陽性例は未染色標本、細胞診陰
性例は切片保存)。一方、2022年 4月より細胞診検体で
提出してきた EGFR Clamp法は保険診療から外れ、気管
支擦過や洗浄液検体の遺伝子検査の再利用についての課

題が残った。今回、肺癌診療で効率的な FFPE検体の確
保のため 2021年 4月～12月で後方的検討を行い、今後
の方針を決定した。

【検討項目と結果】

1)FFPE保存検体の利用率と遺伝子検査提出状況：未染色
標本の利用率は、26.2%(17/65)で内訳は、オンコマイン
(7)、PD-L1(7)、FD-1(2)、ALK(1)であった。一方、切片
保存の利用率は 2.5%(4/162)で EGFR Clamp法のみであっ
た。

2)保存切片を有効に利用するための対象症例の検討：気

管支組織生検陽性 89例の細胞診成績は、ClassⅣ,Ⅴ 
79.8%(71)、ClassⅢ,Ⅲb 5.6%(5)、ClassⅠ,Ⅱ 14.6%(13)で
あった。すなわち細胞診 ClassⅢ～Ⅴを保存対象とすると
組織診断陽性例 85.4%をカバーできる。
3)気管支擦過、洗浄液検体の利用：細胞診の残検体を以
下の方法でセルブロック作製する方針とした。検体採取

後直ちに病理部へ搬送し、すり合わせ法にて検体処理を

行い、1枚は迅速パパニコロウ染色を行った。腫瘍細胞
が豊富な場合のみ、直ちに残検体を 10%中性緩衝ホルマ
リンで固定しセルブロックを作製している。2022年 4月
～5月までに迅速パパニコロウ染色を 27例実施し、セル
ブロック作製は 9例で、腫瘍細胞が 100個以上のものは
7例であった。
【まとめ】病理診断前の切片保存は、細胞診 ClassⅢ～
Ⅴのみを対象とした。気管支擦過、洗浄液の残検体はセ

ルブロックで保存し、バイオマーカー検査に利用可能で

ある。

【連絡先】九州大学病院　092-642-5854

肺癌診療における気管支 FFPE検体確保の戦略

◎木村 理恵 1)、大久保 文彦 1)、山口 知彦 1)、野上 美和子 1)、中附 加奈子 1)、仲 正喜 1)、遠峰 由希恵 1)

国立大学法人 九州大学病院病理診断科・病理部 1)
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【目的】抗 TSHレセプター抗体（以下 TRAb）の測定試
薬である、TRAb・アボット（以下アボット）は試薬原
料の安定化により、既存の第三世代試薬で必要な、試

薬・キャリブレータの事前調整が不要な液状品であり、

省力化が期待できる。今回、基礎的な性能評価を行った

ので報告する。

【方法】1.同時再現性、2.日差再現性：初日のみキャリ
ブレーションを行い、同一試薬内で 0日目から 31日目
の間に 19回測定した。3.キャリブレーション間差の確
認：同一試薬で 4回キャリブレーションを行った。１～
3はコントロール 3濃度、患者プール血清 2濃度を用い、
CV%で評価した。4.M22標準品の回収試験：
WHO2ndIS08/204に準ずるM22標準品(45IU/L)を用いて、
12段階希釈し回収率を評価した。5.検体安定性：検体の
凍結融解による影響を確認するため、6例について採血
当日に測定を行い、－20℃以下で保管後、1回、2回凍結
融解を行って値の変動率を評価した。6.相関性・一致
率：TRAbの検査依頼があった残血清 70例を用いて、日

常検査法（CLEIA法/外注）との相関性および、各試薬の
カットオフ値より判定の一致率を確認した。判定不一致

の検体は TSAb、TRAb2nd（RRA法）を追加測定し、妥
当性を確認した。

【結果】1.同時再現性：CV 0.65 %～8.16 %であった。
2.日差再現性：CV 1.32 %～7.63 %であった。3.キャリブ
レーション間差の確認：CV 1.54 %～10.32 %であった。
4.M22標準品の回収試験：各希釈率における回収率は
92.6%～105.8%であった。5.検体安定性：凍結融解による
変動率は 1回で－2.91%～4.17%、2回で－0.83%～
37.9%であった。6.相関性・一致率：回帰式ｙ＝1.05x-
0.1、相関係数 r＝0.93だった。70例中、判定不一致検体
を 14例認めた。
【考察】基礎的性能の結果は良好で、日差再現性におい

ては初日のキャリブレーションで 31日間の試薬安定性
を確認でき、省力化に貢献できると考えられた。相関は

良好であったが、判定不一致検体を認めた。詳細はスラ

イドで報告する。連絡先 092-801-1011（2263）       

Alinity iを用いた TRAb測定試薬の基礎的検討

◎藤波 清香 1)、木村 公美 1)、田中 康宏 1)、矢野 めぐみ 1)、松崎 友絵 1)、嶋田 裕史 1)

福岡大学病院 臨床検査部 1)
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【目的】副腎皮質刺激ホルモン（ACTH）は、下垂体前
葉で合成され副腎皮質に作用して副腎皮質ホルモンの合

成・分泌を促進する。血中濃度の測定は、副腎皮質系の

機能の判定、内分泌疾患の診断および治療にコルチゾー

ルの測定と共に有用である。今回、院内導入を目的とし

て ECLIA法による ACTH試薬の基礎的検討を行ったの
で報告する。

【方法と結果】測定機器は cobas8000/e801、試薬はエク
ル―シス試薬 ACTH（ロシュ・ダイアグノスティックス
（株））を用い、対象はメーカーの管理試料（エクルー

シス プレチコントロールMM）および ACTH測定依頼
のあった患者残血漿検体とした。再現性：管理試料 2濃
度を用いた同時再現性（n=20）の CV％は 0.83～0.90％、
日差再現性（20日間）の CV％は 0.63～1.13％であった。
希釈直線性：患者高値検体を低濃度血漿にて段階希釈し

128 pg/mLまでの希釈直線性を確認した。干渉物質の影
響：ビリルビン、乳び、リウマチ因子では影響が見られ

なかったが、ヘモグロビンで 208 mg/dL添加時に約 10％

の低下を認めた。定量限界：定量限界は CV10％では
0.65 pg/mL、CV20％では 0.26 pg/mLであった。相関性：
対象は患者検体（48例）とし、血漿分離直後に測定した
結果と現行法（外注検査・分析装置 cobas8000/e801）の
相関性を確認した。回帰式は y=1.04x+1.79、相関係数
r=0.998であり、現行法に対し高値傾向を示した。現行法
の外注検査では検体を-20℃に凍結して搬送、測定してい
るため、48例のうち 22例を－20℃で凍結保管し、室温
融解後に測定した結果と血漿分離直後の結果を比較した。

結果、回帰式は y = 0.94x-1.40、相関係数 r=0.992であり、
凍結融解では血漿分離直後に対し、低値傾向を示すと推

察された。

【結論】エクルーシス試薬 ACTHの基礎的検討は概ね良
好な結果が得られた。溶血で測定値が低値となるため、

注意する必要がある。院内導入により、迅速な報告がで

き臨床への貢献が期待できる。

連絡先：092-801-1011（内線 2263）

Cobas8000〈e801〉を用いたエクルーシス試薬 ACTH の基礎的検討

◎木村 公美 1)、今泉 陽子 1)、藤波 清香 1)、田中 康宏 1)、矢野 めぐみ 1)、松崎 友絵 1)、嶋田 裕史 1)

福岡大学病院 臨床検査部 1)
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【はじめに】

ビタミン B12は正常な赤血球細胞の形成、神経機能、
DNA合成に必須な水溶性ビタミンであり、ビタミン
B12欠乏による巨赤芽球貧血の診断などに用いられてい
る。血清中のビタミン B12は蛋白質と結合して存在して
おり、測定する際に前処理を行っている。しかし、高蛋

白質濃度検体の測定では前処理後にゲル化し、機器の動

作を停止させる恐れがあることが知られている。今回、

試薬「B12・アボット」の基礎的検討（特に溶血、蛋白
の影響）を行ったので報告する。

【機器・試薬】

機器：ARCHITECT i2000SR、試薬：B12・アボット（機
器、試薬ともにアボットジャパン）、測定原理：化学発

光免疫測定法（CLIA法）
【方法・結果】

1)併行精度：4濃度の試料において 10重測定を行い、
CVは 2.7%～4.6%であった。2)室内再現精度：4濃度の
試料において 1日 1回 20日間測定したところ、CVは

3.9%～5.0%であった。3)溶血による影響：干渉チェック
Aプラスおよび EDTA-2K採血から作製した溶血試料を
用いて調べたところ、どちらも負の相関がみられた。

4)蛋白による影響：蛋白濃度 12g/dLの試料（プール血清
を凍結融解する際、融解が終わる前に血清を取り出すこ

とで濃度を高めたもの）を用いて調べたところ、測定エ

ラーは起きず、測定データに影響はみられなかった。

【まとめ】

併行精度、室内再現精度において良好な結果が得られた。

蛋白濃度 12g/dLでは測定エラーは起きず、測定データに
影響はみられなかったが、蛋白濃度がより高濃度の試料

を測定する際には注意が必要である。溶血試料で負の相

関がみられたことから、溶血検体の測定時には注意が必

要である。

連絡先：092-632-1206

ビタミン B12の基礎的検討

溶血と蛋白の影響に重点をおいて

◎権藤 圭 1)、衛藤 真理子 1)、松原 冬菜 1)、坂本 徳隆 1)

福岡市立病院機構 福岡市民病院 1)
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【はじめに】プロラクチン(以下 PRL)は脳下垂体前葉よ
り分泌され、月経不順・不妊症などの診断や治療効果の

判定に有用である。血中の PRLの存在様式の 1つに、
PRLと IgGの複合体であるマクロ PRLが存在する。マク
ロ PRLはホルモン活性をほとんど有していないとされる
が、PRLの免疫学的測定法ではマクロ PRLを測りこみ、
PRLが偽高値を呈し、不要な治療につながる危険性があ
る。今回、マクロ PRLとの反応性を軽減させるために開
発された「AIA-パック CL プロラクチンⅡ」の性能評価
を行った。【使用機器・試薬および方法】測定機器：

AIA-CL2400(東ソー株式会社) 検討試薬：AIA-パック CL 
プロラクチンⅡ(東ソー) 対照試薬：AIA-パック CL プロ
ラクチン(東ソー) 1)同時再現性 東ソーマルチコントロー
ルセット Level1,2,3を、各 10重測定し、同時再現性を確
認した。2)日差再現性 東ソーマルチコントロールセット 
Level1~3を用い、日差再現性を確認した。3)希釈直線性 
当院の患者残検体で高濃度の検体を PRL専用希釈(東ソ
ー)にて段階希釈し測定を行い、直線性を確認した。4)対

照試薬との相関 現行の PRL試薬である対照試薬との相
関性を確認した。当院の患者残検体を用い、n=76で行っ
た。測定値の乖離から、マクロ PRLの存在が疑われる検
体は PEG処理を実施することとした。【結果】1)同時再
現性 Level1,2,3の変動係数はそれぞれ 2.2 %,1.4 %,1.6 %と
なり、良好な結果であった。2)日差再現性 Level1,2,3の
変動係数は 2.7 %,2.6 %,3.0 %となり、良好であった。3)希
釈直線性 389.7 ng/mLまで良好な直線性を確認できた。
4)対照試薬との相関 回帰式 y=1.20x-0.07相関係数 r=0.98 
相関性の確認から、マクロ PRLが疑われる症例は認めら
れなかった。【考察】今回、AIA-パック CL プロラクチ
ンⅡの試薬の性能評価を行い、同時再現性、日差再現性、

希釈直線性に関しては良好な結果が得られた。相関係数

は良好であったが、現行の PRL試薬に比べて高値となる
傾向があり、Lotが異なる試薬での検討を今後予定して
いる。並びに、追加検討でマクロ PRLの存在が疑われる
症例を認めた場合は、PEG処理による精査を実施する。
連絡先　092-642-5756

AIA-パック CL プロラクチンⅡ試薬の性能評価

◎市成 隼人 1)、山中 基子 1)、酒本 美由紀 1)、堀田 多恵子 1)

国立大学法人 九州大学病院 1)
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【はじめに】変異ヘモグロビンとは、遺伝子変異により

赤血球中のヘモグロビンにアミノ酸の置換・脱落や挿入

が見られるなど、通常とは異なる構造をしており、血糖

コントロールの指標となる HbA1cの値に影響を与える。
そのため、変異ヘモグロビンの保有を疑う患者では、血

糖コントロールの評価をグリコアルブミンや 1,5AGを用
いて行うことが必要となる。2022年 3月に機器を更新し、
導入したグリコヘモグロビン分析装置 HA-
8190V(HPLC法)の測定にて、変異ヘモグロビンを疑う症
例に遭遇したので報告する。【症例】50代男性、糖尿病
既往なし。HA-8190Vにて HbA1c5.7％、“異常ピークエ
ラー”を検出したため、メーカーへ高分離分析を依頼。変
異ヘモグロビンを保有している可能性があるため、

HbA1c値は参考値となることについて、主治医の了承を
得た。【結果】高分離分析にて、「変異ヘモグロビンの

可能性が高い」という結果が報告された。報告内容を確

認すると、基準となる HbA1cのクロマトパターンに比べ、
患者検体では HbA0のピーク後方に変異ヘモグロビンを

疑うピークが検出されていた。以上のことを踏まえ、変

異ヘモグロビンを保有している可能性が高いこと、平均

血糖の評価にはグリコアルブミンなど別の指標を用いる

ことが望ましいこと、これ以上の精査は遺伝子解析が必

要となることを主治医へ報告した。【まとめ】HA-
8190V運用開始後 3ヶ月の結果を確認すると、約
0.14%(6件/4349件)で異常ピークエラーを認めていた。
これまでに異常ピークエラーでメーカーに高分離分析を

依頼した 4件のうち、3件で変異ヘモグロビンを保有し
ている可能性が高いという結果が報告されている。

HbA1cは、血糖コントロールの評価に用いられる一般的
な項目である。その測定に影響を与える変異ヘモグロビ

ンの存在には注意しなければならないが、そのためには

まず、その存在を認識することが必要である。今回の機

器更新で変異ヘモグロビンの検出が可能となったため、

より適切な情報提供をするとともに臨床へ適宜アナウン

スしていくことが必要である。

連絡先：096-384-2111(内線 6372)

当院で認めた変異ヘモグロビンを疑う 1症例

◎中山 梓 1)、河野 真吾 1)、熊谷 理絵 1)、冨田 遥加 1)、吉田 雅弥 1)、山崎 卓 1)

熊本赤十字病院 1)
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【はじめに】HPLC法による HbA1c検査は、検体中のヘ
モグロビンの分離パターンをクロマトグラムで表現する。

機器状態や検体取扱い方法、検体の特徴により、クロマ

トグラムは異常を呈することがある。その原因解析のた

め、弊社では、高分離 HPLC法を含む複数の HbA1c測定
法を用いた精査測定（高分離分析）を行ってきた。現在

ではクロマトグラムに異常を認めない場合でも、他糖尿

病マーカーとの不一致や検査法間で乖離を認める場合に

はこの精査測定を行っている。分析スピードと分離技術

の向上による HPLC法の普及や本邦における糖尿病人口
の増加に伴い、高分離分析の依頼は年々増加している。

我々は、高分離分析の結果から、クロマトグラムの目視

判定結果を基準として、各測定法の結果、異常クロマト

グラム発生時に出力される異常値メッセージおよび検

出・分離した変異ヘモグロビン種類の傾向について調査

し、過去に報告を行った。今回、追加で得られた高分離

分析の状況および九州・沖縄における分析状況などにつ

いて若干の文献的考察も含めて報告する。

【考察】高分離分析で変異ヘモグロビンと目視判定でき

た検体の場合、メジャー変異ヘモグロビン

（HbS,C,D,E）を検出可能な機種においては全体の約
90%において変異ヘモグロビンやクロマトグラムの異常
メッセージを示していることが確認できた。しかし、高

分離分析で判定できない場合でも検査法間の差がみられ

る検体では後日遺伝子検査の結果から変異ヘモグロビン

であることが確認された症例もある。また、最近では

HbA2を構成するσ鎖に変異があるために HbA1c値と
臨床症状に乖離を生じているといった症例報告もある。

糖尿病マーカーと臨床症状に相違がみられる場合におい

ては他測定原理による確認試験や高分離分析などによる

精査測定などを行うことに高い意義があると考えられる。

連絡先：050-5527-9290

高分離分析の実績から振り返る HPLC 法による HbA1c 検査の重要性

◎神原 浩 1)

アークレイマーケティング株式会社 1)
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【はじめに】1964年にWildingらがマクロアミラーゼ血
症を報告して以来、数多くの免疫グロブリン結合型酵素

血症の症例が報告されている。今回、当院で高分子化

AST（AST結合型免疫グロブリン）血症と疑われる症例
を経験したので報告する。

【症例】70歳代男性{主訴}リウマチ{既往}56歳{生活
歴}飲酒歴あり（1日 焼酎・水割り 3杯程度）、喫煙歴
あり（1日 8本 50年間）、アレルギーなし（食品・薬
物・その他）{現病歴}20XX年より、14年間リウマチ膠
原病内科へ通院、20XX年 11月再診時の血液検査結果に
て、リウマチ病態増悪や服薬変動がないにもかかわらず、

急性肝障害のパターンを示したため、11月同日精査目的
にて当院消化器内科紹介。

【初診時現症と血液検査所見】

身長 16〇cm、体重 46kg、体温 36度、血圧 151/93 脈拍
89 感冒症状なし、身体所見に異常なし、自覚症状なし
RBC 4.18×106/μL Hb 14.7g/dL Ht 42.7%  MCV 102.2 MCH 
35.2fL MCHC 34.4pg Plt 170×103/μL Alb 3.9g/dL、T-Bil 

1.57mg/dL AST 3,206U/L ALT 211U/L LDH 2,322U/L ALP 
158U/L GGT 188U/L CK 30U/L AMY 57U/L CRE 0.60 
mg/dL IgG 859mg/dL IgA 295mg/dL IgM 128mg/dL 肝炎ウ
ィルス陰性(HBs抗原,HCV抗体)
【CT検査】胆嚢、胆管に異常はなく、肝全体の形状、
肝実質ともに正常範囲内、膵・膵管・脾腎・副腎・骨盤

内に異常はなく、肝胆道系病変はなかった。

【治療経過】外来フォローにて、肝臓細胞膜の安定化薬

(ウルソ)の投与を行い、約 1ヶ月後、肝・胆道検査項目
は、正常に改善したため、投与を終了した。

【考察】抗体産生能力が高い関節リウマチ病態自体にお

いては、免疫グロブリン結合型酵素血症や免疫グロブリ

ン結合型腫瘍マーカー血症などの検査値異常を随伴しや

すい。今回の症例のように、血液検査以外で、肝・胆臓

機能が正常にもかかわらず、AST/ALT比が異常な場合に
は、マクロ AST血症も考慮し、鑑別が必要な場合には、
免疫電気泳動を行うことが必須であると考えられる。

(0942-35-3322　内線 1001)

AST結合型免疫グロブリン血症が疑われた 1症例

◎佐竹 善誉 1)、津田 早苗 1)、髙橋 明子 1)、田平 泰徳 1)、池上 新一 1)、中野輝明 2)

社会医療法人 雪の聖母会 聖マリア病院 1)、社会医療法人 雪の聖母会 聖マリア病院 リウマチ膠原病内科 2)
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【はじめに】新型コロナウイルス感染症については、感

染状況が収束に向かい始めているものの警戒が必要な状

況が続いており、感染拡大防止の観点から、今後も迅速

な結果報告、検査体制の構築が必要とされる。当院では、

短時間で結果報告が可能な HISCL SARS-CoV-2抗原検査
をスクリーニング検査として運用し、臨床現場の迅速な

対応に貢献している。一方で、確定診断に利用している

遺伝子検査法との結果の乖離が散見され、偽陽性の多さ

が課題として挙げられる。

　今回、当院での SARS-CoV-2抗原検査の測定データよ
り、カットオフ値の検討を行った。

【対象・方法】2021年 7月 12日〜2022年 5月 31日に
当院で実施した、4,090件の SARS-CoV-2抗原検査を対
象とした。鼻咽頭拭い液を HISCL SARS-CoV-2 Ag試薬
（シスメックス株式会社）にて測定し、試薬添付文書に

従い 1.0 C.O.I.以上を陽性として報告した。COVID-19確
定診断（遺伝子検査法）との陽性率を評価し ROC解析
を行った。

【結果】カットオフ値 1.0 C.O.I.を用いた場合、対象とし
た 4,207件中 176件で陽性判定となり陽性率は 4.2%であ
った。また、陽性判定となった 176件中、遠心操作
（2,000×G、5分）および検体の再採取で 45件（26%）
が陰性判定となった。COVID-19と確定診断されたのは
21件であり、真の陽性率は 0.5%であった。ROC解析に
より算出された最適カットオフ値は 10.3 C.O.I.であり、
感度 90％、特異度 100％であった。
【考察・結語】当院での測定データで解析を行った結果、

カットオフ値を 10.3 C.O.I.とした場合、感度、特異度が
最も高い結果となった。カットオフ値が 10.3 C.O.I.未満
の検体に、遺伝子検査法を併用することで迅速かつ正確

に臨床へ報告が可能となり、感染拡大防止にも大きく貢

献できるものと考える。

連絡先：0957-22-1380(内線 2344)

当院における新型コロナウイルス抗原検査の現状と Cut-Off-Indexの検討

◎井田 唯香 1)、山田 慶太 1)、菖蒲 巧 1)、下田 博臣 1)

独立行政法人地域医療機能推進機構 諌早総合病院 1)
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【はじめに】新型コロナウイルスのスパイク蛋白に対す

る抗体、特に S-IgGはワクチン接種の効果判定に用いら
れることが多いが、感染後にも上昇するといわれている。

今回、同意の取れた職員による新型コロナウイルスワク

チン接種後の抗体価の推移及び 3回目ワクチン接種後に
新型コロナウイルスに感染した症例の抗体価の推移につ

いて若干の知見を得たため報告する。なお、本研究は福

岡大学医に関する倫理委員会の承認を得ている（承認番

号：R21-002）。
【方法】当院臨床検査部職員で、3回目のワクチン接種
まで終了し、同意のとれた男女 28名を対象とした。ワ
クチン接種前，1回目ワクチン接種後 2週間，2回目ワ
クチン接種後 2週間・ 1ヶ月・ 3ヶ月・ 6ヶ月，3回目
ワクチン接種後 2週間・ 1ヶ月・ 3ヶ月・ 6ヶ月の計
10回採血を行い、SARS-CoV-2 S-IgG抗体価の推移を調
査した。

【測定機器・測定試薬】測定機器：全自動免疫測定装置 
HISCL-800， 測定試薬：HISCL SARS-CoV-2 S-IgG試薬

【結果】2回目，3回目接種ともに約 2週間後にピーク
を認め、1ヶ月後，3ヶ月後，6ヶ月後の平均値は徐々に
減少傾向を示し、2回目接種後よりも 3回目接種後の方
が減少傾向は緩やかであった。また、性別・年代（20～
30歳代，40歳代，50歳代，60歳代の 4グループで比較）
での比較を行ったところ、性別の方が抗体価に影響を与

える因子としては大きい結果であった。新型コロナウイ

ルス感染者（3回目接種後の感染）のデータについては、
ワクチン接種時と同様に急激な抗体価の上昇を認めたが、

3回目接種 6ヶ月後データは現時点では測定出来ていな
いため、発表当日に報告する。

【考察・まとめ】SARS-CoV-2 S-IgGの抗体価測定は、ワ
クチン接種の効果判定だけでなく、感染の有無にも利用

できると示唆された。しかし、IgGクラスのため、抗体
価上昇には 2週間程度の期間を有すること，ワクチン接
種を行っている場合は、ワクチン接種による抗体価上昇

も考慮して判定を行う必要があると考える。

福岡大学筑紫病院　092-921-1011（内線：1510）

新型コロナウイルスワクチン接種及び新型コロナウイルス感染による抗体価の推移

◎越智 将太 1)、田中 美穂 1)、細越 小夏 1)、小宮 ゆきえ 1)、染谷 朱美 1)、加藤 純子 1)、野口 美紀 1)、生田 幹博 1)

福岡大学筑紫病院 1)
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【はじめに】

新型コロナウイルス（SARS-CoV2）はコロナウイルスの
ひとつであり RNAウイルスの一種である。現在国内外
で感染予防と重症化のリスクを減らすためワクチン接種

が進められている。

【目的】

当院で行った職員へのワクチン接種によって得られる抗

体価の増加率の評価を行う。また副反応との関連性につ

いても調査する。

【対象と方法】

抗体価測定の期間・対象は 2021年 3月 4日から 2022年
6月 4日までの当院職員 298人（満 19歳から 72歳、男
性 95人女性 203人）。抗体価測定に使用した機器は
ARCHITECT（Abott社製）。試薬は ARCHITECT　
SARS-CoV-2 IgG Ⅱ Quantである。抗体価は Abott社が定
める 50IU/mLを基準に 50以上を陽性、50未満を陰性と
した。

接種後アンケートの内容は性別、年齢、生活習慣、基礎

疾患、接種の有無・ワクチンの種類・副反応症状、新型

コロナウイルス感染歴について調査した。

【結果】

新型コロナウイルスのワクチン接種を受けた全ての人が

抗体を産生していた。年齢別では 20代が優位に高値で
あり、男女差では女性が優位であった。ワクチン接種か

ら日数が経過すると抗体価の減少が見られた。

【まとめ】

新型コロナウイルスワクチン接種後の抗体価については

どの程度抗体が存在すれば感染防御効果があるのか明ら

かになっていない。今後も抗体価の持続期間について調

査を継続していきたい。

福岡新水巻病院検査室　：093-203-2220

当院における新型コロナウイルスワクチン接種前後の抗体価の推移

◎國武 葵 1)、安永 綾子 1)、磯嶋 博子 1)、岡村 由貴 1)、石堂 真優 1)、白水 弓子 1)、岡本 恵子、松本 果純 1)

社会医療法人財団 池友会 福岡新水巻病院 1)
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【はじめに】

May-Grünwald原液染色（M染色）は、小森らにより、
好塩基球の確認法 Toluidine blue染色（TB染色）の代替
になる旨が報告された（第 20回日本検査血液学会学術
集会，奈良市，2019年）。志村らの追試では、好塩基球
のみならず、好酸球顆粒の鑑別困難例においてもM染色
の有用性が示された（第 56回日臨技首都圏支部・関甲
信支部医学検査学会，東京都，2019年）。
慢性骨髄性白血病（CML）症例において、しばしば好
塩基球の鑑別困難例に遭遇することがあることから、

我々もM染色の有用性を追試した。さらに、M染色は
さまざまな症例に応用できるかを確認した。

【方法】

M染色液はシスメックス株式会社製を用い、抹消血液
塗抹標本を 30秒染色し、水洗、乾燥後、鏡顕した。
TB染色液は、CHROMA社製またはMERCK社製の粉末
を自家調整して使用した。

【結果】

M染色は、好塩基球、好酸球それぞれの顆粒を明瞭に
染め分け、容易に細胞を分類することができた。特に

CML症例では低顆粒好塩基球を明確に鑑別することがで
きた。そのほか、一部の症例に認められる低顆粒好酸球

の判別にも利用可能であった。さらに Chédiak-Higashi症
候群における巨大顆粒も明確に染色されていた。

【まとめ】

好塩基球の確認のために、わざわざ TB染色等を行わ
ずとも、通常の血液塗抹標本を作製している施設であれ

ば、特別な試薬、機器等は一切使用することなくM染色
は実施可能であり、M染色の鏡顕後は、再度普通染色を
行うこともできるため、非常に簡便かつ有用な染色法で

あるといえる。今回示した症例以外にも、さまざまな症

例に応用できそうであるため、今後もさらなる有用性の

評価を行っていきたい。

連絡先 092-642-5758

May-Grünwald原液染色の有用性

◎青木 義政 1)、辛島 貴人 1)、藤本 明子 1)、樋渡 小夜 1)、堀田 多恵子 1)

国立大学法人 九州大学病院 1)
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【緒言】今回 Abbott社 Alinity hq（hq）について検討す
る機会を得たのでその基本性能評価と，当院で使用して

いる sysmex社 XE-5000（XE）との比較検討を行った．
【検討内容】検体は患者検体（EDTA-2K加血）の残余を
使用．

①同時再現性：Alinity h29Pコントロール 3濃度と患者
1検体を CBC，DIFF，網状赤血球（RET）を 10回測定.
②低値検体の信頼性：WBC／PLT低値検体（3検体）を
各 5回，10回測定．③微量検体測定の信頼性:オープン
モードとクローズモードで 30検体測定．④XEとの比較
検討:CBC（257検体），DIFF，RET（110検体）測定．
⑤目視法の相関：hq，XEで測定した DIFFと骨髄認定技
師 2名の 200カウント分類（80検体）の相関 ⑥症例検
討：ATL，MF，AML．スライド上で報告する．
【結果】①CVは CBC 0.1-2.6%，DIFFは NEUT:1.2-
1.9%，LYM:1.0-3.6%，MONO:3.4-6.2%，EOS:5.1-
13.4%，BASO:9.3-23.1%，RET:1.6-5.0%であった．
②CVは，WBC：2.2-5.9%，PLT:1.6-2.7%と良好であった．

③CBC，DIFFおよび RETの相関係数（r）はMCHCと
BASOを除いて 0.966-0.999と良好であった．④XEとの
相関は，MCHCと BASOを除いて r=0.942-0.998と良好
であった．MCHCと BASOは，項目自体の変動幅が狭い
ためバラツキが大きいが，他項目では良好と考える．

⑤hq，XEともに NEUT，LYM，EOSは r=0.892-0.909と
良好であった．MONO:r=0.615-0.697，BASO:r=0.495-
0.541であり，カウント数や塗抹標本上の細胞分布誤差
などがバラツキの要因として挙げられる． 
【結語】本検討では概ね良好な結果が得られ XEとの差
異はほぼなかった．また，種々の測定結果を判断する際

には，測定原理や試薬特性などを理解することが重要で

あると再認識した．

（代表 092-541-3231内線 8709）

Alinity hqの基礎的検討

◎堀下 真季 1)、竹下 和美 1)、竹下 望 1)、髙以来 千春 1)、前田 美保子 1)、牟田 正一 1)

独立行政法人 国立病院機構 九州がんセンター 1)
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【はじめに】敗血症および菌血症は、髄膜炎と同様に感

染症診療の中で、最も迅速に適切な治療を要する病態で

ある。近年、MRSAや ESBL産生腸内細菌科細菌など、
一般的な抗菌薬が無効な薬剤耐性菌が増加しており、早

期の適切な治療の遅れによる予後の悪化が報告されてい

る。

血球計数装置 UniCelDxH900（ベックマン・コールター
株式会社、DxH900）にリサーチ項目として搭載された、
単球サイズ分布幅（MonocyteDistributionWidth:MDW）は
海外では、敗血症の早期診断マーカーとして研究されて

いる。本邦での報告は少なく、これからの研究が期待さ

れる。今回、当院での経験例をもとにMDWの有用性を
検討した。

【検討対象・方法】検討に当たり当院倫理規定に従い匿

名処理のうえ行った。MDWのデータ分布の調査：無作
為に抽出した 726検体（15～106歳、平均 71.8歳、男性
353人、女性 373人）を白血球数 12,000/μL以上、好中球
73%以上に分けMDWの分布幅を調べた。プロカルシト

ニン（PCT）相関を求めた。qSOFAスコア 2点以上を陽
性としてMDW測定値を ROC解析を行いカットフ値を
求めた。

【結果】MDWデータの分布調査：健康診断受診者のデ
ータは、中央値 17.1、SD=5.0であった。白血球数
12,000/μL以上の中央値は 22.61、SD=6.0、好中球 73%以
上の中央値 20.55、SD=5.0であった。PCT(x)と
MDW(y)の相関は(n=217)y=2.52x＋21.55 r=0.33であった。
qSOFAスコア 2点以上を陽性としたMDWの ROC解析
は、AUC-0.72、カットオフ値 21.67、特異度 73.2%、感
度 61.1%であった。
【まとめ】MDWは PCTなど他の敗血症のバイオマーカ
ーと同様に敗血症や何らかの感染症において陽性を示し

た。CBC,Diffと同時に測定され、迅速に結果報告出来る
ことから、敗血症や菌血症のマーカーとして期待できる

と考える。

 　　　　　　　　　　　　　　　連絡先：092-681-3115

単球サイズ分布幅（MDW)は敗血症に有用か？

◎飛弾 由紀乃 1)、原田 いおり 1)、齊田 奈々1)、廣田 智美 1)、山口 涼香 1)、鶴川 しほろ 1)、高橋 和也 1)、新籾 茂樹 1)

医療法人 輝栄会 福岡輝栄会病院 1)
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【はじめに】多発性骨髄腫(以下MM)とは、形質細胞の
腫瘍である。その中で IgD型は 2～４％で比較的稀であ
る。今回、IgD型MMを 2例経験したので報告する。
【症例】〈症例 1〉63歳女性。20XX年、他院にて腎機
能低下、貧血、蛋白分画異常、尿中 Bence Jones蛋白等を
認めたことから当院紹介となった。〈症例 2〉55歳男性。
20XX年、他院にて貧血、腎障害、高 Ca血症等を認め当
院紹介となった。【検査所見】〈症例１〉(血液検査) 
Hb:10.5 g/dL、UN:19.6 mg/dL、Cr:0.87 mg/dL、IgG:657 
mg/dL、IgA:73 mg/dL、IgM:34 mg/dL(尿検査)UP/Cre:18.09 
g/g・ Cre、Bence Jones-λ型蛋白(骨髄像)形質細胞 35.6％
(骨髄フローサイトメトリー:以下 FCM)陽性:CD38、
CD56、CD138、細胞質内(以下 Cy)IgD、CyLambda。〈症
例 2〉(血液検査)Hb:11.3g/dL、UN:27.3mg/dL、
Cr:2.85mg/dL、Ca:13.8mg/dL、連銭形成(＋)。IgG:471 
mg/dL、IgA:38mg/dL、IgM:15mg/dL
(尿検査)UP/Cre:4.03g/g・ Cre、Bence Jones-λ型蛋白
(骨髄像)形質細胞 10.8%(FCM)陽性:CD38、CD56、

CD138。一部陽性:CyIgD、CyLambda。【まとめ】IgD型
MMは他のM蛋白と比較して、貧血、腎不全、高 Ca血
症の頻度が高く、予後不良である。一般的にMMの検査
では血清にて IgG、IgA、IgMのみを測定する。今回も当
初はこの３種の抑制を認めたことより Bence Jones型が疑
われた。しかし、FCM検査にて IgG、IgA、IgM、IgDの
４種類の免疫グロブリンを測定したことで当日中に

IgD型である結果を報告し、早期診断に繋がった。
IgD型MMは他のM蛋白と比較して重篤な症状を引き起
こすが、早期診断することでいち早く治療を開始できる。

FCMによる免疫グロブリン測定が有用であると再確認で
きた症例であった。

【連絡先】

佐賀大学医学部附属病院検査部

小山　怜奈

Tel：0952-34-3250
mail：sx3883@cc.saga-u.ac.jp

IgD-λ型多発性骨髄腫の 2例

◎小山 怜奈 1)、岡本 翔 2)、海野 晃久 1)、吉原 由利重 1)、南里 安耶 1)、草場 耕二 1)、木村 晋也 2)、末岡 榮三朗 3)

佐賀大学医学部附属病院 1)、佐賀大学医学部内科学講座血液・呼吸器・腫瘍内科 2)、佐賀大学医学部臨床検査医学講座 佐賀大学
医学部附属病院検査部 3)
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【はじめに】血小板は，粘着能・凝集能・放出能を持ち

一次止血を行うことで，止血に極めて重要な役割を果た

している．今回，我々は末梢血塗抹標本にて血小板顆粒

減少を認めたことにより，家族性の血小板機能異常を疑

うこととなった症例を経験したので報告する．

【症例】1歳女児．重症仮死状態で出生後，ヘルペスウ
イルス（HSV）感染症を発症．発達及び未熟児貧血，
HSV感染症の経過観察目的で当院小児科紹介となった．
経過観察中に紫斑や下腿のあざ，硬結を伴う皮下血腫を

認めたことから，出血傾向の精査を実施することとなっ

た．また，問診により家族（母親・兄弟）にも出血傾向

があることが判明し，並行して精査を行うこととなった．

【検査結果】PT，APTT，フィブリノゲン，血小板数は
正常であったが出血時間は著明に延長していた．また，

末梢血塗抹標本において血小板顆粒減少を認め，追加で

検査した第ⅩⅢ因子活性は正常，フォンウィルブランド

因子（vWF）活性および抗原定量値はやや低値であった．

【家族の検査結果】家族（母親・兄弟）の出血傾向スク

リーニング実施し，凝固検査や血小板数には問題なく，

出血時間のみ延長していることが確認された．それに加

え，末梢血塗抹標本にて血小板顆粒減少と他院で実施し

た血小板凝集能試験でコラーゲン凝集および ADP凝集
による二次凝集の低下が確認された．

【考察】本症例の 1歳女児および家族において出血時間
の延長と末梢血塗抹標本での血小板顆粒減少が認められ，

家族性の血小板機能異常症が疑われた．また，血小板凝

集能試験の結果からも顆粒放出能に異常をきたしている

可能性が考えられた．1歳女児においては，血小板凝集
能試験を行っていないが，上記の類似点より同じ異常が

あると推測される．遺伝性の有無は現在精査中である．

【結語】血小板形態異常は，赤血球・白血球に比べ見落

とされやすいが，認められた際には先天性疾患の診断の

一助となり得る可能性があるため，臨床側への積極的な

報告が重要と考えられる．

連絡先　0942-35-3311（内線:6063）

血小板顆粒減少の発見が家族性血小板機能異常を疑う契機となった一症例

◎中島 那奈 1)、岡田 和大 1)、垂水 俊樹 1)、久保山 健治 1)、棚町 千代子 1)、川野 祐幸 1)

久留米大学病院 1)
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【はじめに】LAHPS(ループスアンチコアグラント(LA)　
陽性・低プロトロンビン血症)は，感染症や膠原病などを
契機に発症し，出血傾向を示す疾患である．今回，クロ

スミキシング試験において非典型的な波形パターンを呈

した LAHPSの症例を経験したので報告する．
【症例】4歳男児．20XX年 2月 10日に下痢，2月 11日
に嘔吐が出現し症状が持続したため，2月 14日に近医小
児科を受診しアデノウイルス胃腸炎と診断された．2月
18日，起床時に鼻出血を認め，止血困難であった．A病
院小児科を受診し血液検査で凝固異常を認め，精査加療

目的で当院小児科紹介，入院となった．

【検査所見】入院時：貧血と PLTの低下は認められなか
った．生化学検査では，肝機能・腎機能の低下は認めな

かった．PT 20 %，APTT 79.1 sec，フィブリノゲン 279 
mg/dL，DD 0.5 μg/mL，FDP＜2.5 μg/mL，AT活性 105 
%，Ⅷ因子活性 8 %，APTTを用いたクロスミキシング試
験で即時・遅延反応ともに，正常血漿 50%混和時の凝固
時間が著明に延長し，非典型的な山型の波形を呈した．

検体を正常血漿で 5倍希釈し，クロスミキシング試験を
実施した結果，即時・遅延反応ともに直線状の LA型の
波形となった．外注検査では，LA(dRVVT)1.9，Ⅱ因子活
性<=3 %，Ⅸ因子・ⅩⅠ因子・ⅩⅡ因子活性の低下，血
清補体価<=12 CH50/mL，抗カルジオリピン抗体 IgG<=8 
U/mL，アデノウイルス(CF)128倍が確認された．
【経過】検査結果より，アデノウイルス感染を契機に発

症した LA陽性に伴う凝固異常(LAHPS)と診断された．
6週間後の凝固検査では，正常化し症状も改善したため，
一過性の凝固異常と判断され終診となった．

【考察】本症例は，クロスミキシング試験で山型の波形

を呈し，希釈測定により直線状となったこと，また，外

注検査の凝固因子活性の測定で，希釈直線性を認めず正

確な活性値を求められなかったことから，高力価の循環

抗凝血素の存在が考えられた．今後，クロスミキシング

試験で非典型的な山型の波形パターンを呈した場合は，

高力価の循環抗凝血素を疑うことも考慮すべきである．

連絡先　0942-35-3311（内線:6063）　

クロスミキシング試験で非典型的な波形パターンを呈した一過性 LAHPSの一症例

◎入江 沙織 1)、岡田 和大 1)、垂水 俊樹 1)、久保山 健治 1)、棚町 千代子 1)、川野 祐幸 1)

久留米大学病院 1)
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【はじめに】非定型慢性骨髄性白血病(以下 aCML)は WHO分

類では骨髄異形成/骨髄増殖性腫瘍（MDS/MPN）に分類され

る稀な疾患である。今回、形態学的観察の重要性を感じた

aCMLの 2症例を経験したので報告する。

【症例 1】80 代男性。20XX年 8月近医にて白血球増加と大

球性の貧血、末梢血液像にて過分葉好中球を認め当院紹介

受診となった。

［検査所見］初診時 WBC 33.8×103/μL、（My 4.0%、Meta 

1.0%、Stab 1.0%、Seg 85.0%、Eo 1.0%、Ba 0.0%、Mo 

2.0%、Ly 6.0%）RBC 2.49×106/μL、Hb 8.2g/dL、PLT 

958×103/μL、末梢血にて過分葉好中球、大型血小板、偽

ペルゲル核異常を認め MDSを疑った。後日骨髄穿刺施行、

NCC 38.9×104/μL、MgK 375/μL、末梢血 FISH BCR-

ABL（－）、 G-Band 46,XY［20］により aCMLと診断された。

【症例 2】80 代男性。20XX年 5月近医にて白血球増加と幼

若顆粒球の増加を指摘され AML疑いにて当院紹介受診とな

った。

［検査所見］初診時 WBC 70.2×103/μL、（ProMy 6.0%、My 

7.0%、Meta 0.0%、Stab 9.0%、Seg 56.0%、Eo 12.0%、Ba 

2.0%、Mo 2.0%、Ly 5.0%）RBC 4.05×106/μL、Hb 

11.9g/dL、PLT 65×103/μL、末梢血にて異常顆粒を認めた

が芽球の増加はなく CMLを疑った。後日骨髄穿刺施行、NCC 

20.4×104/μL、MgK 15.6/μL、末梢血 FISH BCR-ABL1（－）

、G-Band 46,XY［20］により aCMLと診断された。

【考察・結語】今回の症例を再度見直すと症例１では赤血

球、血小板系の形態異常は乏しく、クロマチンの異常凝集、

過分葉を含む成熟好中球の増加がみられた。症例 2では好

塩基球の増加はなく、骨髄球系の全成熟段階において

CMLには認められない異常顆粒がみられた。いずれも

aCMLの形態異常所見として否定できない所見であった。

aCMLの診断には遺伝子検査が不可欠であるが、検査結果に

時間を要するため、形態学的判断も大切である。早期に異

常細胞の特徴を観察し臨床に報告することで適確な診断に

つながると再認識した。

連絡先－0942－38－2273

形態学的観察の重要性を感じた非定型慢性骨髄性白血病（aCML)の２症例

◎野相 秀文 1)、石川 安奈 1)、矢野 美由紀 1)

社会医療法人 天神会 新古賀病院 1)
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【はじめに】骨髄性肉腫は、骨髄以外の部位に発生する骨

髄芽球由来の腫瘤を形成する腫瘍である。発症頻度は 3%程
度で白血病の発症時に出現することが多い。また、初発時

や再発時の前駆症状として出現する場合、末梢血や骨髄で

の芽球増加とともに生じる場合、孤発性に生じる場合があ

る。今回我々は、急性骨髄性白血病(AML)の増悪時に発症
したと思われる骨髄性肉腫の稀な症例を経験したので報告

する。【症例】60歳代、男性 20XX年より AMLを発症し、
治療により寛解。その後、強化療法施行中に心不全と血小

板減少が進行し経過観察中であった。腹満感、倦怠感の自

覚と肝障害を認め入院となった。血液検査所見：

WBC4.68×103/μL、RBC 2.27X10^6/μL、Hb 8.2g/dL、MCV 
113.2 fL、MCH 36.1 pg、PLT 33×103/μL、TP 6.1g/dL、Alb 
3.1g/dL、T-Bil 1.0mg/dL、AST 115U/L、ALT 94U/L、
ALP(IFCC) 406 U/L、LDH(IFCC) 323U/L、ɤ-GTP 148U/L、
BUN 25.9mg/dL、Cr1.89mg/dL、UA7.1mg/dL、CRP 
3.36mg/dL、sIL-2R16632U/mL目視:Baso1.0%、Eoso13.0%、
Blast1.0%、Seg 15.0％、Lympho 37.0％、Mono29.0％、Aty-

Ly4.0%であった。骨髄検査所見：正形成、大型で N/C比
80～90％程度で核網は繊細で明瞭な核小体を数個有する芽
球様細胞を 31.0％認めた。一部には核不整形を有する細胞
を認めた。骨髄生検では、CD34陽性細胞を多数認めた。
細胞表面マーカー：CD13(+)、CD33(+)、CD34(+)、HLA-
DR(+)、11b(+)、CD38(+)、CD117(+)、TdT(+)を認めた。染
色体検査：46XY,add(18)(p21)を 20細胞中 1細胞認めた。
sIL-2Rの異常高値と CT上でのリンパ節腫脹と多量の腹水
より、悪性リンパ腫や結核性リンパ節炎等の合併を疑った

が診断には至らず、AMLの再発による状態が悪化し治療を
行うも永眠された。死因特定のため局所解剖を行いリンパ

節、腹膜、回腸、肝脾等に浸潤する異型細胞を認めたが、

骨髄内細胞と異なり CD34の発現はなく、CD4（+）、
lysozyme (+)で単球への分化より骨髄性肉腫の診断となった。
【考察】骨髄性肉腫は稀な疾患であるため診断まで時間が

かかる可能性がある。AMLの増悪時にリンパ節腫脹を来し、
リンパ腫や結核等を疑う場合には本症例も念頭に検査を行

う必要性がある。　　　　連絡先：096-364-6000(2037)

急性骨髄性白血病の増悪時に発症した思われる骨髄性肉腫の１症例

◎原 浩平 1)、田中 未来 1)、遠山 亮佐 1)、西浦 明彦 1)

医療法人創起会 くまもと森都総合病院 1)
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【はじめに】Bリンパ芽球性白血病/リンパ腫(B-
ALL/LBL)は B細胞系前駆細胞の腫瘍化と定義されている。
FAB分類 L3に相当するバーキットタイプは、WHO分類で
は成熟 B細胞性腫瘍であるバーキットリンパ腫（BL）とし
て分類され、B-ALLという用語は急性 Bリンパ芽球性白血
病をあらわし、従来のバーキットリンパ腫には用いてはな

らないと明記されている。今回、我々は BL様の形態を呈
した B-ALLを経験したので報告する。【症例】60歳代男
性、労作時呼吸困難、めまいを主訴に前医を受診。その際

の血液検査で汎血球減少と肝機能障害を認め、症状が改善

しないため精査治療目的に当院血液内科受診となった。

【血液検査所見】WBC 3.09×103/μL（Stab 2.0%、Seg 
28.0%、Lympho 43.0%、Mono 3.0%、Aty-Ly 4.0%、Other 
20.0%）、RBC 2.50×106/μL、Hb 9.3g/dL、Ht 26.6%、MCV 
106.4fL、MCH 37.2pg、PLT 53×103/μL、TP 6.0g/dL、Alb 
3.5g/dL、T-Bil 0.6mg/dL、AST 133U/L、ALT 124U/L、
ALP(IFCC) 423U/L、LDH(IFCC) 2240U/L、ɤ-GTP 711U/L、
Ferr 1963.7ng/dL、BUN 22.1mg/d、CRP 8.84mg/dL 【骨髄検

査所見】やや過形成、大型で N/C比 70～90％程度、細胞質
内や核に多数の空胞を有するリンパ球様の細胞を 84.4％認
めた。MPO染色：陰性、エステラーゼ二重染色：陰性、
PAS染色：陰性、細胞表面マーカー：CD19(+)、CD34(+)、
CD22(+)、CD38(+)、HLA-DR(+)、KOR-SA(+)、TdT(+)、
IGH-MYC(FISH)：0.0％、白血病キメラスクリーニング：全
て検出せず、染色体検査：複雑核型（低二倍体）以上より

B-ALLと診断された。【経過】JALSG B-ALL213のプロト
コールにて治療を開始し、現在 2回目の地固め療法中。今
後、同種造血幹細胞移植予定である。【考察】今回、形態

学的所見から BLを疑ったが、細胞表面マーカーや FISHな
どの結果より B-ALLと診断された症例を経験した。形態学
的所見のみにとらわれることなく、臨床検査所見を総合的

に判断することの重要性を再認識した症例であった。

連絡先：096-364-6000(2037)

バーキットリンパ腫様の形態を呈した Bリンパ芽球性白血病の１症例

◎田中 未来 1)、原 浩平 1)、西浦 明彦 1)

医療法人創起会 くまもと森都総合病院 1)
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【はじめに】骨髄異形成症候群(MDS)や急性(慢性)骨髄
性白血病などの血液疾患の場合に, 赤血球の A抗原また
は B抗原が一時的に減弱し, オモテ検査の反応が弱くな
る場合がある. 今回, 急性骨髄性白血病と診断された患
者の血液型検査で, オモテ検査：抗 A(3+), 抗 B(mf)とな
り, 血液型が判定保留となった症例を経験したので報告
する. 
【症例】50代男性. 輸血歴, 移植歴なし. 鼻出血, あざを
主訴に近院受診, 白血球増加, 貧血, 血小板減少を認め, 
急性白血病を疑い当院血液・膠原病内科に紹介受診とな

った.
【検査結果】本症例は半年前に当院入院歴があり, AB型
RhD陽性と正常に判定されていた. その後, 急性骨髄性
白血病と診断された際の血液型検査では, オモテ検査：
抗 A(3+), 抗 B(mf), ウラ検査：A1血球(0), B血球(0)とな
り判定保留で精査となった. 血漿中の転移酵素活性は, 
A型転移酵素活性：8倍（AB型対照：16倍）, B型転移
酵素活性：2倍（AB型対照：16倍）であった. FCMで

は, 対照の AB型と比較し, A抗原および B抗原において, 
抗原量の低下および陰性化している赤血球を一部認め, 
転移酵素活性と矛盾しない結果となった.
【考察】血液型検査で部分凝集となる原因には, 疾患に
よる抗原の減弱や, 異型輸血, 異型造血幹細胞移植, キメ
ラやモザイクなどが考えられるが, 疾患による抗原減弱
と血液型亜型などを血清学的に鑑別するのは困難である. 
本症例は, 半年前に AB型と正常に判定されており, 輸血
歴, 移植歴がなく急性骨髄性白血病と診断されているこ
とから, 疾患による A抗原および B抗原の減弱であるこ
とが考えられた. 本症例を経験し, 血液型判定が困難に
なった場合には, 検査履歴, 輸血歴, 年齢, 既往歴, 患者
背景などもあわせて総合的に判断することが重要である

と再認識した. 
【謝辞】ご指導賜りました輸血・細胞治療部 部長 古川
良尚先生, 濵田平一郎先生, 血液・膠原病内科 教授 石
塚賢治先生, 田淵智久先生に深謝いたします。
連絡先：099-275-5635

急性骨髄性白血病による抗原減弱を認めた症例

◎笠畑 澪 1)、舞木 弘幸 1)、外室 喜英 1)、宮元 珠華 1)、江口 奈津希 1)、水口 颯 1)、政元 いずみ 1)

鹿児島大学病院 1)
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【はじめに】他施設からの患者情報は,輸血検査および輸
血療法の実施において重要な場合がある.当院においても
院内検査にて患者の ABO血液型をＢ型と判定したが,他
施設(以下,Z施設)の結果が AB亜型(AxB)疑いであるとい
う情報を得た.今回,我々は ABO血液型の検査結果が施設
間で乖離した原因を追究したので報告する.
【症例】患者は 30歳代女性(1妊 0産).20YY年M月に近
医産婦人科にて子宮内妊娠が確認された.初回妊婦検診時,
外部委託検査先の Z施設にて ABO血液型が AB亜型
(AxB)疑いと報告され,前医に紹介受診となった.その後,当
院での分娩を希望され,妊娠 16週目に紹介受診となった.
【結果】当院の全自動輸血検査装置(Erytra)で実施した血
液型検査は,抗 A(0),抗 B(4+),抗 AB(4+),抗 D(4+),Control(0),
A1赤血球(3+),B赤血球(0)の反応強度を示した.以上より,
B型 RhD陽性と自動判定したが,Z施設と乖離したため,
試験管法による ABO血液型の再検査を実施した.オモテ
検査の直後判定は抗 A(0),抗 B(4+)となり,室温 5分静置後
は抗 A(w+),抗 B(4+),ウラ検査は Erytraと同様の結果を示

した.スライド法では抗Ａ(+),抗Ｂ(+)で,抗Ａにおいて微細
な凝集を認め,A型糖転移酵素活性は 1倍未満(対照 32倍)
で活性を認めなかった.また,カラム凝集法にて反応時間
を変え,用手法で実施した.オモテ検査の抗 Aにおいて直
後(0),3分後(0),5分後(0),10分後(w+),15分後(w＋)と変化
を認め,その他の反応に大きな変化はなかった.
【考察】Z施設の血液型検査は,当院と同じ Erytraで実施
しているが,抗 A(w+)の反応強度を示していた.当院は検体
の到着毎に検査を行うが,Z施設は検査センターのため多
量の検体を一度に検査するバッチ処理を行っている可能

性がある.従って,カラム内に患者赤血球が分注されてか
ら遠心までの反応時間は Z施設の方が長く,微量な A抗
原を検出できたと推測する.
【まとめ】他施設と ABO血液型の結果が乖離した症例
を経験した.同じ機器,試薬を使用していても,施設により
実際の反応条件が必ずしも同じではない可能性があるた

め,他施設からの情報を参考にする際は検査結果に至った
過程や背景を考慮する必要がある.(連絡先 096-384-2111)

ABO血液型の検査結果が他施設と乖離した症例の解析

◎内田 有咲 1)、吉田 雅弥 1)、平木 幹久 1)、西山 陽香 1)、福岡 星夜 1)、吉丸 希歩 1)、山崎 卓 1)

熊本赤十字病院 1)
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【はじめに】ダラツムマブは、ヒト型抗 CD38抗体
（IgG1κモノクローナル抗体）であり、近年、多発性骨
髄腫の治療薬として用いられている。ダラツムマブの輸

血検査への影響は、CD38抗原がヒトの赤血球上にも発
現していることから、間接抗グロブリン試験を検査方法

としている不規則抗体検査、交差適合試験では偽陽性化

することが知られている。ダラツムマブの影響を除去す

るために、赤血球上に発現している CD38抗原を破壊す
る Dithiothreitol:DTT処理が用いられている。
今回、ダラツムマブ投与後、0.2mol/L DTT処理後の不規
則抗体検査にて陽性を呈した症例に対して精査を行った

ので報告する。

【症例】患者は、腎臓内科の男性。手術前検査にて血液

型、不規則抗体検査の依頼があった。既往歴として、患

者は約 5ヶ月前からダラツムマブの投与を受けていた。
ダラツムマブ投与前の不規則抗体検査は陰性であった。

また、患者は約 4ヶ月前に他院にて RBC製剤の輸血歴
を有していた。

【成績】術前の不規則抗体検査は、0.8％RCD法にて陽
性であった。0.2mol/L DTT処理後の不規則抗体検査が陽
性であったため、不規則抗体同定検査を行った。パネル

赤血球を 0.2mol/L DTT処理後 Peg-IATを行い、患者血漿
から、抗 cを検出した。反応が 3+から 4+と強く抗 Eと
の鑑別が困難であった。その後追加検査として直接抗グ

ロブリン試験を行い、抗 IgG:w+、抗 C3b,C3d:0であった。
患者赤血球から酸解離法にて抗 c以外に抗 Eを検出した。
患者の Rh表現系は、CCDeeであったことから、輸血後
に産生されたことが示唆された。

【まとめ】今回、ダラツムマブ投与後輸血歴を有し、

0.2mol/L DTT処理後患者血漿から抗 cを検出して、酸解
離法にて患者赤血球から抗 c、抗 Eを検出した症例を経
験した。輸血歴を有する症例であったことから患者赤血

球からの抗体解離は有用であった。　

本報告は、鹿児島大学倫理審査委員会の承認を得ている。

                                 　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先:099-275-5635

ダラツムマブの投与歴を有し DTT処理後不規則抗体検査が陽性を呈した症例の解析

DTT処理後の不規則抗体同定検査

◎舞木 弘幸 1)、外室 喜英 1)、宮元 珠華 1)、江口 奈津希 1)、水口 颯 1)、笠畑 澪 1)、政元 いずみ 1)

鹿児島大学病院 1)
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【はじめに】稀にではあるが、交差適合試験において不

適合にもかかわらず、不規則抗体スクリーニング検査が

陰性を呈することがある。今回、交差適合試験にて不適

合を呈し、各種赤血球関連検査を行ったが不規則抗体の

同定にはいたらず、HLA抗体が原因と考えられた症例を
経験したので報告する。

【症例】患者は、心臓血管外科の女性。手術時に

RBC20単位 FFP20単位、PC20単位の輸血を受けていた。
術後 14日目に輸血依頼があり RBC2単位 1本交差適合
試験を行ったところ不適合を呈した。術中に大量輸血を

受けていたことから DHTR疑いにて精査を行った。
【成績】術後 14日目の不規則抗体スクリーニング検査
は陰性であった。不規則抗体同定検査は、一部のパネル

血球に w+の反応を呈するのみであった。各種血液型は
CcDEe,Jk(a+b+),Le(a-b+),Fy(a+b-),MNssで DHTRを呈す
る主な抗体に対する抗原は陽性であった。不規則抗体同

定検査にて w+を呈したパネル血球が試薬情報にて
HLA抗原を発現していたことから、HLA抗体による不

適合を疑いWAK Flow HLA抗体クラスⅠを用い HLA抗
体検査を行った。HLA-B7抗体と B7に関連する交差反応
性抗原(CREG)に対して陽性反応を認めた。HLAタイピ
ングの結果、HLA-B7を有していなかったことから自己
抗体は否定された。術前に保存しておいた患者検体と今

回不適合を呈した RBCとの交差適合試験が陰性であっ
たことから、輸血後に産生された可能性が示唆された。

輸血は、交差適合試験にて適合した血液製剤を使用する

ことにした。

【考察】HLA-B7抗体は、赤血系抗体の抗 Bgaに相当す
る。抗 Bgaの臨床的意義は、一般的に溶血性輸血副作用
の原因にはならないとされているが、HLA抗体の力価が
強く HLA抗原強発現の赤血球製剤が輸血された場合は
溶血性輸血副作用の原因になるとされている。尚、患者

は、HLA抗体を保有していることから、ランダムの血小
板製剤で輸血効果が得られなかった場合には HLA適合
血小板製剤の使用も考慮すべきと考えられた。         
本報告は、鹿児島大学倫理審査委員会の承認を得ている。

HLA抗体により交差適合試験が不適合を呈した症例に対しての解析

HLA-B7抗体と抗 Bga

◎舞木 弘幸 1)、外室 喜英 1)、宮元 珠華 1)、江口 奈津希 1)、水口 颯 1)、笠畑 澪 1)、政元 いずみ 1)

鹿児島大学病院 1)
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【はじめに】当院は、例年福岡県の１病床当たりの赤血球

製剤使用実績において、大学病院とほぼ同等で同規模病院

でも上位に入る施設である。また、検体検査室は少人数で

多種多様な検査に対応している状況である。そこで医療安

全、業務改善を目的として輸血システム（オーソ・クリニ

カル・ダイアグノスティックス株式会社　輸血システム

BTD®X2）（以下 BTD）を導入した。これまで、血液製剤
の発注は FAXを用いて行われていたが、全国で日本赤十字
社血液製剤発注システム（以下 web発注システム）が導入
され、当院では web発注システムと同時に BTDを導入し
た。その後の業務について検証を行ったので報告する。

【変更点】導入前と導入後で 7つの変更点があった。①入
庫や製剤管理を行う手書きの台帳や伝票への記入が不要と

なった。②台帳に記入していた出庫後の廃棄と返品処理、

副反応の入力を BTDで行った。③検査結果の 2重チェック
（オーソビジョン®-全自動輸血検査装置と BTD）を行った。
④入庫時に製剤の血液型確認（RBCと自己血のみ）とセグ
メントチューブの保存、および赤血球抗原情報を web発注

システムにて検索可能となった。⑤輸血前後の感染症を調

べる血清保存はシステム管理で行い、保管情報を登録した。

⑥同意書は電子カルテにスキャンされていることを確認し、

BTDに登録した。⑦検体の血液型確認を試験管法からオー
ソビジョン®-全自動輸血検査装置に変更し、不規則抗体ス
クリーニング検査（以下 SCRという）と同時に検査可能と
なった。また、追加輸血の場合は交差試験なしですぐに出

庫可能となった（SCR実施日から 2日以内）
【結果】メリットは次の 3点が挙げられた。①ペーパーレ
ス化。②検索の簡略化。③検査結果報告の迅速化。なお機

器システムのダウン対策で各種帳票の印刷を実施すること

とした。

【結語】以上の結果より、期待していた医療安全、業務改

善の目的は達成したと考える。今後は、web発注システム
と BTDを円滑に使用し、定期的に改善を行い、より正確で
迅速に検査結果を報告していきたいと考える。

恩賜財団　社会福祉法人　済生会二日市病院

検査部　縄田　勇貴　　092-923-1551　内線（2223）

血液製剤発注システムと輸血システム導入後の業務改善について

◎縄田 勇貴 1)、畑田 祐也 1)、新田 誠 1)

福岡県済生会 二日市病院 1)
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【はじめに】当院では廃棄血削減対策として長期に渡り

様々な取り組みを行ってきた。廃棄理由のなかでは割合

としては少ないが、血液製剤準備完了から輸血実施に至

るまでの連絡及び確認不備による廃棄事例が見受けられ

た。これは期限切れなどの廃棄理由とは異なり、連絡体

制・確認体制を整備することで防ぐことができるのでは

ないかと考えた。【対策】2018年 4月より従来の連絡体
制を見直し、初の運用を試みた。2022年 1月からは再度
連絡体制を見直すとともに、新しく電子カルテに「輸血

指示箋」を設け医師からの輸血指示を明確化した。また

看護師の輸血指示確認を徹底するため、血液製剤受け取

り伝票に「指示確認済」欄を設け、指示確認済の欄にサ

インが有ることを条件に血液製剤を払い出す運用を開始

した。【調査】運用開始から半年経過後、ランダムに選

択された外来・病棟看護師 121名に 2022年 1月からの
連絡体制についてアンケート調査を実施した。【経過】

2018年 4月からの連絡体制見直し後、確認不備による廃
棄事例が 1例発生した。2022年 1月以降の再度見直した

体制からは連絡および確認不備による廃棄事例は発生し

ていない。また看護師への調査結果からは約 60％が業務
軽減になったとの回答を得た。一方で「輸血指示箋」の

入力がなく活用できていないこともわかった。【結語】

今回連絡体制を見直し、新たな運用として輸血指示の明

確化及び確認体制を徹底したことで、僅かながらではあ

るが廃棄血を削減できた。輸血療法には多職種が携わる

からこそ連絡及び確認体制の整備は重要である。

”連絡先－092-771-8151（内線 5424）”

連絡及び確認体制の見直しによる廃棄血削減への取り組み

◎久保 ミユキ 1)、坂井 春香 1)、西津 將巨 1)、林 聖香 1)、吉永 眞人 1)

社会福祉法人 恩賜財団 済生会支部 福岡県済生会福岡総合病院 1)
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【はじめに】血液製剤は、善意に基づく限りある医療資

源である。近年、新型コロナウイルス感染拡大や少子高

齢化による血液製剤の供給不足が懸念されている。その

貴重な血液製剤を有効利用することは、医療従事者の責

務だと考える。当院は、高度救命救急センターを有する

特定機能病院であり、日々多くの血液製剤を取扱ってい

る。一方で、使用されず廃棄となった製剤も少なからず

存在する。今回我々は、当院における血液製剤の廃棄率

とその原因について解析を行ったので報告する。

【対象と方法】2019年から 2021年の 3年間における血
液製剤の購入本数と廃棄本数から各年の廃棄率を算出し

た。また、廃棄製剤についてその原因を集計し、解析を

行った。

【結果】血液製剤の総購入本数、廃棄本数、廃棄率は

2019年：19,113本 29本 0.15％、2020年：17,394本
32本 0.18％、2021年：18,735本 13本 0.07％であった。
廃棄原因の件数(件)は、2019年:破損 11、輸血準備の手技
未熟 5、保存状態不良 3、患者状態により未使用 3、その

他 15、2020年:破損 7、保存状態不良 5、輸血準備の手技
未熟 5、その他 8、2021年:破損 7、使う必要がなかった
3、その他 3であった。
【考察】廃棄製剤は、新鮮凍結血漿製剤(以下 FFP)とア
ルブミン製剤(以下 Alb)の割合が高く、その原因として破
損によるものが多くを占めていた。3年間でその件数は
減少しておらず、製剤の取扱いについて更なる教育が必

要であると考える。廃棄率は、3年間で 2021年が最も低
かった。2019年と 2020年で、上位を占めていた保存状
態不良や輸血準備の手技未熟による廃棄件数が 2021年
で 0件であることに起因している。これらの改善につい
ては、輸血マニュアルの整備や輸血療法委員会での報告

などの啓蒙活動が有効であったと考える。

【まとめ】血液製剤の使用・廃棄状況の報告などの啓蒙

活動、血液製剤の取扱いや保管管理さらに輸血実施業務

などの教育を継続的に行うことで、廃棄製剤の更なる減

少と血液製剤の有効利用に努めていきたい。

連絡先　0942-31-7650(直通)

血液製剤の廃棄率とその原因についての解析

◎溝上 真衣 1)、若宮 理桜奈 1)、柏木 美紀 1)、藤好 麻衣 1)、江頭 弘一 1)、川野 祐幸 1)

久留米大学病院 1)
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【はじめに】当院は,2017年 11月から同種クリオプレシ
ピテート(以下、クリオ)の院内調整を開始した.2020年の
診療報酬改定で,同種クリオプレシピテート作成術(1バッ
グにつき 600点)が算定できるようになり,院内調整を検
討する施設が増加している.今回,調整開始からこれまで
の使用状況を後方視的に解析したため報告する.
【対象】2018年 1月から 2021年 12月までのクリオ症例
数(使用量)を年次別に解析し,各診療科の使用状況,同型ク
リオ及び異型クリオの使用状況についても確認した.なお,
使用量は FFP-LR480から調整したクリオを 4単位とし解
析した.
【結果】2018年は 106件(1168単位),2019年は 146件
(1740単位), 2020年は 119件(1396単位), 2021年は 104件
(1204単位)であった.診療科については心臓血管外科が
304件(3686単位)で使用量が最も多く,次いで外傷外科
168件(1780単位),産婦人科 3件(32単位)であった.同型ク
リオ及び異型クリオの使用状況については同型クリオ

66.3%,異型クリオ 33.7%であった.

【考察】2020年以降はクリオの使用量が減少しているが,
新型コロナウイルス感染症の影響で人流が抑制され,外傷
患者の減少が影響したと推察する.当院は救急救命センタ
ーを併設しており,血液型確定前の緊急輸血が多いことか
ら, 外傷外科の異型(AB型)クリオ使用が多い傾向にある
と考えられた.過去に心臓血管外科と外傷外科のクリオ使
用が重なり, AB型クリオの在庫が無く,FFPで対応する事
例が発生したこともあり, AB型クリオの在庫数を 9バッ
グ(その他の血液型は 3バッグ)に増加した.期限切れによ
る廃血はこれまでに発生していないため,適正在庫での運
用が行えていると考えられた.
【まとめ】クリオの使用状況について解析した.これから
も臨床と協議し,適正在庫を維持するとともに適正使用に
ついても助言できるよう努力していきたい.

連絡先:096-384-2111(内線:6371)

当院におけるクリオプレシピテートの使用状況の解析

◎福岡 星夜 1)、吉田 雅弥 1)、平木 幹久 1)、西山 陽香 1)、内田 有咲 1)、吉丸 希歩 1)、山崎 卓 1)

熊本赤十字病院 1)
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【はじめに】ポリエチレングリコール（PEG）とは、赤
血球表面や反応溶液中の水分子を脱水作用により除去し

（立体的排他現象）、抗体濃縮効果によって赤血球と抗

体の結合を促進する反応増強剤の 1種である。今回、
PEGの製造中止に伴い PEGⅡに移行するため PEGⅡの性
能評価と PEGとの相関を調査したので報告する。
【方法】Orth　Vision　Maxで 0.8％セルスクリーン J-
Alba-を用いて赤血球不規則抗体検査を行った結果陽性と
なり、試験管法にて不規則抗体同定検査実施後抗体が同

定できた患者検体 14件と抗体試薬 5件の計 19件（抗Ｅ
7件、抗Ｋ1件、抗ｋ1件、抗 Fya1件、抗 Fyb2件、抗
Jka1件、抗 Xga1件、抗 Lea2件、抗 Leb１件、抗Ｍ1件）
を対象の検体とした。測定方法としては、検体を用いて

希釈系列を作成後 100μlずつ分注しそこに対応するスク
リーニング血球（サージスクリーン）を 50μⅼ（ホモ血
球を使用）、PEGと PEGⅡをそれぞれ 100μl分注した。
その後、恒温槽にて３７℃、１５分加温し全自動血球洗
浄機で４回洗浄、抗ヒト IgG血清(ウサギ)を 100μl加え

遠心後判定した。凝集のグレードにスコアを付け凝集の

強さ(スコア値)と抗体価（1+以上）を算出した。
【結果】抗Ｅ、抗 K、抗 Fybのうちの１件、抗Ｍのうち
１件は抗体価、スコアともに一致。抗Ｅのうち２件、抗

Jka、抗 Xga、抗 Leaの２件は抗体価のみ一致。抗ｋ、抗
Lebは抗体価、スコアともに PEGⅡが高かった。PEGと
比べ PEGⅡの方が抗体価の低い検体は抗Ｅの１件のみで
あった。全体として抗体価が一致したのは 19件中 11件
であり、スコアまで一致したものは４件であった。

【まとめ】抗体価とスコア値より PEGⅡは PEGと比べ
同等の抗体検出感度を持つことが示唆され、PEGⅡを試
験管法に用いても支障はないと考えられた。ただし、今

回の検討では測定できなかった抗体も存在するのでその

ことは留意すべきである。

【謝辞】

本発表に際しご助言頂いた輸血・細胞治療部古川良尚先

生、濱田平一郎先生に深謝いたします。

連絡先：099-275-5635

PEGに対する PEGⅡの比較検討

PEGⅡ検討

◎水口 颯 1)、舞木 弘幸 1)、外室 喜英 1)、宮元 珠華 1)、江口 奈津希 1)、笠畑 澪 1)、政元 いずみ 1)

鹿児島大学病院 1)
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【はじめに】抗 JMH抗体は赤血球表面に高頻度に存在す
る john Milton Hagen(JMH)血液型抗原に対する抗体であ
る。高齢者に検出されることが多く、加齢に伴った後天

的な JMH抗原減弱によって産生すると考えられている。
高頻度抗原に対する抗体であるため、通常の間接抗グロ

ブリン試験ではパネル血球との反応は全て陽性となり、

迅速な血液製剤の準備に支障をきたすことがある。今回

の症例を経験し、より素早く安全に輸血ができないかを

検討した。

【症例】89歳女性　妊娠歴、輸血歴不明
血液型 AB型 Rh陽性

尿路感染症で入院後右人工関節周囲骨折があり、RBC輸
血 2単位のオーダーがあった。
【検査結果】不規則抗体スクリーニング検査の全ての血

球で PEGク－ムスにて(W+~1+)の凝集を認め、RBC2単
位の交差適合試験も主試験にて PEGクームス法で(1+)で
あり、直接クームス法も(1+)であった。DT解離試験と
60分クームス法を行い、解離液にてスクリーニング検査

を行うが、すべてのパネル血球で（W+~1+）の凝集を
認めた。当院では抗体の同定の検査は行えないため、日

本赤十字社九州ブロック血液センターに同定を依頼し、

抗 JMH抗体と同定された。
【経過】抗 JMH抗体が検出されたが、臨床的意義がほぼ
ないため抗原陰性血を準備する必要はなく、輸血オーダ

ーがあった 2日後に輸血が施行された。溶血性副作用を
認めず、輸血効果が得られた。

【まとめ】今回の症例では高頻度抗原に対する抗体の知

識が乏しく推測することができなかった。当院には確立

された輸血部門はなく、認定輸血検査技師がいるわけで

もない。特に休日帯や夜間帯は 1人で業務を行っている
ことが多く、不規則抗体が陽性になった場合の対応に苦

慮することも少なくはない。今後はスタッフ間での情報

共有や自己研鑽の他に、不規則抗体陽性時のフローチャ

ート作成や新たな検査試薬の導入などを行い、迅速で安

全な輸血につなげていきたい。

連絡先：0954-23-3111(内線 9261)

迅速な血液製剤準備のために

～高頻度抗原に対する抗体（抗 JMH抗体）を経験して～

◎石橋 賢太郎 1)、佐藤 慧一 1)、椿 将志 1)

一般社団法人 巨樹の会 新武雄病院 1)
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【はじめに】新型コロナウイルス（COVID-19）患者で
の輸血検査時の検体の取り扱いについては明確な基準が

無いのが実情である。

当院では、COVID-19患者の輸血検査は防護具を使用し
て全自動輸血検査装置にて血液型検査、不規則抗体スク

リーニング検査・不規則抗体同定検査・交差適合試験を

行っている。用手法による試験管法は行ってはいない。

今回、交差適合試験にて不適合を呈した COVID-19患者
の不規則抗体同定検査時の当院の対応について報告する。

【成績】交差適合試験は、Liss-IATにて RBC2単位 2本
中 2本 w+で不適合となった。不規則抗体スクリーニン
グ検査は、0.8％RCD法にて 1+で陽性であった。不規則
抗体同定検査は、Liss-IATにて自己対照を含め全てのパ
ネル血球に w+の反応を呈した。尚、患者は入院時にも
不規則抗体スクリーニング検査で陽性となり、不規則抗

体同定検査が行われていたが、自己対照が w+以外全て
のパネル血球は陰性であり不規則抗体陰性で報告されて

いた。輸血歴は、無かった。試験管法による不規則抗体

同定検査が行えなかったことから輸血は、交差適合試験

にて反応の弱い製剤を選択することにした。その後

SARS-CoV-2が陰性となった時点にて試験管法による不
規則抗体同定検査を行ったが陰性であった。

【考察】COVID-19患者検体の取り扱いについては、日
本臨床検査医学会が 2020年 4月 13日付けで｢日常検査
体制の基本的考え方の提言｣について報告している。提

言によると通常通りの検体容器を開けずに検査できる自

動搬送システム・自動分注機・自動検査装置を想定して

いる。輸血検査で使用している全自動輸血検査装置は、

検体容器を開けて機械にセットしなければいけない。そ

のため当院では、COVID-19患者検体を用いての輸血検
査では防護具に手袋・マスク以外に、ガウン・フェイス

シールドまで使用している。今回の報告にて COVID-
19患者検体の輸血検査時の取り扱いについての基準が示
されることを望みたい。本報告は、鹿児島大学倫理審査

委員会の承認を得ている。　　連絡先:099-275-5635

COVID-19患者における不規則抗体同定検査への対応

COVID-19と輸血検査

◎舞木 弘幸 1)、外室 喜英 1)、宮元 珠華 1)、江口 奈津希 1)、水口 颯 1)、笠畑 澪 1)、政元 いずみ 1)

鹿児島大学病院 1)
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【はじめに】コンピュータークロスマッチ（以下：CC）
は、コンピューターに登録された患者の血液型・不規則

抗体の情報と、あらかじめオモテ検査により血液型が確

認されている赤血球製剤とをコンピューターで照合し出

庫を行うシステムである。CCにより、交差適合試験の
省略が可能となり、手順の省力化、試薬コストの削減が

期待できる。当院では、2021年 3月より CCを導入した。
今回、その導入による効果とリスクについて検討したの

で報告する。

【対象】2020年 3月から 2022年 6月の輸血依頼を対象
とした。

【方法】①タイプアンドスクリーン（以下：T＆S）と、
CCでの出庫時間を比較するために、輸血指示が出てか
ら製剤の準備完了までの時間を比較した。②機器で交差
適合試験を行う場合と CCで出庫する場合を比較するこ
とで、コスト削減効果を調査した。③CC適合製剤投与
後に不規則抗体陽性になった症例を調査することで、遅

発性溶血副作用のリスクを検討した。溶血所見として、

輸血後の T-Bil、LDの上昇、発熱の有無などを指標にし
た。

【結果】①製剤の準備完了までの時間は T&Sでは約
7.5分であったが、CCでは約 3分に短縮できた。②機器
での交差適合試験に必要な試薬の金額は 233円であった。
CCのオモテ検査に必要な抗血清試薬の金額は 33円であ
った。CCでの出庫により、赤血球 1製剤につき 200円
の試薬コストが削減された。③対象期間内に赤血球製剤
を投与した 1026人のうち、CC適合製剤投与後に不規則
抗体陽性になったのは 9例であった。このうち 1例で T-
Bil、LD、の上昇、発熱、血尿などが認められ、遅発性
溶血性副作用が疑われたが、抗体は低力価で同定不能で

あった。その他 8例では溶血所見は認められなかった。
【考察】CC導入により検査時間の短縮とコスト削減が
できた。また、検出感度以下の抗体の存在が疑われる場

合、CCにおいても前院での輸血歴は、重要な情報であ
ると思われる。

連絡先：0948-22-3800

当院におけるコンピュータークロスマッチ導入の効果

◎大島 渚沙 1)、坂東 周作 1)、松浦 辰也 1)、川野 和彦 1)、秋永 理恵 1)

飯塚病院 1)
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【はじめに】当院は病床数 490床を有する 3次救急病院
である．時間外においては，輸血専任以外の技師も輸血

業務に携わっている．これまで時間外勤務者の精神的負

担軽減のため，実践的なトレーニングを含んだ教育を行

ってきたが，ISO15189取得を機に，輸血教育の見直しを
図ったため，その取り組みについて報告する．

【運用】輸血専任技師及び時間外に輸血検査を担当する

技師を対象とし，内部精度管理における技師間差確認を

目的に４回/年の頻度で実施．内容は，部分凝集の判定を
含む血液型検査や直接抗グロブリン試験等の実技問題と

写真を用いた凝集反応分類などの机上問題を組み合わせ

て行っている．実施毎に合格ラインを設定し，合格ライ

ンに達しなかった技師については，再教育を実施．精度

管理委員会にて実施内容を報告・フィードバックし，記

録に残す運用とした．

【考察】現在までに，実技問題 5回と机上問題 7回を実
施し，標準化を図っている．実技問題では，部分凝集の

見逃しが多かったため，時期を空け再度実施したところ，

再教育となった技師数が減少した．また，当院では全自

動輸血検査装置にて検査を実施し，異常反応が起きた際

には試験管法にて再検査を行う運用としている．カラム

凝集法を正しく理解していなければ，やみくもに試験管

法を実施しても誤判定につながる恐れがあるため，机上

問題の一部として，カラム凝集法の問題や問い合わせの

多い内容など，知識を問う問題を出題し，内容の充実を

図っている．机上問題は，コロナ禍でも実施しやすく，

技師間差を減少させる教育のツールとして今後も使用し

ていきたいと考えている．

【まとめ】ISO15189における内部精度管理の一環として，
技師間差確認・標準化を図る運用を構築した．凝集反応

分類などの目合わせはもちろん必要であるが，それらに

付随し，様々な視点から問題を出題することで，より安

全な輸血療法の実施に貢献できると思われる．

連絡先：096-384-2111(内線 6371)

ISO 15189取得を契機とした輸血教育の取り組み

◎吉丸 希歩 1)、吉田 雅弥 1)、平木 幹久 1)、西山 陽香 1)、福岡 星夜 1)、内田 有咲 1)、山崎 卓 1)

熊本赤十字病院 1)
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